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例    言

Ⅲ     l.本 書は、丸亀市が平成 20年度国庫補助事業として実施 した丸亀市内遺跡発掘調概要報告書である。

2.今回の遺跡発掘調査は、土器町西二丁目地区、飯山町東坂元字楠見地区、津森町宇高丸地区、綾歌町岡

田西字新田地区、綾歌町栗熊西宇大妻田地区、綾歌町栗熊東字下河西地区、飯山町東小川字前谷地区、金

1     倉町字道下地区、田村町宇橋の坪地区、飯野町東二字中代地区、綾歌町富熊字蔵ノ内地区、綾歌町富熊字

1     沖地区、綾歌町富熊宇蔵ノ内地区の 13地区を対象とした。

3.調査主体は、丸亀市教育委員会である。

,    4薬壼書竪冥璽百昆笹「濃蟹辞緊量餐璽軍督暑乾巨i駁奮静夏員升撃罫本冤畜I曇暮屏三彊早乾巨i笞詩野
字橋の坪地区、飯野町東二宇中代地区、綾歌町富熊字蔵ノ内地区、綾歌町富熊字沖地区、綾歌町富熊字蔵

ノ内地区の試掘調査は、九亀市毅育委員会荻育部文化課近藤武司が担当して行つた。

!     5.本 書に用いた遺構表示の略号は次のとお りである。
I        SH・ ・・掘立建柱建物、SB・ ・・竪穴住居、 SP・ ・・ピット (柱穴)、

SK・ ・・土坑、SD・ ・・溝

6.出土遺物及び実測図等の資料整理は、谷口梢、北山多佳子及び鎌谷周子が行つた。

7.本書の執筆は、近藤、谷口、北山及び鎌谷が分担 して行い、編集は、近藤が行つた。

8.本書の測量図の縮尺は、スケールで表示 した。また、方位は世界測地系による方位 (To N.)及び磁北

(M.N.)で 表示 した。

9,本書の断面図に記載 してある「土色」は、農林水産省農林水産技術会議事務局 監修・財団法人 日本色

彩研究所色票 監修『新版標準土色帖 2004年 版』による。

魯    10.調 査地の位置を示 した挿図については、国土地理院地形図 「丸亀」(50, 000分 の 1)、 丸亀市が

作成 した都市計画図 (10, 000分 の 1:平成 18年承認番号第 25号 )、 旧綾歌町が作成 した綾歌町

全図 (10, 000分 の 1:平成 13年 8月 )及び旧飯山町が作成 した飯山都市計画図 (10, 000分
の 1:平成 8年)を使用 した。

11.綾歌町宮熊字沖地区試掘調査の実施にあたつては乗松真也氏に、また、本書の作成にあたつては片桐

孝浩、北山健一郎、山元敏衿諸氏にご協力を得た。ここに記 して感謝の意を表す。
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第 I章 平成 20年度丸亀市内遺跡発掘調査事業概要

丸亀市は、香川県の中央からやや西寄 りの海岸に面 した位置に所在する。市域のほとんどは平野部で、丸

亀平野の大半を占めている。東は綾歌郡宇多津町・坂出市、南は仲多度郡まんの う町・同郡琴平町、西は善

通寺市・仲多度郡多度津町、北には瀬戸内海が面 し、岡山県倉敷市が対面 している。

九亀市の所在する丸亀平野は、県下最高峰の竜王山 (1059。 9m)と 第二の高峰大川山 (1042.
9m)の 山間に源を発する土器川を主に、東から大束川、土器川、金倉川、弘田川によつて形成 された緩扇

状地・氾濫原 と沖積平野からなる県下最大規模の平野である。

昭和 57年度より開始 された四国横断自動車道の建設事業に伴 う埋蔵文化財発掘調査は、多くの遺跡を発

見するに至 り、丸亀市内での歴史的環境が明らかにされてきた。

近年でも、国道バイパス建設工事などの開発事業に先立つ丸亀平野各地の発掘調査が積極的に行われ、徐々

にではあるが、遺跡の保護、遺跡の内容把握、普及啓発を進めていくことができている。

このような背景の中、九亀市内の各地で大小規模の開発は活発で、その対象地が周知の埋蔵文化財包蔵地

内やそれに隣接する場所である場合が多く、埋蔵文化財の保護措置を図るための試掘調査及び確認調査を実

施 し、遺跡の所在の有無及びその内容について確認するため、国庫及び県費補助金をあてて調査を実施 して

きている。今年度についても、国庫補助金をあて同事業を継続 して実施することとした。

補助事業については、平成 20年 4月 7日 付け20教文第 16号で国庫補助金申請を提出し、平成 20年
6月 2日 付け20教生文第 5392号 で交付決定を受けた。

今年度については、例年よりも事業数が多く、土器町西二丁 目地区、飯山町東坂元宇楠見地区、津森町宇

高丸地区、綾歌町岡田西字新田地区、綾歌町栗熊西字大妻田地区、綾歌町栗熊東宇下河西地区、飯山町東小

川宇前谷地区、金倉町字道下地区、田村町字橋の坪地区、飯野町東二宇中代地区、綾歌町富熊宇蔵ノ内地区、

綾歌町富熊宇沖地区及び綾歌町富熊字蔵ノ内地区の計 13ヶ 所で遺跡の所在の有無を確認するための試掘調

査を実施 した。

土器町西二丁 目地区試掘調査は、携帯電話無線基地局建設に伴 うもので、近隣での埋蔵文化財調査事例が

無く、包蔵地の状況が不明であつたことから、事前調査をすることが適当であると判断し、試掘調査を実施

することとなつた。

飯山町東坂元字楠見地区試掘調査は、公共施設建設に伴 うもので、この近隣での埋蔵文化財調査事業事例

が無 く、包蔵地の状況が不明であつたことから、事前調査をすることが適当であると判断し、試掘調査を実

施することとなつた。

津森町字高丸地区試掘調査は、店舗併用住宅建設事業に伴 うもので、当該地西側には『 中の池遺跡 (弥生

前 :集落跡 )』『道下遺跡 (弥生～近世 :包含地)』『新田橋本遺跡 (弥生 。古墳 :集落跡 )』『今津中原遺跡 (古

代～中世 :集落跡 )』 の集落遺跡が広い範囲で分布 してお り、東方にも『津森位遺跡 (古代～中世 :集落跡 )』

が近接 してお り、周辺の遺跡 と関連する可能性が考えられるため、試掘調査を実施することとなつた。

綾歌町岡田西宇新田地区試掘調査は、個人住宅建設に伴 うもので、東側の大窪池内に『大窪池遺跡 (旧 石

器 :包含地)』 が所在 し、その下流域には『東原遺跡 (弥生～中世 :集落跡 )』 が所在する。西側には、『上川

井遺跡 (古墳～中世 :集落跡 )』、南西一帯では『 岡田万塚 (古墳 :古墳)』 が知 られてお り、様々な時代の遺

跡が集中している。関連遺構の展開している可能性があることから、試掘調査を実施することとなつた。

綾歌町栗熊西字大妻田地区試掘調査は、個人住宅建設用地開発に伴 うもので、当該地は東大束川の右岸域

に広がる緩やかな微高地上に位置 し、西側に隣接 して『佐古川遺跡 (縄文～中世 :集落跡)』 が存在 し、東側

には『石塚山古墳群 (弥生末～古墳 :墳墓)』 が所在 していることから、これ らの遺跡に関連する遺跡が展開

している可能性が考えられたため、試掘調査を実施することとなつた。

綾歌町栗熊東字下河西地区試掘調査は、店舗建設用地開発に伴 うものである。計画地は南部の猫山から派

生する尾根先端付近の微高地先端部付近に位置 し、西側の微高地上には『行末西遺跡 (弥生・古墳 :集落跡 )』

が所在することがわかっている。関連する遺跡の分布が予想 されることから、試掘調査を実施 した。

飯山町東小川字前谷地区試掘調査は、個人住宅建設用地開発に伴 うもので、付近は、古墳時代中期の『 岡
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田万塚 (古墳 :古墳)』 として古墳の分布する区域である。資料によると、当該地の北東隅及び南西隅付近に

も古墳の所在が記 されていることから、試掘調査を実施することとなつた。

金倉町字道下地区試掘調査は、宅地分譲住宅建設用地開発に伴 うもので、当該地は金倉川の右岸域に位置

し、北部一帯に隣接 して『道下遺跡 (弥生～近世 :集落跡)』 、南部一帯には『中の池遺跡 (弥生前 :集落跡)』

が所在している。また東側では、『新田橋本遺跡 (弥生 。古墳 :集落跡)』『今津中原遺跡 (古代～中世 :集落

跡)』 が近年の調査によつて、明らかになつてきている。これらの遺跡に関連する遺跡が展開される可能性が

考えられることから、試掘調査を実施することとなつた。

田村町字橋の坪地区試掘調査は、宅地分譲住宅建設用地開発に伴うもので、調査対象地の直近では調査事

例が無く、埋蔵文化財の包蔵地状況は不明であつた。しかし、西方の先代池 。平池周辺には『中の池遺跡 (弥

生前 :集落跡)』『道下遺跡 (弥生～近世 :包含地)』『平池西遺跡 (縄文 。弥生 :包含地)』『平池南遺跡 (縄

文 。弥生 :包含地)』『平池東遺跡 (弥生 :包含地)』 など広い範囲で遺跡の分布が確認されている。更に、北

方には『田村廃寺 (奈良 :寺院)』『田村遺跡 (古代 :寺院)』 などが所在しており、各時代の遺跡が集中して

いる地域であることや地理的状況から考えると遺跡の包含が推測されることから、試掘調査を実施した。

飯野町東二宇中代地区試掘調査は、店舗建設用地開発の事業計画に伴うもので、当該地は飯野山西裾部に

位置し、南 300m地 点では『西坂元内板遺跡 (弥生 。古墳 。中世 :集落跡)』 が所在し、北北東 500m付
近には飯野山の麓に『飯野山西麓散布地 (弥生～古代 :散布地)』 が広範囲にわたり広がつている。調査対象

地は、周辺の土地よりも一段高くなつており、以前から微高地であつたことが伺え、周辺の遺跡分布や地理

的状況から考えると、遺跡の分布が推測されることから試掘調査を実施することとなつた。

綾歌町富熊宇蔵ノ内地区試掘調査は、分譲住宅建設に伴 うもので、当該地周辺の丘陵部には『横山経塚古

墳群 (古墳 :古墳)』『地神山古墳群 (古墳 :古墳)』『宮前人幡神社古墳 (古墳 :古墳)』 が所在する。平野部

では、北側 100m地 点に『庄遺跡 (弥生～中世 :集落跡)』 、南 150m地 点に『塔寺遺跡 (不 明 :包含地)』

が所在している。このように、弥生時代から古墳時代にかけて活発な地域であつたことが伺え、塔寺遺跡の

ある付近から緩やかに延びる微高地の先端部付近にあたり、一北側の谷部を挟んだ北対岸部に庄遺跡が所在す

ることからも同様の遺跡が所在する可能性が極めて高いことから、試掘調査を実施することとした。

綾歌町富熊字沖地区試掘調査は、宅地分譲建設用地の開発に伴うもので、対象地は、東の羽床盆地から続

く平野の絞り込まれた地域で、南東には『行末西遺跡 (弥生・古墳 :集落跡)』『行末遺跡 (弥生 :集落跡)』

が所在しており、この付近も遺跡の分布状況が高いものと推測でき、試掘調査を実施することとなつた。

綾歌町富熊字蔵ノ内地区試掘調査は、歯科医院建設に伴 うもので、当該地周辺の丘陵部には『横山経塚古

墳群 (古墳 :古墳)』『地神山古墳群 (古墳 :古墳)』『宮前人幡神社古墳 (古墳 :古墳)』 が所在 している。平

野部では、北側 350m地 点に『庄遺跡 (弥生～中世 :集落跡)』 、南隣接地点に『塔寺遺跡 (不 明 :包含地)』

が所在している。このように、弥生時代から古墳時代にかけて活発な地域であつたことが伺え、塔寺遺跡の

ある付近から緩やかに延びる微高地上にあたり、立地は安定している。周辺の遺跡分布状況からも遺跡が所

在する可能性が極めて高いことから、試掘調査を実施することとなつた。

これら13件の調査を実施した結果、綾歌町富熊字蔵ノ内地区の2ヶ 所を蔵ノ内遺跡として新たに発見す

ることができた。そして、綾歌町富熊宇沖地区では行末西遺跡として 1遺跡を追加登録することとなつた。

その他の調査では、飯山町東坂元字楠見地区、津森町宇高九地区、綾歌町岡田西字新田地区、綾歌町栗熊

西宇大妻田地区、飯山町東小川字前谷地区、金倉町字道下地区、田村町字橋の坪地区、飯野町東二宇中代地

区の 8地区において埋蔵文化財包蔵地を確認 したが保護措置は不要と判断した。

その他の地区では、埋蔵文化財の所在が確認できなかつたことや、検出内容が極めて希薄であつたこと等

から遺跡としての取り扱いは不要であるとの結論に至つた。

これらの調査によつて得られた資料に基づき、それぞれの開発事業者と埋蔵文化財の保存について協議

し、道切な保護を図ることができた。

また、今後計画される開発などにもこれらの成果を反映し文化財の保護に役立てたい。

以上、平成 20年度の九亀市内遺跡発掘調査事業は、九亀市内で計画された 13件の事業に伴 う試掘調査

を実施し、平成 20年 6月 2日 から開始し平成 21年 3月 31日 に終了した。
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第 I章 平成20年度丸亀市内遺跡発掘調査事業概要

1 土器町西二丁目地区
2 飯山町東坂元字楠見地区
3 津森町字高丸地区
4 綾歌町岡田西字新田地区
5 綾歌町栗熊西字大妻田地区
6 綾歌町栗熊東字下河西地区
7 飯山町東小川字前谷地区

金倉町字道下地区
田村町字橋の坪地区
飯野町東二字中代地区

綾歌町富熊字蔵ノ内地区 (蔵ノ内遺跡)

綾歌町富熊字沖地区 (行末西遠跡)

綾歌町富熊字蔵ノ内地区 (蔵ノ内遺跡)

第1図 平成20年度丸亀市内遺跡発掘調査対象地
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土器町西二丁 目地区





第Ⅱ章 土器町西二丁目地区試掘調査

第Ⅱ章 土器町西二丁 目地区試掘調査

調査対象地

調査期間

調査面積

丸亀市土器 町西二丁 目 162
平成 20年 6月 19日

約 16.8ポ (調査対象地面積 181.07ポ )

1.立地 と環境

当該地は、土器町西二丁 目に位置する畑地である。以

前は宮の浦と称 されていた。宮池の北側に所在する十二

社宮の元社叢地である。更に北側の川古集落は『和名類

衆抄』にも登場することからも古 くから開けた地域であ

ることが読み取れる。

宮池では石包丁などの石器が採取 されている。また、

南に目を向けると双子山周辺には古墳時代の包蔵地が知

られている。

2.調査に至る経緯 と調査の経過

KDDI無線基地局の設置の計画に伴い、平成 20年 6

月 3日 埋蔵文化財の所在及びその取 り扱いについての照

会文書が提出された。

近隣での埋蔵文化財調査事例が無 く、包蔵地の状況は

不明であつたことから、事前調査をすることが適当であ

るとの判断の元、試掘調査を実施 した。調査の結果、遺
第2図 調査地位置図

構は確認できなかつたことから、 8月 20日保護措置は不要である旨の回答を事業者に行つた。

3.調査の概要

調査は、計画地内に 3箇所での トレンチ調査 とした。以下、 トレンチ毎に概要を記述する。

【1ト レンチ】

計画地南面に沿つて東西軸で設定した。耕作土直下には、灰黄色系の粘質上が堆積 し、その下層には更に

褐色がかった層を確認 した。いずれもベース層と考えられる。遺物、遺構共に認められなかつた。

【2ト レンチ】

計画地北面に沿つて東西軸で設定した。耕作土直下に床土が敷かれている。その下面は整つておらず、水

平堆積は見られない。 トレンチ東端では、地形の傾斜により影響を受けていると推測される礫層が認められ

る。その礫層の西側に土坑状の落ちを 1箇所検出したが、遺構として取り扱いの可否は難 しい。

その他の遺構、遺物は共に認められない。 トレンチ南半部は撹乱を受けており旧状は留めていない。

【3ト レンチ】

計画地西面には樹木が植栽されており、立ち入れないことから、極力西に寄せた位置で、南北軸に設定し

た。 トレンチの大半がコンクリー ト塊やフイヤーが埋まつている撹乱を受けており、旧状の確認は不可能で

あつた。遺物、遺構共に認められなかつた。
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第Ⅱ章 土器町西二丁目地区試掘調査

適路

lm

|

南 壁

1ト レンテ

2ト レンチ

第3図 トレンチ配置図
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1 耕作土
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第4図 1～ 3トレンチ断面図
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第Ⅱ章 土器町西二丁目地区試掘調査

トレンチ名 延 長 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1ト レンチ 0.8m× 7.6m 不 明 無 し 無 し

2ト レンチ 0.8m× 6.5m 不 明 土坑状落ち 無 し

3ト レンチ 0.8m× 6.9m 不 明 無 し 無 し

第1表 土器町西二丁目地区試掘調査 トレンチ概要

4.ま とめ

以上、計画地内に 3箇所の トレンチを設定 し、調査を行つた。 2ト レンチで土坑状の落ちを 1箇所検出す

るが、遺構 としての広が りは確認できない。 2、 3ト レンチの状況から考えると、計画地内は大半が撹乱を

受けてお り元の状況を留めていないことが強く予想 される。

今回の調査によつて、当該地は大きく撹乱を受けていることが判明した。撹乱土坑の認められない 1ト レ

ンチの状況から見ても、この範四には遺跡の所在が無いものと考えられる。仮に、遺跡が所在 していたと仮

定しても、削平等の影響を受けてお り、現在においては残存 していないと考えられる。これ らのことから、

当該地において保護措置は不要と考えられる。

調査後、 トレンチは埋め戻 し原状に復 した。
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第Ⅱ章 土器町西二丁目地区試掘調査
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調査地全景 :南 東から 1ト レンチ全景 :東から

1ト レンチ土層 2トレンチ全景 :北 東から 2トレンチ土坑状落ち検出状況
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3トレンチ全景 :北 西から 十三社宮 十三社宮社叢遠景 :南から

図版 1 土器町西二丁 目地区試掘調査
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飯山町東坂元字楠見地区





調査対象地

調査期間

調査面積

第Ⅲ章 飯山町東坂元宇楠見地区試掘調査

飯山町東坂元宇楠見 2062-1、 2065-1、 2066-1
平成 20年 6月 25日 ～ 7月 2日

約 320.3ポ (調査対象地面積 4873ポ )

第Ⅱ章 飯山町東坂元字楠見地区試掘調査

―

1

0                  10cm

(S-1:4)

1区 5トレンチ出上遺物実測図

1.立地 と環境

地名の楠見は昔楠の大樹があり、その樹の上から見

渡せる付近一帯を総称 したと云われている。

北に目を向ければ飯野山が見える。東側には大束川

が流れる。周辺には弥生土器の出土が見 られ、また、

三ノ池古墳群、秋常古墳群、久保大塚 と古墳時代の遺

跡が点在することが古 くから知 られている。

近年の発掘により『 東坂元三ノ池遺跡 (古 代～中

世 :集落跡 )』、『東坂元北岡遺跡 (弥生 :集落跡 )』 、『東

坂元秋常遺跡 (弥生 :集落跡 )』 の詳細が明らかにされ

た。

当該地は、現在の飯山町学校給食センターの南面及

び東面に隣接する圃地である。周辺の遺跡は希薄で、

歴史的環境はよくわかつていない。

2.調査に至る経緯 と調査の経過

丸亀市給食センター建設に伴い、埋蔵文化財の有無

に関する調査の施行決定が行われた。平成 20年 6月 2日 立ち入 り申請がなされ、 6月 25日 から 7月 2日

にかけて重機による トレンチ調査が行われた。当初は、現給食センター西側の下川原楠見線の西側で駐車場

舗装 されている圃地も対象 としていたが、新たな土木工事の計画が成 されないことか ら今回の調査区域から

は対象外 とした。調査の結果遺構は幾つか検出されたが希薄なため今後の保護措置は不要である旨の回答を

7月 29日 におこなつた。

3.調査の概要

調査は、現給食センターの南面及び東面に隣接する固地を対象にして実施 した。

登記簿上は、 3筆であるが、内 2筆がコンクリー ト畦畔によつて細分 されていることから、見た目での筆

単位で調査区分けをし、調査区毎に トレンチ番号を設定 した。以下、特徴的な トレンチについて報告する。

11区 1ト レンチ】

1区の回地西端中央部に東西軸で長 さ11.4mの トレンチを設定 した。耕作土の下層には、整地上層が

重なつてお り、比較的新 しい開墾によるものと考えられる。更に下層には、灰色系の遺物包含層が 1 0cm前

後の厚みで堆積する。遺物の包含量はかな り少ない。中央部で南北軸の小溝が 2条並ぶが、遺物を包含 して

お らず詳細は不明である。その他の遺構は認められない。

【1区 5ト レンチ】

1。 2ト レンチ間に南北軸で設定 した。土層序は 1ト レンチと

同様であった。 5層か らやや小型の須恵器の杯底部が出上 した。
ヘラ切 りによる底部調整が見られる。他に小片で実測には耐えら

れなかつたが、土師質土器の甕 口縁片、小皿底部片、羽釜片も出

上 している。羽釜鍔は短 く、口縁端部は短 く直立する。      第6図

第5図 調査地位置図
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第Ⅱ章 飯山町東坂元字楠見地区試掘調査

1区の 1～ 6ト レンチの上層序は、ほぼ同様である。全体的に耕作土直下で 2 0 clll前後の厚みを持つ整地

層が見 られ、その下層に 6～ 1 6 cIIIの 遺物包含層が堆積する。

KBM

チンレ

チ

　

ト

ン
　
　
２

レ

Π
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
＝
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｕ

中
SD02

1ト レンチ

1区

3ト レンテH4ト レ】
`   

コ |II  I

3ト レンチ  3区

SD02

叩
2ト レンチ

【2区 1ト レンチ】

1区の南側に面する圃地で、西端中央部に東西軸で長さ11.4mの トレンチを設定した。上層序は 1区

同様である。 トレンチ中央部で砂層が認められるが、平野形成時の堆積か旧河道氾濫による窪地への堆積と

思われる。遺物、遺構共に認められない。

【2区 2ト レンチ】

1ト レンチの東側に東西軸で長さ10.5mの トレンチを設定した。土層序は 1ト レンチと同様であるが

砂層は認められない。 トレンチ中央で土坑状の落ちを 1箇所確認するが、連続性が見られず詳細は不明であ

る。

【3区 1ト レンチ】

2区の東側の画地で、西端中央部に東西軸で長さ8。 9mの トレンチを設定した。

耕作土直下には1'2区 と同様の整地層がある。更に下層には少量の遺物を包含する灰色系粘質細砂が堆

積する。 トレンチ南半部に黒色系粘質細砂の堆積が見られる。これは、東西軸の溝と思われる。肩ロライン

は、やや曲線状である。溝の最上層よリサヌカイ ト石器 2、 3が 出上した。 2は 自然面をもち両面調整が見

られるが折損のため種別は不明である。 3はスクレイパーである。側面に自然面を持ち背部には歯潰し加工

が、刃部には両面調整が見られる。

【3区 2ト レンチ】

1ト レンチの東側に東西軸で長さ7.4mの トレンチを設定した。土層序は 1ト レンチと同様である。 ト

レンチ東半部で 1ト レンチの溝状遺構と同様な埋土を持つ溝状の落ちが認められる。但し、東の肩口は未検

出である。軸方向が 1ト レンチのものとは合致しない。別溝である可能性もあるが、形状が北方に広がつて

いるようであり終焉しているものと思われる。

Ｄ

Π

Ｈ

持

＝

Ｈ

川

Ｈ

Ｈ

Ｉ 十

日

チンレ

飯山学校給食センター

Π

Ｈ

ＩＩ

＝

日

Ｈ

Ｕ

谷地形

― 2ト レンチ

sbO,1ト レンチ

3ト レンチ  4区

梯 卜嘘
3ト レンチ   2区

ー2ト レンチ
―
1ト レンチ

第7図 トレンチ配置図
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７ｍ
‐
‐
‐
‐

封し壁

W
1ト レンチ

北 壁

E

７ｍ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

封ヒ壁

W
2ト レンチ

２ｍ
‐
‐
‐
‐

W
4ト レンチ

N

6ト レンチ

７ｍ
ｉ
‐
‐
‐

N

5ト レンチ

1区5ト レンチ (6-7m)
1 耕作土
2 花局土
3 10VR7/4に ぶい黄橙色十iOh R7/1灰 自色粘質細砂
4 25Y6/6明黄褐色+10YR7/1灰 自色粘質細砂
5 10YR7/1灰 自色+25Y6/6明 黄褐色粘質細砂

S

3√)'チ 璧墓翼 ∴

1区3ト レンチ (1-2m)
1 耕作土
2 10漁7/1灰 白色十iOYR7/4に ぶい黄橙色粘質細砂混
3 10YR6/6明 黄褐色粘質細砂
4 26V6/1黄灰色結質細砂 (粘質強い)+25Y6/6明 黄褐色粘質細砂まばら混
5 25Y6/1黄灰色+3/3暗オリープ褐色+4/3オ リープ褐色祖砂プロック状混
6 25Y6/1黄灰色+25Yイ /3浅黄色粘質細砂 (粘質強い Mn含 )

25Y6/1黄 灰色+25Y7/3浅 黄色粘質細砂 (砂質強い Mn含 )

東 壁

10YR6/8明 責褐色粘質細砂
25Y6/1粘質細砂 (粘質強い Mn含 )

25V6/1粘質細砂 (粘質強い。Mn含 )

+10YR4/2灰黄福色糧砂混
25V6/6明 黄褐色～6/1黄 灰色粘質細砂

第8図 1区 1～ 6トレンチ平面・断面図

1区 1ト レンチ (5-7m)
1 耕作土
2 5Y6/2灰オリーブ色細砂
9 10YR6/6明 黄褐色+5Y6/2灰オリーフ色粘質細砂まばら混
4 25Y6/1黄 灰色粘貨細砂 (粘質強い)lM n・ ■器片合)

5 25Y9/3暗 オリーブ褐色～0/1黄 灰色粘質細砂 (砂質強い)

6 25Y6/1黄 灰色～4/2暗灰黄色粘質細砂
7 25Y3/3暗 オリーブ偶色+25Y4/3オ リープ掲色粘質細砂まばら混
8 25Y6/6明 黄褐色～6/1黄 灰色粘質細砂

1区2ト レンチ (4-7m)
1 耕作土
2 10YR7/1灰 白色粘質組砂
3 2 5YS/2灰 自色～3/6黄橙色粘質細砂

E ζa:半:州憂優色悪髪品が需言場魯甘
HFm砂

トー15m6 2 5Ye/1黒 褐色～3/3暗 オ リーフ褐色粗砂

E

第Ⅲ章 飯山町東坂元字楠見地区試掘調査

1区4ト レンチ (3-4m)
, 耕作土
2 花商土
9 10WR7/1灰自色+10YR7/4にふい黄橙色粘質細砂混
4 iCIM16/6明黄褐色粘質細砂
5 25Y6/1黄 灰色粘質細砂 (粘質強い)+25Y6/6明 黄褐色粘質細砂まばら混
6 25Y6/1黄 灰色+3/a暗オリープ褐色+4/3オ リーフ褐色狙砂ブロック状混

S

1区6ト レンチ (1-2m)
1 耕作■
2 25Y5/6黄 掲色粘賓細砂 (砂質強い)

3 25Y6/2灰 黄色粘質細砂 (砂質強い)

4 25Y7/1灰 自色～6/6明 黄褐色粘質細砂 (砂質強い)

5 25Y6/6明 黄褐色粘質細砂
6 25Y6/1黄 灰色+25Y6/6明 黄褐色粘質細砂 (粘質強い Mn含)まばら混
7 25Y6/1黄 灰色+4/3オ リープ褐色+3/3暗オリーブ掲色粘質細砂ブロック状混

-10-



第Ⅱ章 飯山町東坂元字楠見地区試掘調査

W
1ト レンチ

W
2ト レンチ

2区 2ト レ ンチ (9-10m)
1 耕作■
2 10YR7/1灰 白色粘質細砂
3 10YR6/8明 黄褐色粘質組砂
4 26Y6/2灰 黄色粘質細砂
S 2う Y6/1黄 灰色粘質細砂 lM n含 )

6 25V6/1黄灰色十γaオ リープ掲色+3/3暗オリーブ褐色粘質細～粗砂

0                        2m

(S-1:40)

第9図 2区 1～ 3トレンチ断面図

2区 1ト レンチ (45-7m)
,耕作土
2焼乱
3 1CIYR5/6黄褐色～イ/1灰 白色粘質組砂
4 10VR7/1灰白色+7/6明黄褐色粘質細砂まばら混
5,OYR7/1灰白色+7/6明黄褐色粘質細砂 (Mn含 )まばら混
6 10YR5/6黄褐色～7/1灰 自色粘質細砂 lM n少 含)

725Y4/3オ リープ褐色～3/3暗オリーン掲色粘質細砂 lM n・ 土器片含)

825Y4/3オ リープ掲色～3/3暗オリープ褐色粘質細砂+

E  。鋸学子チち躍談:雉鉗橿琶la:予:チ:悟穿サ三莞謎財
マーカレ耀

眸-15m i0 25Y3/3暗 オリーブ褐色+7/1灰白色+4/8オ リーブ褐色粘質細砂～

組砂フロック状混

北 壁   |

1  北 壁

壁東

８ｍ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

チＮ一レ
S

2区3ト レ ンチ (7 8m)
1 耕作土
2 10Y庶 6/6明 黄福色粘質細砂
3 10YR7/1灰 白色粘質細砂
4 10YR6/8明 黄褐色粘質細砂
5 25Y6/1黄灰色粘質細砂 lM n 土器片含)

6 ,OYR4/,褐 灰色～3/2黒 褐色粘質紙砂+粗砂
7 25Y6/1黄 灰色+4/3オ リーフ褐色+3/3暗オリーブ掲色粘質細～粗砂

″

第10図 3区出土遺物実測図

【3区 3ト レンチ】

1・ 2ト レンチの間に南北軸で長さ10.4mの トレンチを設定した。土層序は、 1・ 2ト レンチと同様

である。

トレンチ南端部で 1ト レンチの溝状遺構に連続すると思われる落ちを検出した。南の肩口が検出できない

ことから規模は不明である。

【4区 1ト レンチ】

3区の東側の園地で、西端中央部に東西軸で長さ12.9mの トレンチを設定した。土層序は、 1,2・
3区 と同様である。トレンチ西端で土坑状の落ちを 1箇所検出した。その他の遺構は無く詳細は不明である。

【4区 2ト レンチ】

1ト レンチの東側に東西軸で長さ12.2mの トレンチを設定した。土層序は、1ト レンチと同様である。

トレンチ西半部で斜行する溝状の落ちを検出するが、遺物の包含も無く詳細については不明である。東に

働
働

チ
チ

一 H一



1 南 壁 西 壁  |

第Ⅲ章 飯山町東坂元字楠見地区試掘調査

3区 1ト レンテ (0-lm西・南壁)

1 耕作土
2 10YR6/6■ 10YR7/6明黄褐色粘質細砂
3 10YR7/1灰白色粘質細砂
4 iOYR6/8明 黄褐色粘質細砂
525Y6/1黄 灰色粘質細砂 (Mn 土器片含)

6 iOYR4/1褐灰色+10YR4/4掲と粘質細～中砂 (サヌカイト片含)

-     7 iOYR3/1黒 掲色粘質上
L・-15m    8iOYR3/1黒 掲色+10YR5/1褐灰色粘質細砂

9 ,OYR3/3晴褐色+6/1褐灰色+5/6黄掲色粘質411～ XE砂

iO iOYR6/1掲 灰色粘質細砂

う/ 3区2ト レンテ (南壁0-7m)
1 耕作土
2 ,OVR6/6+10VR7/6明 黄掲色粘質細砂
3 ,OYR7/1灰 自色粘質細砂
4 ,OYR6海 明責掲色粘質組砂
5 25Y6/1黄灰色粘質細砂 (Mn 土器片含)

6 ,OYR5/1褐 灰色～3/3暗 褐色粘質細砂
7 10YR3/2～ 2/2黒 褐色粘質細砂

1ト レンチ

8 10YR5/1褐灰色細～粗砂
925Y3/1黒 褐色粘質ンルト
1025Y5/1黄灰色～2/1黒 色ンルト質組砂
,125Y5/1黄灰色ンルト質極細砂
12 10YR5/1掲 灰色～3/2暗 掲色シルト質細～極細砂
,9 10YR3/2～ 7/1灰 白色細砂
14 10YR7/1灰 白色～5/1掲 灰色細～粗砂

S

3区 3ト レンテ (0-4m)
1耕作土
2 ,OYR7/1灰 白色+iOYR7μ にぶい黄橙色粘質細砂
3 ,OYR6/6明貢褐色粘質細砂
4 10YR5/1掲灰色粘質細砂 lM n含 )

5 ,OYR4/1掲灰色+10YR5/6黄掲色粘質細砂少混
6 10YR4/1掲灰色+3/3暗褐色粘質細～粗砂
7 10YR2/1黒色粘質土

9 10YR5/1～ 4/,褐 灰色粘質土 (粗砂混)

1025Y7/1灰 白色+10YR6/1褐灰色+10YR5/4黄褐色粘質細砂混

(S-1:50)

第 11図 3区 1～ 3トレンチ断面図

地形の落ちと思われる傾斜変換が見られることから、その一部であることも考えられる。

【5区 1ト レンチ】

調査区東端に位置する回地の中央部に東西軸で長さ14,Omの トレンチを設定 した。土層序は、 1～ 4

区と同様である。 トレンチ西半部で溝状の落ちを 2箇所検出した。いずれも遺物は包含 しない。2条共に南

北軸で並行するが検出面に差異が見られるものと考えられる。

【6区 1ト レンチ】

1区東側に隣接する画地で、西端中央部に東西軸で長 さ11.2mの トレンチを設定 した。土層序は 1～

5区 と同様である。 トレンチ西端部で土坑状の落ちを 1箇所検出した。これまでの他の上坑 とは埋上が明ら

かに違つてお り、確実な遺構であると思われるが、 トレンチ内では連続する遺構 も見られず詳細は不明であ

る。遺物 4、 5は 4層出上である。 4は中世の上釜口縁部、 5はサヌカイ トの石包丁である。折損により全

体像は不明であるが快 り状の調整が見られる。

【6区 2ト レンチ】

1ト レンチの東側に東西軸で長 さ12.2mの トレンチを設定 した。上層序は 1ト レンチと同様であるが、

トレンチ中央部付近で数箇所撹乱を受けている。撹乱箇所の下層でベース層が谷状に落ちているが、遺構で

はなく地形によるものと思われる。

遺物 6～ 9は地山層直上の 5層 より出上 した。 6は須恵器イ ロ縁片である。 7はつまみの直径 2.7 clllを

測る焼きのすい不蓋である。 8は不の底部であるが摩滅が著 しく調整は不明である。これ らは 8～ 9C代の

ものであろうと思われる。 9は最大長 9,l clll、 幅 4.4 cmを 測るサヌカイ トの石包丁である。快 りが見 ら

れるが片側が欠損 してお リー方は不明である。
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第Ⅲ章 飯山町東坂元字楠見地区試掘調査

W
1ト レンチ

７ｍ
‐
‐
‐
‐

2 10YR7/1～ 8/2灰 白色粘質細砂
3 iOYR6/6明 黄掲色粘質細砂 (下層Mn含む)

4 25Y6/1黄灰色粘質細砂

東 壁

4区 3ト レ ンチ (6-7m)
i 耕作土
2 10YRν l黒褐色粘質細砂
3 25Y6/1黄灰色～3/2黒 褐色粘質細～粗砂
4 25Y6/1資灰色+8/4淡黄色+4/2暗灰黄色粘質細砂プロック状混
5 25V4/1黄灰色～3/2黒 褐色粘質細砂

節
―
―
―
―

W

2ト レ〕

4区 2ト レンチ (2-8m)
1 耕作土
2 25Y6/1黄灰色～6/6明 黄褐色粘質細砂
9 花商土
4 撹乱
5 25Y6/6明黄褐色～7/1灰 白色粘質細砂
6 25Y5/1黄灰色～5/3黄 褐色粘質細砂
7 25Y6/1黄灰色粘質4隠砂+25Y4/3オ リープ褐色細～粗砂混
8 25Y4/2暗 灰貢色～4/9オ リープ掲色粘質組砂
9 25Y6/i黄灰色粘質細砂

北 壁

1025Y3/2粘質ンル ト
1125Y5/1黄灰色～3/2黒 褐色粘質細砂 (砂質強い)

1225Y5/1黄灰色+4/2オ リープ褐色+7/3浅黄色粘質細砂
プロック状混

1325Y6/2灰黄色～8/4淡 黄色粘質細砂
1425Y6/1責灰色～3/2黒 褐色粘質細砂+25Y7/3浅 黄色まばら混
1526Y6/1責灰色～4/3オ リープ褐色粘質細砂
1626Y6/6明黄褐色+6/1黄灰色+4/2暗灰黄色粘質細砂

プロック状混

第12図 4区 1～ 3トレンチ断面図

1825Y6/1黄灰色～4/2暗灰黄色粘質細砂+25Y3/3淡 黄色細砂
プロック状混

0                        2m

(S=1:40)

２ｍ
‐
‐
‐
‐

W
1ト レンチ

E

5区 1ト レンチ (05--2m)
1 耕作土
2 5Y5/4オ リーブ色～5/2灰 オリープ色粘質細砂 (SD0 1)
3 25Y6/1黄灰色粘質細砂 (砂質強い)

4 25Y6/4に ぶい黄色～7/2灰 黄色粘質組砂 (砂質強い)

5 25Y6/1～ 5/1黄 灰色粘質細砂 (砂質強い)

6 ?5Y7/1灰 白色～6/ク灰黄色粘質細砂+25Y5/6黄 掲色粘質組砂まばら混
7 25Y6/1黄灰色粘質細砂 (粘質強い Mn含 )

8 25Y6/1黄 灰色粘質細砂
9 ?5Y6/1黄灰色～6/6明 黄掲色粘質細～組砂
1025Y6/1黄灰色～4/2暗 灰黄色細～組砂

5区 1ト レンチ (35-55m)
1 耕作■
2 25Y6/4にぷい黄色～7/'灰 黄色粘質細砂 (砂質強い)

3 25Y6/,黄灰色粘質組砂 (砂質強い)

4 25Y7/1灰 自色～6/2灰黄色粘質細砂+2 5YS/6黄 褐色粘質細砂まばら混
5 25Y6/1黄灰色粘質細砂 (粘質強い Mn含 )

6 25Y6/1黄灰色粘質細砂 (炭含)

7 25Y6/1黄灰色+3/9暗オリーフ褐色+6/6明黄掲色粘質細砂マーブル状混
8 25Y6/1黄灰色～5/6黄 褐色粘質細砂
9 25Y6/1黄灰色～7/1灰 自色粘質細砂

チＷ一レ

第13図 5区 1トレンチ断面図

【7区 1ト レンチ】

調査区北端に位置する圃地の中央部に南北軸で長さ30.lmの トレンチを設定した。 トレンチ北部で東

西軸の構状の落ちを 1箇所検出。埋土から土師質の上器砕片が 1点 のみ出上したが、遺構の検出面が浅く、

現代の掘削によるものである可能性が高い。その他の遺構は認められない。

遺物は、ほとんどが 7層 より出上した (遺物 10～ 12)。 南に下がると包含層は褐色が強くなり極細砂を

-13-



北 壁

E

・-15m       N

3トレン

6区 1ト レンチ (1-3m)
1 耕作■
, 10YR4/6オ リーブ褐色～7/1灰 自色粘質細砂
a 25Y6/2灰黄色+lCIYR4/6掲 色粘質細砂まばら混
4 25Y7/1灰 自色～7/6明 黄褐色粘質細砂
5 25Y6/1黄灰色粘質細砂 (粘質強い Mn合 )

6 10YR5/1～ 4/1褐 灰色+10YR4/6褐 色粘質細砂まばら混
7 25Y6/6明黄褐色～6/1資 灰色+10YR4/31こ ぷい

黄褐色粘質細砂まばら混
8 10YR6/1褐 灰色～4/3に ぶい黄掲色粘質細砂 (粘質強い)

北 壁

6区 2ト レンチ (2-8m)
1 耕作土
2 撹乱
9 25Y8/3淡黄色～7/2灰 黄色粘質細砂
4 10YR6/8明 黄褐色粘質細砂
5 26Y6/1黄灰色粘質細砂 (粘質強い Mn含 )

6 25Y6/1黄灰色～6海 にぶい黄色粘質細砂

第Ⅲ章 飯山町東坂元字楠見地区試掘調査

東 壁

6区 3ト レンチ (35-65m)
1 耕作土
2 25Y7/1灰 自色～6/6明 黄掲色粘質細砂
3 25Y5/1黄灰色～4/3オ リープ掲色粘質細砂
4 25Y6/1黄灰色～4/3オ リーブ掲色粘質細砂
5 10YR5/6黄 掲色粘質細砂
6 10Yttν 3にぶい黄掲色～4/?灰 黄褐色細～粗砂
7 101R4/1褐 灰色～4/3にぶい黄褐色粗砂
8 25Y6/1黄灰色+iOYR4/31こ ぷい黄褐色～3/3暗褐色粘質4m砂 ブロック状混

６ｍ

ｉ
‐
‐
‐

1ト レンチ  ∈ )SK01

v眸
¬ 5m

SK01

肺
‐‐‐―

7 2SY7/3浅黄e+10YR4/3にぷい

黄褐色粘質細砂ブロック状混
8 ″5Y6/1黄灰色+10YR4/3にぷい黄褐色粘質細砂混
9 10YR4/3に ぶい黄掲色～3/3暗 褐色粘質細砂
i025Y6/1黄灰色+10YR4/3にぶい黄褐色

■10YRイ /1灰 白色粘質縦砂 (砂質強い)ブロック状混
1, 1046/6明 黄褐色+6/1黄灰色粘質細砂少混
12 10VR7/1灰 自色細砂
13,OYR6/6明 黄褐色～6/1黄 灰色粘質ンル ト

(S‐ 1:401

第14図 6区 1～ 3トレンチ平面・断面図

芋
__f戸

三

日 日 日 Ili

8

4 1ト レンチ
5 1ト レンチ
6 2ト レンチ
7 2ト レンチ
8 2ト レンチ
9 2ト レンチ

彰
~

珍
9

0               10cm

(S-1:41

第15図 6区 出土遺物実測図

含む層が下層に堆積 し、少量の遺物を包含する (遺物 13、 14)。

遺物 10、 12は須恵器の杯である。11は貼付け高台の底部である。外側に屈曲し踏ん張る端部を持つ。

8C後半～末 と考えられる。 13は壷の口縁で、外側に直にのびる。 14は 直径約 8.O cmを 測る貼付け高

台である。この層からは直径 1.9 clllの 退化 した宝珠つまみも出上している。
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第Ⅲ章 飯山町東坂元字楠見地区試掘調査

7区 1ト レンテ (7-8m)
1 耕作土
2 25Y6/1黄灰色～6/6明 黄褐色粘質細砂
3 25Y6/8明黄褐色+25Y6/1黄 灰色粘質細砂

(SEy 0 1)6/6明 黄褐色粗砂～小石
ln少合)

5 25Y6/41こぷい黄色～
6/8明 黄褐色まばら混 (M多

含)

6 25Y6/1責灰色+沓
玲 質細砂 鮪 質強い Mn&舞鞄覆騨霧場縄性すす司げ_lm

第刊6図 7区 1トレンチ断面図

7〒 0
フ王

′メ     12

i01ト レンテ
,11ト レンチ
121ト レンチ
191ト レンチ
141ト レンチ

チ
Ｓ
一ル

(S‐ 1:4)

第17図 7区出土遺物実測図

区 トレンチ名 延 長 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1区 1ト レンチ 1.4m× 10.2m 下明 溝 2条 上師質土器片

1区 2ト レンチ 1.lln× 10,8m 下明 無 し 土師質土器片・土師器片・須恵器片

1区 3ト レンチ 1.2m× 10。 7m 不明 無 し 土師器片

1区 4ト レンチ 1 2xn× 6.2m 不 明 照 し 照 し

1区 5ト レンチ 1.2m× 18.7m 不 明 照 し 土師質土器片・須恵器片

1区 6ト レンチ 1.2m× 19.7血 不 明 熙 し 土師器片

2区 1ト レンチ 1.2m× 11.4m 不 明 無 し 無 し

2区 2ト レンチ 1.2m× 10.5m 不 明 土坑 1基 土師質土器片

2区 3ト レンチ 10m× H.8m 下明 熙 し 土師質土器片・須恵器片

3区 1 トレンチ 1.3m× 8.9m 下明 溝 1条
土師質土器片・須恵器片

磁器片・サヌカイ ト片、スクレイパー

3区 2ト レンチ 1.3rn× 7.4m 下明 臀 1条 土師質土器片・須恵器片・サヌカイ ト片

3区 3ト レンチ 1.lrn× 10.4m 下明 寺1条 土師質土器片

4区 1ト レンチ 1.2m× 12.9m 不 明 土坑 1基 頁恵器片

4区 2ト レンチ 1.3m× 12.2m 不 明 髯1条 照 し

4区 3ト レンチ 1.3m× 16.8m 下明 照 し 土師質土器片

5区 1 トレンチ 1.lm× 14.Om 不 明 髯2条 土師質土器片

6区 1ト レンチ 1.3m× 11.2m 不 明 土坑 1基 な生土器片・土師質土器片・サヌカイ ト片、石包丁

6区 2ト レンチ 1.31n× 12.2m 不 明 熙 し 土師質土器片・須恵器片・サヌカイ ト片、石包丁

6区 3ト レンチ 1.3m× 16.9xn 不 明 熙 し 体生土器片・土師質土器片・須恵器片・鉄製品片

7区 1 トレンチ 1.2m× 30。 lm 不 明 溝 1条 土師質土器片 。須恵器片

第2表 飯山町東坂元字楠見地区試掘調査 トレンチ概要
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第Ⅱ章 飯山町東坂元字楠見地区試掘調査

4。 まとめ

今回の調査で、計画地内で遺構状の落ちを数箇所検出した。また、ベース上には少量ではあるが遺物を包

含する層が全域で見られる。包含層内の遺物は様々な時代のものが混在 してお り、対応する遺構も見られな

いことから古代～中世以降の土地改変を受け、ほとんどの遺構が既に消失 していることも十分考えられる。

唯一、計画地南端部で黒色の埋土を持つ落ちを検出した。溝であることが予想 されるが、全体像が掴めな

い事から地形の大きな窪地である可能性 も否定できない。

今回の調査で、計画地内に比較的密に試掘 トレンチを設定し調査を実施 したが、確実な遺構を検出するに

は至 らなかつた。計画地の面積を考えても、包含層が存在する割には対応する遺構の展開が見られないこと

から、当該地を遺跡 として扱 うことは難 しいと思われる。

計画地から東方には、微高地が南北に延びてお り、かなり安定 していることから、遺跡は微高地上に展開

してお り、今回の計画地付近の低地には流れ込みによる遺物が堆積 していると考えた方がいいのかも知れな

い。

いずれにしても、当該地においては全体的に遺物を包含する層は見られるものの、明確な遺構も認められ

ないことから今後の保護措置は不要であると考えられる。
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第Ⅲ章 飯山町東坂元字楠見地区試掘調査

調査風景

=舞
ifI

l区 1ト レンチSD01土 層

・ザ|               「

||                  |・ ギ

1区 1ト レンチ土層

1区 3トレンチ土層

図版2飯 山町東坂元字楠見地区試掘調査 (1)

1区 2トレンチ土層

1区 刊トレンチ全景 :東 から

1区 2ト レンチ全景 :東 から

刊区 3ト レンチ全景 :東 から

1区 4トレンチ全景 :東 から ¬区 4ドレンチ土層 1区 5トレンチ全景 :北 から

刊区 5トレンチ土層 1区 6ト レンチ全景 :北 から 刊区 6トレンチ土層
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第Ⅲ章 飯山‖∫束坂元
′

=lFfl見
地区試掘調査

2区 1ト レンチ近景 :砂層付近 2区 ¬トレンチ土層 2区 2ト レンチ全景 :南西から

2区 2ト レンチ土坑検 出状 況 2区 2ト レンチ土層

一一一一一士滓一〕

丁
一．‡

一　　　・一学ヽ
一

3区 1ト レンチSD01検 出状況

図版3飯 山町東坂元字楠見地区試掘調査 (2)

2区 3ト レンチ全景 :北 西 から

3区 1ト レンチ全景 :南 西から

3区 1ト レンチ土 層 3区 2ト レンチ全景 :西 から 3区 2トレンチSD01

3区 3トレンチ全景 ;北 西 から 3区 3トレンチ土層 3区 3トレンチSD01
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第Ⅲ章 飯山町東坂元字楠見地区試掘調査

■Ⅲ・    Ⅲi

を !ケ F      i

4区 3トレンチ土層

■
′

::|―

5区 1ト レンチ土層

6区 1ト レンチSKO司 半裁

図版 4

4区 司トレンチ土 層

飯山町東坂元字楠見地区試掘調査 (3)

4区 1ト レンチ全景 :東 から 4区 刊トレンチ土坑検 出状 況

4区 2ト レンチ全景 :東 から 4区 2ト レンチSD01 4区 3トレンチ全景 :北 から

5区 刊トレンチ全景 :東 から 5区 1ド レンチSD02検 出状況

6区 1ト レンチ全景 :西 から 6区 刊トレンチ土層

6区 2トレンチ全景 :東 から 6区 2トレンチ谷地 形検 出状 況
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第Ⅲ章 飯山町東坂元宇楠見地区試掘調査

6区 2トレンチ土層 6区 3トレンチ全景 :南から 6区 3ト レンチ土層

7区 1トレンチ全景 :北東から フ区 1ト レンチSD01検 出状況 7区 1ト レンチ土層

7区 1ト レンチ遺物出土状況

図版5飯山町東坂元字補見地区試掘調査 (4)
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第Ⅲ章 飯山町東坂元字楠見地区試掘調査

1210

図版6飯 山町東坂元字楠見地区試掘調査 (5)

-21-





津森町字高丸地区





第Ⅳ章 津森町字高丸地区試掘調査

調査対象地

調査期間

調査面積

第Ⅳ章 津森町字高丸地区試掘調査

丸亀市津森町宇高丸 1134-1
平成 20年 7月 15日 ～ 7月 16日
約 77だ (調査封象面積 747だ )

1.立地と環境

計画地は、県道多度津・丸亀幹線沿いに位置する。計

画地と金倉川に挟まれた地域には、『中の池遺跡 (弥生 :

集落跡)』『道下遺跡 (弥生～近世 :包含地)』『新田橋本

遺跡 (弥生・古墳 :集落跡)』『今津中原遺跡 (古代～中

世 :集落跡)』 などの集落遺跡が広い範囲に分布 している。

また、東方においても『津森位遺跡 (弥生 。古代 :集落

跡)』 が接近している。

当該地は『今津中原遺跡』Ⅱ区の南に隣接している。

弥生時代後期の灌漑水路や条里方向に合致する中世後半

～近世前半頃まで機能していたと考えられる溝が報告さ

れおり、それに続く遺構があるものと考えられる。

2.調査に至る経緯と調査の経過

事業者より平成 20年 6月 17日 、店舗併用住宅の建

設計画に伴い『埋蔵文化財の所在の有無及びその取 り扱

いについて』の照会文書が提出された。周辺地は県道建
第 18図 調査地位置図

設の調査に伴い弥生時代か ら中世にかけて、比較的安定 した集落 として土地利用がなされてきた地域である

ことが知 られている。

当該地においても関連する遺跡の分布が予想 されることから、試掘調査を実施することとした。 7月 8日

付けで立ち入 り申請及び事前踏査を行い、 7月 15日 から調査を実施 した。 9月 18日 に調査結果を県 と協

議 し、 10月 20日 保護措置は不要である旨の回答を行つた。

3.調査の概要

計画地は形状が南北に長 く不定形である。検討 した結果、6本の試掘 トレンチを設定 して調査を行 うこ≧

にした。以下、 トレンチ毎に概要を報告する。

【1ト レンチ】

対象地北端に東西軸で設定した。トレンチ中央やや東寄りで浅い溝状落ちを検出した。主軸方向N-20°
一E、 幅 lm深 さ 1 8 cIIlを 沢Jる 。 トレンチの東、西端は撹乱を受けている。そこから遺物 1～ 7が 出上して

いる。 1は須恵器密の頸部である。叩きが残る。 2は短い立ち上がりを持つ土釜である。 3は 17C後半の

陶器椀である。蛇の目釉剥ぎが見られる。 4～ 7は 18C代の磁器と思われる。 4は見込みに二重丸を持ち

梅花文が施されている。 5は広束碗である。 6は高台端部に砂が付着 し、重ね焼きの跡が内面に残る。 8は

3層から出上した陶器の椀である。

〔2ト レンチ】

トレンチ南西から北東軸の大きい溝状落ちを 2条、東西軸の小溝を 1条検出した。これらの溝は微量に遺

物を包含するが、状況から旧河道か谷部分への堆積によるものと考えられる。

SD01の 南半分の下層部からは遺物 9～ 13が出上した。 9は土釜である。口縁内部にハケロ、鍔下部

を指オサエで調整する。口縁は外に開き立ち上がって終わる。 10は土鍋の口縁部である。内外にハケロ調
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第Ⅳ章 津森町字高丸地区試掘調査

整 されススが付着する。 11は 土師質土器の邦か杭である。摩滅が著 しく詳細は不明である。 12は 土師質

土器の杯の底部。底部径約 6.2 clllのヘラ切 りである。 13は ヘラ切 りの後、貼付け高台を持つ。端部は短

く内傾 して終わる。SD0 3の底には灰色の粘土層が堆積 し11層からは木片と須恵器、土師質土器片が出土

した。その他明確な遺構は認められない。出土木片は、分析の結果、 7C末～ 8C頃のヤナギ科ヤナギ属で

あることが報告 された。 (28ページ参照 )

【3ト レンチ】

2ト レンチの東側に南北軸で設定。 2ト

レンチで検出した溝状落ちの方向を確認す

るための トレンチであるので上面検出で止

める。延長線上に溝状落ちが認められた。

また、土坑状落ちが 1基検出されるが、

詳細は不明である。その他の遺構は認めら

れなかつた。また、 トレンチ南端部付近は

撹乱を受けてお り、旧状を留めていない。

【4ト レンチ】

全体が掘削による撹乱を受けている。 ト

レンチ北端部付近で撹乱層の下で粘土層が

見 られた。

【5ト レンチ】

西端付近で撹乱層が認められた。東端部

では東に落ちる地形を検出した。溝と思わ

れるが、東肩部分が用地内で検出されない

ことから詳細は不明である。

【6ト レンチ】

トレンチの大半が撹乱を受けており、遺

構を確認することはできなかつた。

対象地のほぼ中央に南西から北東軸の谷

地形が走っていることが確認できた。溝で

ある可能性もあるが、観察 した状況による

と縁辺に住居等のあつた可能性は低い。周

辺の状況 と併せて考えてみると、以前粘土

の採掘が行われていた可能性が高い。
0                                  20m

(S-1:400)

第19図 トレンチ配置図

4/t

KBM
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飾
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ

東 壁 東 壁

3占チ   ご具孔 3占チ
S

3ト レンチ東壁 (1-2m)
1 耕作土
2 10YR6/2灰 黄褐色■10YR5/6黄褐色粘賞細秒混
3 ,OYR5/1褐 灰色+ltlYR4/6褐 色粘質細砂混

3ト レンテ東壁 (14-17m)
1 耕作土
2 10Y微 6/夕灰費褐色～7/1灰 白色粘質細砂 lM n含 )

3 10VR5/1褐 灰色十iOYR4/6掲 色粘質組砂混
4 10VR5/1掲灰色+10Wl14/6掲色粘質細砂少混
5 10YR5/,褐 灰色+10YR3/1～ 3/2黒 褐色粘質細砂プロック状混
6 26Y7/1灰 白色～6/6明 黄褐色粘質細砂 (Mn少含)

第21図 3トレンチ断面図

V 7

Iト レンチ
iト レンチ
iト レンチ
1ト レンチ
1ト レンチ
1ト レンチ
1ト レンチ
1ト レンチ

0

92ト レンチ SD01
102ト レンチ SD01
112ト レンチ SD01
122ト レンチ SD01
182ト レンチ SD01

―
  

一

′

12

-―

´

13

10

第22図 出土遺物実測図

(S‐ 1:4)

10cm
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S

い-15m

4ト レンテ東壁 (1-2m)
l MIF■
2 1撹乱
3. 25Y3/1灰 自色～6/1黄灰色粘質細砂+25YG/6明 黄褐色粘貨細砂混

北 壁

第Ⅳ章 津森町字高丸地区試翔調査

E

トーlSm

東 壁 東 壁

N

4ト レンテ

茄
‐‐
‐
‐

E W

5ト レンチ北璧 (11-12m)
1 耕作主

&霊 肇Vi灰白色-6/憤灰色緒賃細砂+2SVa/朗黄掲色粘A4B砂まばら混

ShL/S/チ

5ト レンチ北壁 (0-2m)
1 8frIL
2 床土

: J群き′                 東押ψブ「 lツ タ状混
6 25Y6/1賛 灰色+25Y6/6明 黄褐色粘寅網砂まばら混
7 祭新γ l灰自色～6/1黄灰色粘質細砂+26Y6/6明 資掲色粘質細砂混

1  北 壁   |

6占チ

釣

―
―
― 北 壁

E

6ト レンチ北壁 (8-9m)
1 941土
2 競乱
9 25Y3/1灰 含色～0/1黄灰色粘質細砂■25Y6/6明 黄褐色絡貨細砂混

第23図 4～ 6トレンチ断面図

4ト レンテ東壁 (15-16m)
1 耕作主
之 韓乱
缶 10VR5/1褐 灰色粘賀土

W
sト レンチ

4 25Y3/1灰 白色
～
6/

1 北 壁

6ドサ
'テ

震蓋賓 ∴
eト レンチ北壁 (1-2m)
, 1耕作土
2 床上
a 機乱
4. 25Y3/1灰 自色～6/1黄灰色粘箕細砂+25Y6/6明 黄棚色粘質観砂混

6‐ 1:401
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4.ま とめ

今回の調査で、対象地内で溝状落ちの集合部分を検出した。 しかし、埋土や遺物の状況などから旧河道か

谷地形への流入水によるものと考えられる。遺物の密度も非常に薄いことから、この落ち地形の縁辺には遺

跡の展開が考え難い。

対象地の南半部のほとんどが掘削による撹乱をうけていることや、これまでに粘土採掘等による改変が行

われてきたことが予想 されることから、本来、遺跡の展開していたことを完全に否定できるものではないが、

現状においては遺跡 として認められる状況は確認できない。よつて、今後の保護措置は不要であると考えら

れる。

調査後、 トレンチは埋め戻 し原状に復 した。

トレンチ名 延長 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1 トレンチ 0.7血 ×12.6m 不 明 溝 1条 無 し

2ト レンチ 0.8m× 21.5m 不 明 溝 3条 土師質土器片 須恵器片 木片

3ト レンチ 0.9m× 23.5m 不 明 溝 2条 土坑 1基 無 し

4ト レンチ 0.7m× 17.8m 不 明 無 し 無 し

5ト レンチ 0.7m× 13.2m 不 明 溝 1条 無 し

6 トレンチ 0.7m× 11.5m 不 明 無 し 無 し

第3表 津森町字高丸地区試掘調査 トレンチ概要
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5。 出土木製品分析結果

酬吉田生物研究所

放射性炭素年代測定

◎ はじめに

丸亀市津森町宇高丸地区より検出された用途不明品 1点 について、加速器質量分析法 (AMS法)に よる放

射性炭素年代測定を行つた。

◎ 試料 と方法

測定試料の情報、調製データは表 1の とお りである。試料は調製後、加速器質量分析計 (コ ンパク トAMS i

NEC製 1.5SDH)を用いて測定 した。得 られた 望C濃度について同位体分別効果の補正を行つた後、
14c年

代、

暦年代を算出した。

表 1 測定試料及び処理

No. 試料デー タ 前処理

1

試料の種類 :木材

菰料の性状 :不 明

犬態 :wet

府考 :用 途不朔品(大 )

超音波洗浄

酸・ アル カ リ・酸洗浄 (塩 酸 :1.2N,水 酸化 す トリウム:o5N,塩

酸:12N)

サルフィックス

◎ 結果

表 2に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比 (δ
13c)、

同位体分別効果の補正を行つて暦年較正

に用いた年代値、慣用に従って年代値、誤差を丸めて表示 した HC年
代、

14c年
代を暦年代に較正 した年代範

囲を示す。暦年較正に用いた年代値は年代値、誤差を丸めていない値であり、今後暦年較正曲線が更新 され

た際にこの年代値を用いて暦年較正を行 うために記載 した。
14c年

代は AD1950年を基点にして何年前かを示 した年代である。
隧C年代 (yrBP)の 算出には、

望Cの半減

期 として Libbyの 半減期 5568年を使用 した。また、付記 した 14c年
代誤差 (± lo)は、測定の統計誤差、

標準偏差等に基づいて算出され、試料の 14c年
代がその 14c年

代誤差内に入る確率が 68.2%であることを示す

ものである。

なお、暦年較正の詳細は以下の通 りである。

暦年較正

暦年較正 とは、大気中の HC濃
度が一定で半減期が 5568年 として算出された 隧C年代に対 し、過去の宇宙

線強度や地球磁場の変動による大気中の 14c濃
度の変動、及び半減期の違い (μCの半減期 5730± 40年)を較

正することで、より実際の年代値に近いものを算出することである。
14c年

代の暦年較正にはOxCa14.0(較正曲線データ :INTCAL04)を使用 した。なお、lσ 暦年代範囲は、OxCal

の確率法を使用 して算出された14c年
代誤差に相当する68.2%信 頼限界の暦年代範囲であり、同様に2σ 暦年

代範囲は95。 4%信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に暦年代が入る確率を

意味する。それぞれの暦年代範囲の うち、その確率が最も高い年代範囲については、表中に下線で示 してあ

る。

-28-
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表 2 放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果

No.
δ13c

(°/oo)

暦年較正用年代

(yrBP± 10

14c年代

(yrBP± lσ )

14c年代を暦年代に較正 した年代範囲

lσ 暦年代範囲 2σ 暦年代範囲

1
‐28.67± 0.28 1238■ 22 1240± 20

693AD(41.20/0)748AD

765AD(143%)782AD

790AD(127%)810AD

688AD(44.8%)754A

D
760AD(506%)870A

Ｄ
一

◎ 考察

試料について、同位体分別効果の補正及び暦年較正を行つた。得 られた暦年代範囲の うち、その確率の最

も高い年代範囲に着 目すると、それぞれより確かな年代値の範囲が示 された。

樹種調査 結果

○ 試料

試料は丸亀市市内遺跡津森町宇高丸地区から出土 した用途不明品 1点である。

○ 観察方法

弟1刀 で木 口 (横断面 )、 柾 目 (放射断面 )、 板 目 (接線断面)の各切片を採取 し、永久プレパラー トを作

製 した。 このプレパラー トを顕微鏡で観察 して同定 した。

○ 結果

樹種同定結果 (広葉樹 1種)の表 と顕微鏡写真を示 し、以下に各種の主な解剖学的特徴を記す。

1)ヤナギ科ヤナギ属 (膨′力 sp.)(遺 物 No。 1)(写真 No.1)

散孔材である。木 口では中庸ない しやや小 さい道管 (～ HOμ m)が単独または 2～ 4個放射方向ない

し斜線方向に複合 して分布する。軸方向柔組織は年輪界で顕著。柾 目では道管は単穿孔と交互壁孔を有

する。放射組織は直立と平伏細胞からな り異性である。道管放射組織間壁孔はやや大きく、箭状になつ

ている。板 目では放射組織はすべて単列、高 さ～450 μ mであつた。ヤナギ属はバ ッコヤナギ等があり、

北海道、本州、四国、九州に分布する。

木 口 柾 目 板 目

-29-



第Ⅳ章 津森町宇高丸地区試掘調査

調査前 風景 :北 から

≒
ll撃琴冒蓄平

刊トレンチ土層 (SD01)

調査風景 1トレンチ全景 :西 から

′

一 |

2トレンチ溝遺構

il l      ,ヽ
5ト レンチSD01確 認 状況

4トレンチ撹乱 状況

図版7津 森町字高丸地区試掘調査 (1)

2トレンチ全景 :南 から

2ト レンチ木 片出土状況 3ト レンチ全景 :南 から 3トレンチ溝状落ち検出状況

4トレンチ全景 :北 から

6トレンチ全景 :南 西から 6トレンチ撹 乱状 況
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９

一10

図版8津 森町字高丸地区試掘調査 (2)
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綾歌町岡田西字新田地区





調査対象地

調査期間

調査面積

第V章 綾歌町岡田西字新田地区試掘調査

綾歌町岡田西宇新田11-1
平成 20年 8月 6日 ～ 8月 7日

約 63ポ (調査対象面積 959ポ )

第V章 綾歌町岡田西字新田地区試掘調査

その厚 さは 50 cIIlを 測る。更に、その下層に

2箇所検出した。SK0 1か らは、土師質土器

口径約 13.6 clll、 高さ3.8 cmを 測る。 6

1.立地 と環境

計画地は、丸亀平野の南部にある岡田台地の北端付近

に位置する。計画地の東側の大窪池内は『大窪池遺跡 (十 日

石器 :包含地)』 が所在 し、その下流域には『東原遺跡 (弥

生～中世 :集落跡)』 が所在する。また、計画地の西側に

は、『上川井遺跡 (古墳～中世 :集落跡)』 が所在 してい

る。更に、計画地から南西部一帯にかけて『岡田万塚 (古

墳 :古墳)』 が知られており、現在においても数基の古墳

が所在 している。

2.調査に至る経緯と調査の経過

個人住宅建設に伴い、平成 20年 7月 18日 に埋蔵文

化財の所在の有無に関しての照会文書が提出された。該

当地周辺は様々な時代の遺跡が集中している地域であり、

計画地においても何らかの関連する遺構の展開が考えら

れることから事前の分布確認調査を実施することとした。

8月 6日 より重機掘削によるトレンチ調査を行った。

第24図 調査地位置図

10月 23日 、県 と試掘調査の詳細報告及び今後の取 り扱いの協議を行い、遺構は確認できるがほとんど

破壊 されていることが確認できたことにより今後の保護措置は不要であることを事業者に回答 した。

3.調査の概要

調査対象地は、大窪池 と沼池にはさまれた不定形の田畑である。ほぼ中央に十宇 トレンチを設定後、遺構

確認のために 3・ 4ト レンチを設定 した。以下、 トレンチ毎に概要を報告する。

【1ト レンチ】

耕作土の下層には、近年の整地による盛土が成 されてお り、

は薄 く整地層が見 られる。 トレンチ東端付近で土坑状の落ちを

片が出土、SK0 2か らは遺物 1、 須恵器イ蓋などが出土 した。

C中～後期 と考えられる。

1 ,ト レンチ SK02

第25図 出土遺物実測図

0                  10cm

(S‐ 1:4)
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【2ト レンチ】

南北軸で設定した。土層序は、1ト レンチ同様であるが遺構、遺物共に認められない。

【3ト レンチ】

1ト レンチで検出した上坑付近の確認をするために、1ト レンチの南側に東西軸で設定した。ほとんどが

撹乱を受けており、遺構の確認はできない。撹乱土中で須恵器片を数点採取した。

【4ト レンチ】

同じく確認のために、1ト レンチの北側に東西軸で設定した。1ト レンチの土坑と対応するかのように 2

基の上坑状の落ちを検出した。埋上には土師質土器片が包含される。 トレンチ北端から北側には撹乱が見ら

れる。

〆

ノ

声

第26図 トレンチ配置図

2ト レンチ
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1ト レンチ北壁 1-35m
l耕作土
2撹乱
325Y5/6黄 掲色粘質細砂+10源 2/3黒褐色細砂まばら混
4 10YR4/3に ぷい黄褐色粘質細砂 (Mn多  土器片含)

526Y4/6オ リープ褐色粘質細砂
6 10YR5/3黄褐色粘質細砂
725Y6/6明黄掲色粘質土
8 25YV6黄 褐色～4/6オ リーブ褐色粘質細砂
9 10YR5/3黄 褐色粘質細砂
10 10YR4/2灰 黄褐色粘質細砂

" iOYR4/2灰
黄褐色+25Y6/6明 黄掲色粘質細砂混

1225Y4/6オ リープ褐色粘質組砂粘質強い
1325Y7/6明 黄褐色～5/6黄 掲色粘質細砂粘質強い
14 10VR6/3明 黄褐色+25Y6/6明 責褐色粘質細砂粘質強い混
1525Y6/6明 黄褐色～6/2灰 費色粘質細砂 lM n合 )

北 壁

東 壁

1√ナ,チ 肝〒¬丸

1ト レンテ北壁 13-14m
l 耕作上
2 撹乱
9 E5Y7/3浅 黄色+10YR6/6明黄掲色粘質土 (Mn多含)

4 25Y7/9浅 黄色+10YR6/6明黄褐色粘質土

第V章 綾歌町岡田西字新田地区試掘調査

E

北 壁

E

北 壁

W
1ト レンチ

４ｍ

‐
‐

‐

‐

W
1ト レンチ

９ｍ
‐
―
―
―

東 壁

N

2ト レンチ

第27図 1・ 2トレンチ平面・断面図

1ト レンテ北壁 7-9m
l 耕作土
2 撹乱
3 25Y6/6黄褐色粘質4R砂 十iOVR2/3黒 褐色細砂まばら混 lM n多 含)

4 25Y6/8明 黄掲色～7/2灰 黄色粘質細砂 (Mn多含)

5 10YR4/3に ぷい黄褐色+25Y5/6黄 褐色粘質細砂混 (Mn多 含)

6 10VR7/6明 黄褐色粘質細砂
7 10YR7/6明 黄褐色～7/8黄 橙色粘質細砂 (Mn少含)

8 iOYR7/6明 責褐色粘質細砂+■5Y8/1灰 白色粘質土
+75Y7/6橙 色粘質細砂ブロック状に混

S

2ト レンチ東壁 8-9m
l 耕作土
2 撹舌し
3 25Y6/8明黄褐色～7/2灰 黄色粘質細砂 (Mn多含)

4 10YR4/3に ぷい黄褐色+25Y5/6黄 褐色粘質細砂混 (Mn多 含)

S illYR7/6明 黄褐色粘質細砂
6 10YR7/6明 黄褐色～7海黄橙色粘質細砂 (Mn少含)

N

2ト レンチ

2ト レンチ東壁 105-115m
l 耕作土
2 撹乱
3 25Y6/8明 黄褐色～7/2灰 黄色粘質細砂 (Mn多合)

4 10YR4/3に ぶい黄褐色+25Y5/6黄 褐色粘質細砂混 lM n多含)

5 10YR7/6明 黄褐色粘質細砂
6 10YR7/6明 黄褐色～7/8黄 橙色粘貨細砂 (Mn少含)

0                        2m

(S-l i40)
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南 壁

E

3ト レンチ

南 壁

W

3ト レンチ南壁 0-2m
l 耕作土
2 境乱

■25YS/2暗灰黄色粘質細砂プロック状混 (Mn含 )

4 25Y7/8黄 色～6/2灰 責色粘質細砂
5 25Y7/8～ 8/6黄 色粘質細砂

チＥ一レ
W

4ト レンチ南壁 15-25m
l 耕作土
2 

“

越苦し
3 25γ 7/3黄 色粘質細砂粘質強い

+25Y5/2暗 灰黄色粘質紙砂ブロック状混 lM n含 )

4 25Y7/8黄 色～6/2灰 黄色粘質細砂
5 10YR4/3にぶい黄掲色粘質細砂 (Mn多  土器片含)

6 25Y6/8～ ⊇5YS/6明黄褐色粘質細砂粘質強い

S

4ト レンチSK01東 壁
1 10YR6/6明 黄褐色+10YR6/4にぶい黄橙色結質細砂少混
2 ,OYR5/4黄 褐色粘質細砂 lM n含 )

S＼
卦

S

ツ 峠 25n∩

4ト レンテSK02東 壁
1 10VR5/4黄 褐色粘質細砂

lS=1:401

第28図 3・ 4トレンチ平面・断面図

4。 まとめ

今回の調査で、計画地内には土器片を包含する土坑状の落ちは数箇所で見られるが連続性が見られず、詳

細を掴むことはできなかつた。後世の改変を相当受けていることも明らかであり、現状から以前の状況を掴

み取れるだけの資料は残存 していないものと考えられる。これ らのことか ら検討すると、遺構の分布は見 ら

れるものの非常に希薄であることから今回の調査記録をすることで今後の保護措置は不要であるとの結論に

至つた。

Ｎ
一� ワ

８

Ｎ

一
ＳＫ０２

”　　　（］砂）ＳＫ。

トレンチ名 延 長 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1ト レンチ 1.4m× 15.9m 不 明 土坑 2基 土師質土器片、須恵器片

2ト レンチ 1.5m× 18.7m 不 明 無 し 無 し

3ト レンチ 1.314× 4.7m 不 明 無 し 須恵器片

4 トレンチ 1.3m× 4.9m 不 明 土坑 2基 土師質土器片

第4表 綾歌町岡田西字新田地区試掘調査 トレンチ概要
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調査区全景 :西 から 調査風景 1ト レンチ全景 :東 から

1ト レンチSK01完 掘状況 1トレンチSK02完 掘状況 1トレンチ土層

2トレンチ全景 :南から

3トレンチ土層

2ト レンチ土 層 3トレンチ全景 :東から

4トレンチ全景 :東 から

,ュ ■ ヴ
ー

T~Hr 、=▼  ~'~

■■れ癖 f='

4ト レンチ土 層

1

図版9綾 歌町岡田西字新 田地 区試掘調査
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第Ⅵ章 綾歌町栗熊西字大妻田地区試掘調査

調査対象地

調査期間

調査面積

綾歌町栗熊西宇大妻 田 1686-3
平成 20年 9月 16日

約 24ピ (調査対象面積 320ピ )

1.立地 と環境

計画地は、丸亀市の南東部に位置 し、西側には東大

束川が流れる。北には『佐古川遺跡 (縄文～中世 :集

落跡 )』 が存在 し、東には『石塚山古墳群 (弥生～古墳 :

墳墓)』 が所在するなど弥生時代から古墳時代にかけて

特に栄えていた地域であることが分かつている。

また、横山山系の南に延びた丘陵の先端部には、古

くから存在を知 られている『快天山古墳 (古墳 :古墳)』

が築かれてお り、付近に強大な勢力が存在 していたこ

とを示 している。

これ らのことからも、当該地付近は弥生時代から古

墳時代にかけての拠点地域 として栄えていたことが考

えられる。

2.調査に至る経緯 と調査の経過

個人住宅建設に伴い、事業者より7月 23日 付けで

埋蔵文化財の有無に関する照会が提出された。当該地
第29図 調査地位置図

は『行末遺跡』『行末西遺跡』に関連する遺跡の分布が予想 されることか ら、確認調査を実施することとした。

8月 4日 に事前踏査を行い、調査は 9月 16日 に行

つた。調査後、 トレンチは埋め戻 し原状に復 した。結果遺構の分布は見 られるものの非常に希薄であること

から今回の調査記録をすることで今後の保護措置は不要であると考えられる旨を、 11月 21日 に事業者 'こ

回答を行つた。

3.調査の概要

対象地内に 3箇所の トレンチを設定 して調査を行つた。以下、 トレンチ毎に概要を報告する。

【1ト レンチ】

トレンチと並行する 2条の溝を検出する。規模は、幅 25 cm、 深 さ 5硼で鍬溝であると思われる。時代に

ついては遺物を含んでお らず、不明であるが、付近の遺跡のデータか ら中世以降である可能性が高い。

土層序は、上層が黄褐色系の粘質細砂で弥生土器片や須恵器片を包含することから古墳時代以降の整地土

であると考えられる。その下層には灰褐色系の粘質細砂～粗砂の堆積が見られる。この層でも弥生土器の包

含が見 られる。微量であるが須恵器片も含まれることから古墳時代以降の堆積であると考えられる。

遺物 1は弥生土器の鉢の口縁である。 2は須恵器壷の口縁 と思われるが不明である。波状文の調整が施 さ

れ、内外に自然釉が付着する。 3、 4は弥生土器の壷である。 3は弥生中期の複合 口縁片で刺突文による鋸

歯文が施 されている。 5～ 7は弥生土器の鉢である。 8～ 9は弥生土器の壺である。 8は壷の頸部は短 く立

ち上がる。 10は 高イの脚部で厚みは薄 く外に広が り後期の所産 と考えられる。 11～ 12は甕である。 1
2は体部に叩き後ハケ ロ調整が見 られる。 13、 14は底部である。 18は やや丸底を呈するが 14は平底

である
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【2ト レンチ】

土層序は、 1ト レンチと同様である。土層中に土器細片が見られるが、取り上げるほどのものではない。

/―

0                    1om

lS‐ 1:200)

第30図 トレンチ配置図
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W

W

す
土層③

E

1ト レンチ0-2m
1 25Y5/4黄掲色+,OVR4/6褐色粘質組砂
2 10YR4/6褐 色～6/6明 黄褐色粘質細砂 (小石混じり)

a 25Y5/2暗灰黄色～3/2黒 褐色細～粗砂 (小石多く混じる)

4 25Y4/1黄 灰色粗砂+25Y3/1黒 褐粘質土プロック混じり
5 25Y5/3黄褐色～5/4黄 掲色極細砂
6 25Y4/2暗灰黄色格質土
7 25Y3/1黒褐色～2/1黒 色粘質土+25V4/2暗 灰黄色粗砂 (小石多く含む)スジ状混じる
8 25Y3/1黒褐色～2/1黒 色粘質上+25Y7/2灰 黄色粘質細砂混じり

W

土層①～③
1 25Y4/8～4/4オ リープ褐色粘質糧砂～細砂
2 ,OYR4/6掲 色～6/6明 黄掲色粘質細砂 (小石混じり)

W

E

土層①

E

２ｍ
ｉ

W

1ト レンチ11-13m
1 25Y5/4黄褐色+10YR76褐 色粘質細砂
2 iOYR4/6褐 色～6/6明 黄褐色粘質細砂 (小石混じり)

3 25Y4/1黄灰色粗砂+2`Y3/1黒 掲色粘質土ブロック混じり
4 25Y4/2暗灰黄色組砂
5 25Y3/1黒褐色～ρ/1黒色粘質土+?5Y4/2暗 炭黄色粗砂

(小石多く含む)スジ状混じる
6 N3/O暗灰色粘質土

2ト レンテ
1 撹乱
2 25源 4/6オ リープ褐色キiOYRS/6黄 褐色粘質細砂 (小石混じり)

3 25Y5/2黄灰色+5/6黄褐色粘質細砂 (小石混じり)

4 10YR4/6褐 色～6/1褐 灰粘質細砂 (小石混じり)

5 2 5YS/3黄掲色～4/4褐 色粘質ffH秒 (小石混じり)

6 25Y3/1黒掲色+3/3暗オリープ褐色粘質組砂混じり
7 25Y4/3～ 4/4オ リープ掲色粗砂

E

E

＼

加
Ｉ
Ｉ WW

3ト レンチ8-10m
l 耕作上
2 25Y5/4黄褐色～iOI R4/6揚 色粘質細砂
a 25Y5/2暗灰黄色～5/6黄 褐色粘質細砂 lSK02)

■ 10Y4/6褐 色～6/6明 黄協粘質細砂
S 25Y4/3オ リープ褐色粘質細砂

E

第31図 1～ 3トレンチ断面図

3ト レンチ0-2m
l 耕作土
2 撹乱
3 25Y5/2暗灰黄色～5/6黄 褐色粘貨紙砂 (SK01)
4 10漁 4/6褐 色～6/6明 黄褐色粘貨細砂
5 25Y4/3オ リープ褐色粘質細砂

(S-1:20)
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レンチ

フ ≪域
5

暉
、
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0                   10Cm

(S-1:4)

第32図 出上遺物実測図

【3ト レンチ】

深 く掘 り下げることはせず、 1ト レンチで検出した溝 と関連するものの有無を確認する。東西両端付近で

土坑状の落ち (SK0 1。 SK0 2)を 検出した。埋土は 1ト レンチの溝よりはやや暗く、時期差のあること

が考えられる。また、SK0 2か らは柱根と考えられる木材が出上 した。長 さ3 3cm 直径 12.3 clllを 測 り、

下面の先端部を加工 していることから自然木ではないことが分かる。分析を行つた結果、マツ科マツ属の木

材であり、 19C代 の年代が報告 された。 (42ページ参照)

トレンチ名 延 長 主な時代 主な遺構 出土遺物等

Iト レンチ 0.7′～1.2m× 14.2m 不 明 溝 2条 弥生土器片、須恵器片

2ト レンチ 0.8m× 2.9m 不 明 無 し 無 し

3ト レンチ 0,7m× 10.3m 不 明 土坑 2基 土師質土器片、柱根

第5表 綾歌町栗熊西字大妻田地区試掘調査 トレンチ概要

調査の結果、対象地には弥生土器片や須恵器片を包含する土層が所在するが、複数時期の上器片が同一層

から出土することや対応する遺構の検出がないこと、堆積土層の状況から旧河道等への堆積中のものと思わ

れる。

耕作上の下層付近で 2基の土坑を検出したが、詳細は掴めてお らず 1基からは柱根 と考えられる木材が出

上した。

Ⅷヾ瘍彩
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4.ま とめ

今回の調査で、計画地内には土器片を包含する層の堆積があること及び僅かながら遺構の分布が認められ

た。遺物を包含する層は、旧河道の氾濫による堆積土及び整地上であることが推測できる。その下1層から遺

構は検出されていない。上層か ら溝及び土坑が検出されるが資料不足によ―り詳細までは担めていない。

これらのことから検討すると、遺構の分布は見られるものの非常に希薄であることから今回の調査記録を

することで今後の保護措置は不要であると考えられる。
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5.出 土木製品分析結果

放射性炭素年代測定

伽吉田生物研究所

◎ はじめに

丸亀市綾歌町栗熊東字大妻田地区より検出された建築部材 1点について、加速器質量分析法 (AMS法 )に

よる放射性炭素年代沢1定 を行つた。

◎ 試料 と方法

測定試料の情報、調製データは表 1の とお りである。試料は調製後、加速器質量分析計 (コ ンパク トAMS I

NEC製 1.5SDH)を 用いて測定した。得 られた 里C濃度について同位体分別効果の補正を行った後、
望C年代、

暦年代を算出した。

表 1 沢1定試料及び処理

No. 試料データ 前処理

試料の種類 :木材

試料の性状 :不明

状態 :wet

備考 :柱根

超音波洗浄

酸・アルカ ジ・酸洗浄 (塩酸 :12N,水 酸化ナ トリウム:lN,塩

酸:12N)

サルフィックス

◎ 結果

表 2に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比 (δ
13c)、 同位体分別効果の補正を行って暦年較正

に用いた年代値、慣用に従つて年代値、誤差を丸めて表示 した HC年
代、

14c年
代を暦年代に較正 した年代範

囲を示す。暦年較正に用いた年代値は年代値、誤差を丸めていない値であり、今後暦年較正曲線が更新 され

た際にこの年代値を用いて暦年較正を行 うために記載 した。
MC年

代は AD1950年 を基点にして何年前かを示 した年代である。
望C年代 (yrBP)の 算出には、

望Cの 半減

期 として Libbyの 半減期 5568年 を使用 した。また、付記 した 14c年
代誤差 (± lσ )は、測定の統計誤差、

標準偏差等に基づいて算出され、試料の 14c年
代がその 14c年

代誤差内に入る確率が 68.2%であることを示す

ものである。

なお、暦年較正の詳細は以下の通 りである。

暦年較正

暦年較正 とは、大気中の “C濃度が一定で半減期が 5568年 として算出された μC年代に対 し、過去の宇宙

線強度や地球磁場の変動による大気中の 14c濃
度の変動、及び半減期の違い (14cの 半減期 5730± 40年)を較

正することで、より実際の年代値に近いものを算出することである。
望C年代の暦年較正にはOxCa14.0(較正曲線データ :INTCAL04)を 使用 した。なお、lσ 暦年代範囲は、OxCal

の確率法を使用 して算出された14c年
代誤差に相当する68,2%信頼限界の暦年代範囲であり、同様に2σ 暦年

代範囲は95,4%信頼限界の暦年代範囲である。カンコ内の百分率の値は、その範囲内に暦年代が入る確率を

意味する。それぞれの暦年代範囲のうち、その確率が最も高い年代範囲については、表中に下線で示 してあ

る。
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表 2 放射性炭素年代預1定及び暦年較正の結果

No.
δ13c

(%o)

暦年較正用年

代

GrBP± 10

14c年代

(yrBP± lσ )

14c年代を暦年代に較正 した年代範囲

lσ 暦年代範囲 2σ 暦年代範囲

1
‐28.70± 0.14 131± 19 130±20

1688AD(11.1%)1698AD

1723AD(7.9%)1736AD

1805AD(7.1%)1816AD

1680AD(33.2%)1764AD

1800AD(46二 5°/o)1892AD

1834AD(30.1%)1879AD 1908AD(15,70/0)1940AD

1916AD(12.10/0)1934AD

◎ 考察

試料について、同位体分別効果の補正及び暦年較正を行つた。得 られた暦年代範囲の うち、その確率の最

も高い年代範囲に着 目すると、それぞれより確かな年代値の範囲が示 された。

樹種調査結果

○ 試料

試料は丸亀市市内遺跡綾歌町栗熊東字大妻 田地区か ら出上 した建築部材 1点である。

○ 観察方法

弟J刀 で木 口 (横断面 )、 柾 目 (放射断面 )、 板 目 (接線断面)の各切片を採取 し、永久プレパラー トを作

製 した。このプレパラー トを顕微鏡で観察 して同定 した。

○ 結果

樹種同定結果 (針葉樹 1種)の表 と顕微鏡写真を示 し、以下に各種の主な解剖学的特徴を記す。

1)マ ツ科マツ属 [二葉松類]曾力′♂sp。 )(遺物 No.1)(写真 No■ )

木 口では仮道管を持ち、早材か ら晩材への移行は急であつた。大型の垂直樹脂道が  細胞間隙とし

てみ られる。柾 目では放射組織の放射柔細胞の分野壁孔は窓型である。上下両端の放射仮道管内は内腔

に向かつて鋸歯状に著 しくかつ不規則に突出している。板 目では放射組織は単列で 1～ 15細胞高のもの

と、水平樹月旨道を含んだ紡錘形のものがある。マツ属 [二葉松類]はクロマツ、アカマンがあ り、北海道

南部、本州、四国、九州に分布する。
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調査前風景 :南 東から 調査風景 1ト レンチ全景 :西 から

1ト レンチ土層 刊トレンチ溝検出状況 1ト レンチ溝断ち割り状況

刊トレンチ全景 (深掘り後):西 から 1ト レンチ土層 2ト レンチ全景 :東から

2ト レンチ土層 3トレンチ全景 !北西から 3トレンチSK02完 掘状況 (柱根有 )

3トレンチ上層 3トレンチSK02出 土柱根

図版10綾歌町栗熊西字大妻田地区試掘調査 (1)



第Ⅵ章 綾歌町栗熊西字大妻田地区試掘調査

９

」

図版 11綾 歌町栗熊西字大妻 田地区試掘調査 (2)
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第Ⅶ章 綾歌町栗熊東字下河西地区試掘調査

第Ⅶ章  綾歌町栗熊東字下河西地区試掘調査

調査対象地

調査期間

調査面積

綾歌町栗熊東字下河西 62-1、 62
平成 20年 9月 24日 ～ 9月 25日
約 115だ (調査対象地面積  324

1.立地 と環境

当該地は、丸亀市の南東部にあ り、南の猫山から派

生する尾根先端付近の微高地東裾に位置する。西の微

高地には『行末西遺跡 (弥生・古墳 :集落跡 )』 が所在

する。また、南の小丘陵上には『行末遺跡 (弥生 :集

落跡 )』が所在するなど弥生時代から古墳時代にかけて

特に栄えていた地域であることが分かつている。

2.調査に至る経緯 と調査の経過

店舗建設に伴い、事業者 より平成 20年 8月 13日
付けで埋蔵文化財の有無に関しての照会がなされた。

周辺には弥生時代を中心とする遺跡の存在が知 られて

お り、当該地においても関連する遺跡の分布が予想 さ

れることから、試掘調査を実施することとした。 9月

9日 に立ち入 り申請がなされ、 9月 24日 ～ 25日 に

かけて調査を行つた。調査終了後 トレンチは埋め戻 し

現状に戻 した。

今回の調査で、計画地内には遺構の分布は見られない

置は不要である旨の回答を行つた。

第33図 調査地位置図

ことが明らかになつたため、 10月 20日 に保護措

-2、 63

3だ )

一／
一

一予おい小▼、、、一、．

3.調査の概要

計画地は、現況 として 2枚の水田であつたことから、そのそれぞれを調査区として調査を実施 した。それ

ぞれの調査区に 3本ずつ試掘 トレンチを設定 して調査を行った。以下、 トレン トごとに概要を報告する。

【1ト レンチ】

南の水田中央東半部に東西軸で設定。耕作上の下層には、灰黄色系の粘質細砂が堆積する。その下層に灰

褐色系の粘土層及び灰色の砂層が堆積する。各層の堆積状況から旧流域であつたことが予想される。堆積の

傾斜は僅かであるが東に下つていることから、西の肩口に近いものと考えられる。粘土層及び砂層からは土

師質の上器片及び須恵器片が少量ではあるが出上した。遺構の検出は無い。

【2ト レンチ】

土層序は、1ト レンチ同様である。粘土層及び砂層からは土師質の上器片及び須恵器片が少量ではあるが

検出される。遺物 1は陶器の灯明皿である。

1

第 34図 出土遺物実測図
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第35図 トレンチ配置図

【3ト レンチ】

土層序は、 1・ 2ト レンチと同様であり、遺物の包含状況も同様である。遺構の検出は認められない。以

上の状況からこの水田は旧流域内であることが予想される。遺物 2は 5層 出上の須恵器不の底部である。底

径約 16.O cIIlを測る。高台部分は短く、やや下方に張り出す。

【4ト レンチ】【5ト レンチ】

ともに上層序は、 1・ 2・ 3ト レンチと同様であり、遺物の包含状況も同様である。遺構の検出は認めら

れない

5ト レンチの西端付近は、他の調査箇所で見られる遺物を包含する粘土層や砂層が見られず、よく締まつ

た安定地盤が見られることから、流域の肩口付近であることが考えられる。

【6ト レンチ】

今回の調査区は、全体が旧流域内で遺構が所在しないことが分かつたが、少量ではあるが遺物を包含する

ことから、 6ト レンチを設定した。確認のための深堀 トレンチで、更に下層の状況を確認することとした。

土層序は、他の トレンチと同様であり、下層の状況は、粘土層と砂層の連続であり沖積層であることが分

かつた。遺物は上層から土師質土器片が 1点のみ出上した。遺構の検出は無かつた。

lヽi― ―

一
5ト レンチ               4ト レンチ

T2

切
７

オ

|

鋼9m
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トレンチ名 延 長 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1ト レンチ 1,lm× 20.2m 不 明 無 し 土師質土器片、須恵器片

2ト レンチ 1.lm× 20.9m 不 明 無 し 土師質土器片、須恵器片

3ト レンチ 1,lm× 16.2m 不 明 無 し 土師質土器片、須恵器片

4ト レンチ 1.114× 22.Om 不 明 無 し 土師質土器片、須恵器片

5ト レンチ 1,lm× 21.5m 不 明 無 し 土師質土器片、須恵器片

6 トレンチ 1.lm× 3.4m 不 明 無 し 土師質土器片

第6表 綾歌町栗熊東字下河西地区試掘調査 トレンチ概要

4。 まとめ

調査の結果、対象地には土器片の包含が見られるが遺構は所在 しないことが判明した。出上した遺物もロ

ー リングを受けているものが多く上流域からの流れ込みであると考えられる。少量ではあるが土師質土器片

や須恵器片が包含 される層がみ られることから、古墳時代から中世にかけての遺跡が周辺に所在 しているも

のと思われる。

ことから、周辺に関連する遺構が展開する可能性が考えられる。また、計画地の西側には緩やかな微高地

となつていることから『行末遺跡』『行末西遺跡』に関連する遺構が残されている可能性がある。

計画地には、遺物を包含する層は見られるが、流域の堆積による層に含まれており遺構を全く伴わないこ

とから今後の保護措置は不要であると考えられる。
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南 壁

E

1ト レンチ

術
‐Ｉ
Ｉ
Ｉ

W      E
眸29SOm  lト レンチ

南 壁

1ト レ 南壁 10-12m
l 耕作土
? 2う GY2/1黒色粘質組砂砂質強い
3 撹乱
4 25Y5/4黄掲色粘質細砂
5 25Y6/1黄灰色～5/4黄掲色粘質組砂粘質強い
6 25Y6/6明黄掲色～6/1黄 灰色粘質細砂粘質強い

7 ″5Y4/?暗灰黄色～9/2黒 褐色粘質土十粗砂少混
8 25Y3/1黒褐色粘質土

北 壁

2ト レ Jし壁 10-12m
i 耕作土
2 2 5GY2/1黒 色粘質細砂砂質強い
3 ?`Y4/2暗灰黄色～76オ リープ褐色粘質細砂
4 25Y5/1黄灰色～4/6オ リープ褐色粘質細砂
5 25Y5/1黄灰色粘質細砂+25Y4/6オ リーブ掲色粘質細砂少混
6 25Y4/1黄灰色～4/2暗灰黄色粘質細砂+粗砂少混
7 25Y3/1黒褐色粘質上十粗砂少混

東 壁

Ｗ一『

1ト レ 南壁 2-4m
l耕作土

2 2SGY2/,黒 色粘質細砂砂質強い

325Y6/,黄 灰色～5/4黄 褐色粘質細砂粘質強い

425Y5/4黄 褐色粘質紙砂
525Y6/6明 黄褐色～6/1黄 灰色粘質細砂粘質強い (Mn少合)

625Y6/1黄 灰色～4/3オ リープ褐色粘質土十粗砂少混
725Y4/2贈 灰黄色～3/2黒 褐色粘質土十糧砂少混
825Y3/1黒 褐色粘質上
925Y3/1黒 掲色～5/1黄 灰色粘質土
1025Y5/1黄灰色組～細砂
1125Y2/1黒色粘質上

北 壁

2ト レ 封ヒ壁 2-4m
l 耕作土
2 25GY2/1黒 色粘質細砂砂質強い

3 25Y4/2暗 灰黄色～4/6オ リーブ掲色粘質細砂
4 25Y5/1黄 灰色～4/6オ リープ褐色粘質細砂
5 25Y5/1黄灰色粘質細砂十?5Y4/6オ リーフ褐色粘質細砂少混
6 25Y4/1黄灰色～4/2暗 灰黄色粘質細砂十狙砂少混
7 25Y3/1黒褐色枯質土+粗砂少混
8 25Y5/,黄灰色粗～細砂

東 壁

４ｍ
‐
‐
‐
‐

チＷ一レ
Ｅ一的

EW
2ト レンチ

N

3ト レンチ

布
‐‐
―
―

3ト レ 東壁 11-13m
l 耕作■
2 つSGY2/1黒 色粘質細砂
3 2 5GY2/1黒 色～3/1暗 オリープ灰色粘質組砂+粗砂少混
4 25Y6/1黄 灰色～6/6明 黄褐色粘質■+粗砂少混
5 26Y5/1黄 灰色～5/6明 黄掲色粘質土+粗砂少混
6 2る γ3/1黒 褐色粘質土
7 25Y5/1黄灰色狙～細砂

詠 3ドデラテ産≡彗≡垂甍 丸

3ト レ 東壁 2-4m
l 耕作上
2 2 5GY2/1黒 色粘質細砂
3 2 5GY3/1暗 オリープ灰色+5Y5/4オ リーブ色粘質細砂混
4 25Y5/6黄褐色～5/1黄灰色粘質土+粗砂少混
5 25Y4/1黄灰色+10YR4/6オ リーブ為色粘質土+組砂少混
6 25Y3/1黒褐色粘質■

(S=1:40)

第36図 1～ 3トレンチ断面図
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東 壁

Ｅ一̈Ｅ一『

ＦＬ一『
チＷ一レ

東 壁

W
4ト レンチ

W
4ト レンテ

4ト レ 封ヒ壁 19-21m
l 耕作■
2 i045/6黄褐色粘質細砂
3 25Y5/4黄 掲色～4/4オ リープ掲色粘質細砂粘質強い
4 25Y6/2灰 黄色～6/6明 黄褐色粘質土
5 25Y5/6黄 褐色～6/E灰 黄色粘質土
6 25Y4/2暗 灰黄色～4/6オ リー/1B色粘質土
7 25Y3/2黒褐色粘質土+粗砂少混
8 25Y5/1黄 灰色粗～細砂

北 壁

4ト レ Jヒ壁 0-2m
l 耕作上
2 撹乱
9 10YRS/6黄 褐色粘質細砂
4 25Y5/4黄褐色～4/4オ リープ褐色粘質細砂粘質強い
5 25Y5/2暗灰黄色～5/4黄 褐色粘質細砂粘質強い
6 25Y4/6オ リープ褐色～6/2灰 黄色粘質土 (Mn含)

7 25Y4/2オ リーブ褐色～3/2黒 褐色+粗砂少混 (Mn含 )

3 25Y3/2黒褐色粘質土+粗砂少混
9 25Y5/1黄灰色粗～細砂

4ト レ 引し壁 9-1lm
l 耕作土
彦 10YR5/6黄 褐色粘質組砂
3 25V5//4黄褐色～4/4オ リープ掲色粘質細砂粘質強い
4 25Y6/2灰黄色～6/6明 黄褐色粘質土
5 25Y5/6黄褐色～6/2灰 黄色粘質土
6 25Y4/2暗灰黄色～4/6オ リープ褐色粘質上
7 25Y3/2黒掲色粘質上十祖砂少混
8 2 5YS/1黄灰色粗～細砂

北 壁

北 壁

師
‐―
―
―

5ト レンチ「

~~十~~~~
Ｅ一『

W

5ト レ 北壁 0-2m
l 耕作■
2 花高■
3 25Y5/4～ 5/6責 褐色粘質細砂
4 25Y5/2暗灰黄色～5/6黄 褐色粘質組砂 (Mη 多含)

5 25Y6/1黄灰色～5/6黄 褐色粘質細砂
6 25Y5/1黄灰色組砂

北 壁

師
‐―
‐―

5ト レ 北壁 15-16m
l 耕作上
2 10YR5/6黄 掲色粘質細砂
3 25Y6/1黄灰色～5/6黄 褐色粘質土
4 25Y5/6黄褐色～6/1黄 灰色粘質土
5 25Y6/1黄灰色～5/6黄 褐色粘質細砂 (Mn合 )

6 25Y4/2暗灰黄色～3/2黒 褐色粘質土十粗砂少混
7 25Y3/2黒褐色粘質上十粗砂少混
8 25Y3/1黒 褐色粘質土
9 25Y3/,黒褐色粘質土十粗砂少混

5ト レ 封し壁 5-3m
l 耕作土
2 10YR5/6黄 褐色粘質級砂
3 25Y5/6黄 褐色+565/1緑灰色粘質紙砂混
4 25Y5/4～ 5/6黄 褐色粘質細砂 (Mn含 )

5 25Y6/1黄 灰色～5/6黄 掲色粘質細砂
6 25Y6/2灰 黄色～5/6黄 掲色粘質細砂粘賓強い
7 彦5Y3/2黒褐色粘質土十粗砂少混
8 25Y3/2黒 褐色+10YR5/6黄褐色粘質細砂混
9 25Y4/1黄灰色粘質二十粗砂少混
1025Y3/1黒褐色粘質土 (水分多含)

(S=1:40)

W
5ト レンチ Ｅ一的

第 37図 4・ 5トレンチ断面図
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調査前風景 :南 から 調査風景 1ト レンチ全景 :東から

1ト レンチ土層 2トレンチ全景 :東から 2ト レンチ土層

4トレンチ全景 :西 から3トレンチ全景 :南から 3トレンチ土層

4トレンチ土層

郎 4枠空 中ぬ二で ― f

5トレンチ全景 :東 から 5トレンチ土層 (流域の肩口付近 )

6トレンチ全景・土層 :北 から

図版 12綾 歌町栗熊東字下河西地区試掘調査 (1)

5トレンチ土層
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図版13綾歌町栗熊東字下河西地区試掘調査(2)
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飯山町東小川字前谷地区





調査対象地

調査期 間

調査面積

飯 山町東小川宇前谷 313-1
平成 20年 10月 9日 ～ 10月 10日

約 25ポ (調査対象地面積  348ポ )

1.立地 と環境

計画地は、岡田台地の北端付近に位置する。付近に

は、古墳時代中期の古墳群である『岡田万塚 (古墳 :

古墳)』 の分布が知 られている。多くの古墳は、古くか

らの開墾等により破壊 されてしまつているようである

が、数基は残存 している。

古墳群の大半は、新池を中心とした周辺に群集 して

いたようであ り、資料によると、今回の計画地の北東

隅及び南西隅付近にも所在 していたことが記 されてい

る。

2.調査に至る経緯 と調査の経過

平成 20年 9月 17日 に個人住宅建設に伴い、埋蔵

文化財の有無に関する照会が提出された。それに伴い

現況は水田となつてお り、マウン ド等は見 られないが

古墳の底部付近の残存があれば、貴重な資料を得るこ

とができることから試掘調査を実施することとした。

調査は平成 20年 10月 9日 から2日 間かけて実施

要のない事を回答 した。

第Ⅷ章 飯山町東小川字前谷地区試掘調査

第38図 調査地位置図

した。調査の結果、 11月 21日 付けで保護措置の必

第Ⅷ章 飯山町東小川字前谷地区試掘調査

3.調査の概要

試掘調査は、重機掘削による トレンチ調査 とした。計画地内に 5箇所の試掘 トレンチを設定 して調査を行

つた。以下、 トレンチ毎に概要を報告する。

【1ト レンチ】

耕作上の下層には整地層が重なつており、若干遺物を包含する。耕作上下 4 2cmほ どでベース層に達する。

遺構は認められなかつた。

【2ト レンチ】

土層序は、1ト レンチと同様であるが、ベース層が西に向けて上がってくる。計画地が丘陵の頂部から東

に位置することから地形を現しているものと考えられる。ベース上の整地層から遺物が少量出土する。

【3ト レンチ】

トレンチ北端付近で土坑状の落ちを検出する。詳細は不明である。 トレンチ中央付近で、 トレンチに対し

て斜行する溝状落ち SD0 1を検出する。

【4ト レンチ】

トレンチ東端で、 トレンチに対して斜行する溝状落ち (SD0 1)を 検出する。埋土は、3ト レンチの溝と

類似しており、須恵器密片を包含する。遺物 1は SD0 1出上の土鍋である。表面は剥落して不明であるが、

内面は板ナデの後横ナデによる調整が見られる。日径約 2 9 clllを 沢Jり 、日縁は短く折れ面を持ち終わる。

【5ト レンチ】

耕作上下に薄く整地土が認められるが、すぐベース層となる。 トレンチ中央付近で、 トレンチに対して斜

導
一＼



第Ⅷ章 飯山町東小川字前谷地区試掘調査

行する構状落ちを検出する。

3本の トレンチから構状の遺構を検出することができた。検出された配置をまとめると、内径 8.5m、
外径 10.5mほ どの径を描くことが分かつた.。 3ト レンチの溝からは、土師器の甕片が出上したことから

古墳の周溝である可能性が高い。

6=1141

第39図 出上遺物実測図

市道 前谷酒屋敷線

第40図 トレンチ配置図

2ト レンテ

1ト レンチ

3ト レンチ

Sト レンチ

ヽLI SD01
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‐ｍ
‐
‐ 北 壁

N

1ト レンチ

W
2ト レンチ

E W
2ト レンチ

ES

1ト レンチ (東壁 1-2m)
1 耕作土
2 10YR5/6黄 褐色粘質細砂
3 25Y6/3に ぷい黄色粘質組砂 lM n含 )

4 25Y6/3に ぷい黄色～5/3黄 掲色粘質細砂
5 25Y6/6明黄褐色粘質土
6 ,OYR7/6明 黄掲色粘質土+1 0YRFD/6責 掲色粘質細砂多混

2ト レンテ (北壁 0-lm)
1 耕作土
2 10YR5/6黄 褐色粘質細砂
3 25Y6/3にぶい責色～5/3黄 掲色粘質細砂
4 25Y6/6明黄褐色粘質土格質強い
5 25Y6/6明黄褐色粘質土
6 111YR7/6明 黄褐色粘質上+10YR5/6黄裾色粘質細砂多混

S    I

3ト レンチ

1  西 壁

3ト レンチ (西壁 1-3m)
, 耕作土
ρ 25Y6/3にぶい貢色～7/3浅 黄色粘質細砂
3 10YR7/6明 黄褐色格質上+10YR5/6黄褐色粘質細砂多混

南 壁   |

4ト レンテ

「

___~~~百 十~~~十~~¬

トレンチ (南壁 5-65m)
耕作土
悦苦し
25Y6/4に ぶい黄色粘質細砂

4 25Y6/4に ぶい黄色～6/6明 黄掲色冶質土
5 25Y5/6黄掲色粘質土
6 25Y6/6明 黄褐色～5/4黄 褐色粘質土 (炭含)

7 25Y6/6～ 6/8明 黄褐色粘質土
8 10YR7/6明 黄褐色粘質土+10YRra/6黄褐色粘質細砂多混

西 壁

７ｍ
ｌ
ｌ

1  3    1     1
6

3ト レンチ (西壁 5-7m)
1 耕作上
2 25Y4/8オ リープ褐色粘質細砂 (炭含)

3 ,OYRS/6黄褐色粘質細砂
4 25Y5/2暗 灰黄色粘質細砂
5 25Y5/6黄 掲色～6/6明 黄褐色粘質土
6 25Y6/6明 黄褐色粘質土
7 10YR7/6明 黄褐色粘質土+10YR5/6黄褐色粘質細砂多混

南 壁 l  w

Ｎ
一的

３ｍ
ｌ
ｌ S

3ト レンチ

N

W E

4ト レンテ

十   

一
4ト レンテ (南壁 0-lm)
1 耕作土
2 10YRア /6明黄掲色粘質土十iOYRS/6黄褐色粘質細砂多混

チＳ一レ
西 壁

第41図 1～ 5トレンチ断面図

lS=1:40)

Ｎ
一的

３ｍ
ｌ
ｌ

5ト レンチ (西壁 15-3m)
i 耕作上
2 iOYR5/6黄 褐色粘質細砂
3 25Y7/6明黄褐色～6/4に ぷい黄色粘質土
4 10YR7/6明 黄褐色粘質■+10YR5/6黄褐色粘質細砂多混

北 壁

2ト レンチ (北壁 3-4m)
1 耕作土
2 1045/6黄褐色粘質細砂
3 25Y6/3にぶい黄色～5/3黄 掲色粘質細砂
4 25Y6/6明黄掲も粘質土粘質強い
5 25Y6/6明黄褐色粘質土
6 1CIYR7/6明 黄褐色粘質土+10Y庶 5/6黄褐色粘質細砂かなり多混
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トレンチ名 延 長 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1ト レンチ 0,9m× 5,lm 不 明 無 し 土師器片

2ト レンチ 0.9m× 5.2m 不 明 無 し 土師器片、須恵器片

3ト レンチ 0,9m× 6.9m 不 明 溝 1条、土坑 1基 無 し

4ト レンチ 0,8m× 7.3m 不 明 溝 1条 土師器片、須恵器片

5ト レンチ 0.8m× 4.5m 不 明 溝 1条 無 し

第7表 飯山町東小川字前谷地区試掘調査 トレンチ概要

結果、計画地は開墾により掘削を受けてお り耕作土直下でベース層が現れることが分かつた。 しかし北東

部は、本来の地形がやや下つてお り整地により地上げされていることが判明した。

計画地北東部の調査では、整地上中から若干の遺物が出土するものの、古墳の所在を立証する資料を得る

ことはできなかつたが、南西部の調査では、古墳の周溝 と思われる溝を確認することができた。

4。 まとめ

今回の調査で、計画地内の南西隅付近に古墳の周溝である可能性の高い溝を確認することができた。残存

状況が悪く、溝の底部約 1 0 clllが 残つていただけではあるが、古墳の所在 した位置を特定できる貴重な資料

を得ることができた。

今回の調査で溝の配置は記録することができ、その他の遺構は残存 していないことも併せて確認できた。

遺構の残存状況が悪いことから、今回の調査で記録保存は十分であると考えられ、今後の保護措置は不要で

あるとの結論に至つた。
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調査前 風 景 :北 西 から 調査 風景 ¬トレンチ全景 :北 西 から

司トレンチ土 層 2ト レンチ全景 :西 から 2ト レンチ北壁 土層

Ⅲ 2ト レンチ全景 :東 から 3トレンチ全景 :南 から 3ト レンチ上坑検 出状 況

4ト レンチ全景 :東 から

4ト レンチ遺物出土状況 4トレンチ溝埋土 :南壁 4トレンチ南壁土層

図版 14飯 山町東小川字前 谷地 区試 掘調査 (¬ )
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4トレンチ溝確認状況 :西 から 4トレンチ南壁土層 5トレンチ全景 :北から

5トレンチ溝確認状況 :南から 5トレンチ西壁土層

▼

3・ 4・ 5トレンチ全景 :南西から

図版 15飯 山町東小川字前谷地区試掘調査 (2)
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第Ⅸ章 金倉町字道下地区試掘調査

第Ⅸ章 金倉町字道下地区試掘調査

調査対象地

調査期間

調査面積

金倉町宇道下 1489、 1490
平成 20年 10月 28日
約 74,0ポ (調査対象地面積 2099ピ )

1.立地 と環境

対象地は丸亀平野の北西部に位置 し、金倉川の右岸

付近にあたる。

周辺の埋蔵文化財包蔵地状況は、計画地に接するよ

うに北部一帯が『道下遺跡 (弥生～近世 :包含地)』 、

南部一帯が『 中の池遺跡 (弥生 :集落跡 )』 に指定され

ている。

また、道下遺跡の東には、『新田橋本遺跡 (弥生・

古墳 :集落跡)』 や『今津中原遺跡 (古代～中世 :集落

跡)』 の所在が近年の調査によつて明らかになつてきて

いる。

2.調査に至る経緯 と調査の経過

平成 20年 9月 29日 付 けで宅地分譲計画に伴 う

埋蔵文化財の有無に関する照会がなされた。このこと

を基に検討 した結果、対象地付近にも遺跡の所在のあ

ることが十分予想 されるため、試掘調査を実施するこ
第42図 調査地位置図

ととした。 10月 23日 に事前踏査を行い検討 した結果、重機による トレンチ調査を実施することとした。

調査は 10月 28日 に実施 した。今回の調査で遺構、遺物 ともに希薄であることが確認できたため、計画

区域全域での保護措置は不要である旨の回答を平成 21年 2月 5日 に行つた。

3.調査の概要

調査対象地は南北に長 く2筆で構成 されてお り、そのそれぞれに トレンチを設定 し調査を行つた。以下、

トレンチ毎に概要を報告する。

【1ト レンチ】

トレンチ南端から10m地 点付近で土坑を検出。検出面は、耕作土直下である。断面観察 しても肩ライン

はそれほど明瞭ではなく、遺構でない可能性 もある。北端において溝を 2条検出した。 2条共に検出面は耕

作土直下である。SD0 1は暗灰黄色系の粘質上で中世期に属すると思われるが遺物は出上 していない。SD
02は灰黄色系の粘質上の埋上で中央部は黒褐色系の粘質上が堆積する。SD0 2は、切 り合い状況からSD
01よ りは先行することが分かるが、遺物の包含も見 られず詳細については不明である。底部が トレンチ以

北に向けて下つていくことから、更に規模が大きくなることは確実であり旧河道である可能性が高い。耕作

土中から少量の遺物が採取 されるが、下層からの遺物は認められない。

【2ト レンチ】

中央で西方に開く溝状の落ちを検出。検出面は、耕作土直下である。埋土状況は、灰黄色系の粘質土で中

央部に暗褐色系の粘質上が薄く堆積する。肩 口のラインが緩 く、溝 とい うよりは窪地への堆積のように思え

る。中央の暗褐色土からは少量のサヌカイ ト片が出土するが製品は無い。耕作土中から少量の上師器片等が

採取されるが、下層から他の遺物は出上 していない。
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西 壁

９。

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

２９

‐

‐

‐

‐

２７

‐

‐

‐

‐ 西 壁

1ト レンチ西壁 (95-125m)
1 耕作■
2 床土
3 25Y3/2黒褐色～3/3暗 褐色粘質細砂
4 25Y4/1黄灰色粘質細砂
5 25Y4/2暗灰黄色～3/2黒 褐色粘質細砂
6 25Y5/2暗灰黄色～4/3オ リーフ褐色シルト質細砂やや粘質強い
7 25Y73オ リーフ褐色～5/6黄 褐色粘質細砂
8 25Y6/2灰黄色シル ト質細砂

NS

1ト レンテ

24 10YR6/1褐 灰色～5/2灰 黄褐色粘質粗砂
25 10YM掬褐灰色粘質細砂粘質強い
2625Y7/3浅黄色～6/6明 黄褐色細～粗砂 (小石混)

27 10YR6/2～ 5/2灰 黄褐色シルト質細砂やや粘質強い
28 10YR7/2に ぷい黄橙色～6/2灰 黄褐色紙～粗砂
29 1CIYR4/1褐 灰色組～粗砂
30 10YR6/1褐 灰色～5/2灰 黄褐色組～粗砂
3125Y7/3浅黄色～6/6明 黄褐色細砂
32 ielYR6/2灰黄褐色ンル ト質細砂 (粗砂混)

38 iCIYR4/1褐灰色粘質細砂粘質強い
34 iCIYR6/2灰黄褐色シルト質細砂
35 iOYR5/1褐 灰色～5/2灰 黄掲色粘質細砂 (Mn含 )

86 iOYR6/1褐 灰色～5/3に ぶい黄褐色ンル ト質細砂
3725Y6/1黄灰色～5/4黄 掲色粘質極細砂
3825Y5/1黄灰色～5/4黄 褐色粘質細砂
39 1CIYR5/1褐灰色～5/2灰 黄褐色極細砂+10YR6/6明 黄褐色極細砂混
40 iOVR6/1褐 灰色極細砂

第44図 1トレンチ断面図

1「,ラチ手≡≡二重重桑≦署丸

西 壁

加
イ
ー
ー

S

1ト レンチ

1ト レンテ西壁 (25-31m)
1耕作土
2床土
325Y5/2暗 灰黄色～5/1黄 灰色粘質組砂

+10YR4/6掲色組砂混 御 n含 )

425Y4/2暗 灰黄色～3/2黒 褐色粘質細砂
525Y4/2暗 灰黄色細砂～祖砂
625Y3/2黒 掲色粘質細砂■10YR4/6褐 色粘質細砂混
7 10YR3/2黒掲色粘質細砂■10VR4/6褐色粘質細砂混
8 10YR2/1黒色粘質土 (炭化物少混)

9 10YR2/2黒掲色粘質土 (炭化物少混)

,0 1CIYR3/2黒 掲色～2/1黒 色粘質細砂 (炭化物少混)

1125Y3/2黒掲色粘質細砂粘質強い (炭化物混)

12 1CIYR9/2～ 2/2黒 褐色粘質細～粗砂 (炭化物少混)

13 10YR6/1褐 灰色～6/2灰 黄褐色粘質細砂砂質強い (炭イし物混)

14 10YR3/2黒 掲色粘質細砂 (炭化物混)

15 10YR4/2灰 黄掲色粘質組砂砂質強い
16 10VR5/1褐 灰色～5/6黄 褐色ンル ト質細砂
17 10YR4/2灰 黄掲色ンルト質細砂 (炭化物少混)

18 10YR6/1褐 灰色粘質細砂砂質強い
+10漁 6/6明 黄褐色格質細砂プロック状混

19 10YR5/1褐 灰色～5/6黄 掲色粘質極細砂
20 10YR4/1褐 灰色ンル ト質組砂砂質強い
21 10YR6/2～ 5/2灰 黄褐色粘質極細砂
2,10YR4/2灰 黄褐色ンル ト質細秒
23 10YR6/2灰 黄褐色～5/6黄 掲色ンル ト質細砂

N

1ト レンチ西壁 (1-3m)
1 耕作土
2 床土
8 25Y4/1責灰色～3/1黒 褐色粘質細砂
4 ?う Y4/3オ リーフ褐色～5/6黄 掲色粘質細砂
5 ?5Y4/3オ リープ掲色ンルト質組砂やや粘質強い
6 2る YS/1黄灰色～4/3オ リーブ掲色粘質細砂

+25Y5/6期 掲色細砂スジ状混
7 25Y5/6黄褐色～5/2暗 灰貢色粘質極細砂
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2ト レンチ
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飾
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―東 壁   |

1  東 壁   |

―

―

―

|

S

一 ― 一
~~~~~~~― ―

―

一
→

2ト レンチ東壁
1 耕作土
2 床土

(7-17m)

3 10YR5/6黄 掲色～71褐灰色粘質細砂 (Mn少 含)

4 10YR4/1褐 灰色～5/6黄 掲色粘質細砂

lCIYR4/1褐灰色～5/2灰 黄褐色+10YR5/6黄褐ヨ粘質細砂混
lllYR4/1～ 6/1掲 灰色■10YRr。 /6黄掲色粘質細砂混
25Y4/2暗灰黄色ンル ト質細砂
25Y4/2暗灰黄色ンルト質細砂+10YR5/6黄褐色粘質細砂混

9 25YS/2暗 灰黄色～5/3寅 褐色シルト質細砂 御 n含 )

1025Y6/2灰責色～S/1責 灰色+25Y5/6黄 褐色粘質細砂混 (Mn含 )

1125Y5/2暗灰黄色+25Y5/6黄 掲色シルト質極細砂

0

第45図 2トレンチ断面図

トレンチ名 延長 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1ト レンチ 1.2m× 30.Om 不 明 溝 2、 土坑 1 土師器片、陶器片、サヌカイ ト片

2 トレンチ 1.2m× 28,lm 弥 生 溝 1 サヌカイ ト片、土師器片、土師質土器片

第8表 金倉町字道下地区試掘調査 トレンチ概要

調査の結果、最大限解釈 して土坑 1基、溝 3条を検出した。1ト レンチの SD0 1以外は遺構 として取 り

扱 うには難 しい状況であることは否めない。

また、いずれも検出面が耕作土直下であり、上部に包含層も認められないことからも検出面が旧状を留め

ているとは考えられない。少量ではあるが、サヌカイ ト片を包蔵することから遺構の一部若 しくは周辺に遺

跡の展開する可能性は残 されるが、現況 としてそれを証明する資料は残 されていないと考えられる。

4.ま とめ

今回の調査で、僅かに遺構を検出することができたが、確実な遺構 として捉えられるのは 1ト レンチの SD

01だけである。

当該地については、既に削平を受けてお り、本来の遺構面は残存 していないことも確認 された。

これ らのことから検討すると、計画区域の一部で遺構は検出されたがそれ らの詳細をつかめる資料を得 ら

れるまでには至 らず、遺構密度も非常に薄いことから、計画区域全域について保護措置が不要であるとの結

論に至つた。
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~― ― L｀― _

調査前風景 :南から 調査風景 1ト レンチ全景 :北 から

1ト レンチSK01検 出状況 1ト レンチSD01・ 02 1ト レンチSD01

2トレンチ全景 :北 から 2ト レンチSD01

図版 16金 倉町字道下地区試掘調査
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第X章 田村町字橋の坪地区試掘調査

調査対象地

調査期間

調査面積

第X章  田村町宇橋の坪地区試掘調査

田村町字橋の坪 1281、 1282-1、 1283-3、 1284-2
平成 20年 11月 4日 ～ 11月 6日

約 242.8ピ (調査対象地面積 1811ぽ )

1.立地と環境

計画区域付近では、これまでに調査を実施 した経

緯が無く埋蔵文化財の包蔵状況は不明となつている。

しかし、西方の先代池や平池の周辺には『中の池

遺跡 (弥生 :集落跡)』『道下遺跡 (弥生～近世 :包

含地)』『平池西遺跡 (縄文・弥生 :包含地)』『平池

南遺跡 (縄文・弥生 :包含地)』『平池東遺跡 (弥生 :

包含地)』など広い範囲で遺跡の分布が確認されてい

る。

また、南方の田村池には『 田村池遺跡 (弥生～古

代 :包含地)』 が確認されている。更に、北方には『田

村廃寺 (奈良 :寺院)』 や『田村遺跡 (古代 :寺院)』

などが所在 しており、時代の遺跡が集中している地

域であることが分かる。

第46図  調査地位置図

2.調査に至る経緯 と調査の経過

平成 20年 9月 8日 付けで宅地分譲建設に伴い、埋蔵文化財に関する有無の照会がなされた。対象地周辺

では埋蔵文化財に関する調査を実施 した経緯が無く、埋蔵状況は不明なため、調査を実施することとした。

調査は、 11月 4日 から6日 までの期間で実施 した。

調査の結果、計画区域内で遺構の分布が確認 された。確認 された遺構は、ほとんどが溝で遺物も希薄であ

つたことから詳細は不明である。 よつて保護措置は不要であるとの旨を 1月 23日 、事業者に対 して回答 し

た。

3.調査の概要

【1ト レンチ】

トレンチ南端か ら 5m付近で南に下る落ちを検出する。検出面は耕作上下面より2 3 cIIlほ ど下部である。
ベース層の上面層がそのまま下つていくことか ら地形が落ちているものと考えられる。 トレンチ中央部で東

西軸の溝 (SD0 1)を検出。検出面は南の地形の落ち検出面より1層高い。溝の埋土は黄灰色系の細砂で土

師器鉢片が出上 した。古代～中世に属すると思われる。遺物 1～ 3は、 5層から出上 した。地山直上の包含

層である。遺物 1は、土師質の土釜である。鍔下を指で押さえ張 り付ける。 2は、丁寧なナデによる貼付け

高台である。 3は、サヌカイ ト片である。折損により不明であるが、僅かに調整痕が見られる。

【2ト レンチ】

南端で東西軸の溝 (SD01)を 検出。検出面は、耕作上下面より1 3cmほ ど下部である。埋土は暗灰黄

色のシル ト質細砂で、非常に浅く土師器小皿片が出土した。上位の層から少量の遺物を確認するが、伴 う遺

構は認められない。遺物 4～ 6は 、 3層 から出土した。中世の上鍋と土釜である。 4、 5はゆるやかに内傾

する口縁を持つ。 6は長く延びる胴部持つ土釜である。 7は、SD0 1出上の碗で、日縁が僅かに残る。

【3ト レンチ】

西端で土坑状の落ちを検出した。検出面は、耕作土下面より2 8cmほ ど下部である。埋土は黒褐色系の粘
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第47図 トレンチ配置図
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質上で遺物の包含は認められなかつた。上位の層から少量の遺物を確認するが、伴 う遺構は認められない。

8、 9は 3層 から出土 した小皿片である。 10は 、 4層から出上 した土師質の小皿である。外面には墨の

付着が見られる。
1,ト レンチ
2,ト レンチ
3,ト レンチ
42ト レンチ
52ト レンチ
69ト レンチ
72ト レンチ SD01
83ト レンチ
99ト レンチ
i09ト レンチ

五娠要 ―LAを
Ｒ

３

９

・

‐徽

‐嘲
ヽ

七~清

6

ウ
8

＼、 |ィプ

第48図 1～ 3トレンチ出上遺物実測図

くて冨Ξ≡[Ξ]~~~~「ラン
4。

0          10cm
9

(S‐ li4)

【4ト レンチ】

東端部で土坑状の落ちを検出した。検出面は、耕作土直下である。埋土は黄灰色系の細砂である。撹乱に

よるものである可能性が高い。

トレンチ中央部で大小の溝 2条を検出した。SD0 1は幅 2.85m、 SD0 2は幅 O.55mを 測る。検

出面は、いずれも同一で耕作上下面より1 3cmほ ど下部である。埋土は、灰褐色系の細砂で遺物は出土 して

いない。上位の層から少量の遺物を確認するが、伴 う遺構は認められない。

【5ト レンチ】

東半部でほぼ トレンチ軸 と並行するような溝を検出。検出面は、 4ト レンチの SD0 1、 SD0 2検出面と

同様である。 4ト レンチの SD0 1に対応するものと考えられる。

【6ト レンチ】

東半部で トレンチ軸 と並行する溝 (SD0 1)を 検出。 4ト レンチの SD0 1、 5ト レンチの SD0 1に対

応するものと考えられる。SD0 1は、トレンチ中央付近及び以南で西へ分岐する箇所が見 られる。 トレンチ

中央付近の分岐する溝は、1ト レンチの SD0 1に対応するものと考えられる。検出面は耕作上下面より14
cmほ ど下部である。SD0 1か らは土師器碗片が出土 している。 トレンチ北半部では SD0 1よ り先行する溝

(SD0 4)が 検出された。検出面は SD0 1と 同様で遺物の包含は認められなかつた。

更に、SD0 4よ り先行する SD0 3を 検出した。検出面は、SD0 1と 同様である。最底から弥生土器片が

出上 した。

トレンチ中央付近で トレンチに対 して斜行する SD0 2を 検出。SD0 2は他の溝 より先行 してお り、少量

のサヌカイ ト片や上師器片などが見られるが、土師器片などについては他の溝の遺物等が混入 して しまつて

いる可能性が高い。SD0 2は周辺の地形調査から旧河道の一部である可能性が高いが、他の遺跡で検出され

たものと類似 してお り、弥生時代後期～古墳時代初頭に属する溝である可能性 も残 される。

遺物 11～ 14は、 2層 出上の上器である。 11は 中世の上鍋である。 12は 小皿である。底部はヘラ切

りされ内面にススが付着する。 13は 瓦質土器の碗片である、外面に黒化処理を行つている。 14は 6層 出

上の上鍋である。口縁部下まで指オサエを施 し、胴部外面にはハケロが見 られる。 15は、SD0 1出上の底

部である。摩滅のため調整は不明である。

【7ト レンチ】

中央部付近で溝 2条を検出。SD0 1は 6ト レンチの SD0 1に対応 し、SD0 2は 6ト レンチの SD0 2に
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N

1ト レンテ

N

2ト レンチ

1ドデラチ   4

５ｍ
‐
‐
‐
‐東 壁

|

東 壁

1ト レンチ東壁 (135-145m)
1 耕作土
2 7 5YR4/6褐色キ25Y5/1黄 灰色猫質細砂混
3 25Y6/2灰糞色+10YR6/2灰黄掲色粘質細砂混
4 25YS/,資 灰色+10YR6/4にぶい黄橙色粘質細砂わすか混 (卜怖含)

5 25Y5/1黄灰色キiOYR6/4にぶい黄橙色粘質細砂粘質強い混
6 25Y5/1黄灰色+iOYR5/4にぶい黄掲色粘質細砂混

+25Y5/6黄 褐色粘質細砂フロック状混
7 25Y5/1黄 灰色■10YR5/4にぶい黄褐色粘質組砂混
8 iOYR5/1褐 灰色十,OYR4/3にぷい黄褐色粘質土
9 25Y5/6黄 褐色粘質細砂 御 n少 曇含)

東 壁

1ト レンチ東壁 (4-5m)
1 耕作土
2 75YM/6掲色+25Y5/1黄 灰色粘質細砂混
3 25Y5/2暗灰黄色+10YR6/4にぶい黄橙色粘質細砂少混 (Mn含 )

4 25Y5/1黄灰色+,OYR6μ にぶい黄橙色粘質細砂わずか混
5 25Y5/1黄灰色+10YR6/4にぷい黄橙色粘質組砂粘質強い混
6 25Y5/2暗灰黄色+10YR5/6黄褐色粘質細砂混
7 25Y5/6責褐色粘質細砂粘質強い

東 壁

（も一的
Ｓ
一的

飾
‐―
―
―

細
―

2ト レンテ東壁 (17-18m)
1 耕作土

S

2 7 5YR4/6褐色+25Y5/1黄 灰色粘質組砂混
9 ?5Y5/1責灰色■10YR5/4に ぷい黄掲色粘質細砂混
4 25Y5/1費 灰色+25Y5/6黄 褐色粘質細砂混
5 25Y5/1黄灰色+25Y6/6明 黄掲色粘質細砂少量混
6 25Y5/6黄掲色～5/2暗 灰黄色粘質細砂 (Mn合 )

25Y5/1黄 灰色+,OYR5/4にぶい黄褐色粘質組砂わずか混
25Y5/2暗 灰黄色ンル ト質細砂やや粘質強い
25Y5/6黄 掲色～5/2暗 灰黄色粘質細砂 (Mn合 )

2「)ラチ墨垂筆多島
2ト レンチ東壁 (0-lm)
, 耕作土
2 7 5YR4/6褐色+25Y5/1貢 灰色粘質細砂混
a 25Y5/1黄灰色 +,OYR5/4に ぷい黄掲色粘質細砂混 (Mnゎ すか含 )

北 壁

S  
西 壁  上

3ト レンチ     眸95m

V
SK01

3ト レンチSK01西壁
1 25Y6/1黄灰色十?5Y5/6貢 褐色粘質細砂わずか混
2 7 5YR4/1掲灰色～3/1黒 掲色粘質細砂
3 2層 十地山 (4層 )ブロック状混
4 25Y5/6黄 掲色+25Y5/21音 灰黄色粘質細砂 (Mn含 )

o                        2m

(S‐ 1:4tll

第49図 1～ 3トレンチ断面図

対応するものと思われる。

SD0 1か らの出土遺物は無かつたが、SD0 2の最底から弥生土器片が出土した。遺構検出面より上位層

からは、遺物 16～ 18が 出土しているが、出土層は後世の整地上であると思われる。 16は 土釜、 17は
青磁の壷である。 18は色および胎土から中国製の青花碗で 16C後 半のものと思われる。

以上、計画区域内に 7箇所の試掘 トレンチを設定して調査を行った。

結果、計画地の東部で現在の地形に沿つた南北軸の溝が延びることが確認 された。途中から西方へ直角に

分岐する溝も認められる。これは、条里に伴 うものである可能性が高い。

これに先行 して溝が切 り合っているが、詳細は不明である。更に、先行する溝が調査区を斜行 している。

これは、周辺の地形調査から谷地形もしくは旧河道の堆積の痕跡である可能性を秘めているが、新田橋本遺

跡で見 られる弥生時代後期～古墳時代初頭にかけての溝である可能性もある。

住居址等の遺構は発見されていない。調査を通 じて出土 した遺物も非常に少ない。

断面観察から、本来の遺構面は削平等によつて完全に消失 してしまつているものと考えられる

註 チ 昌

3ト レンチ北壁 (3-4m)
1 耕作土
2 75YM/6褐色+25Y5/1黄 灰色粘質細砂混
3 25Y5/1黄灰色十iOYR5/4に ぷい黄褐色粘質組砂混
4 25Y5/1黄灰色+10YR5/4にぶい責褐色粘質細砂わずか混
5 'OYR5/4に ぶい黄掲e+'5Y5/1黄 灰色粘質細砂混
6 10YR5/4に ぶい責褐色+25Y5/1黄 灰色粘質細砂混 (Mn含 )

7 25Y5/2黄灰色+25Y5/6黄 褐色粘質細砂少混
8 ?5Y5/6黄掲色+25Y5/2暗 灰黄色粘質細砂 (Mn含 )
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ｗＷ一的

封し壁

E

4ト レンチ
Ｗ
一的

4ト レンチ南壁 (0-12m)
, 耕作土
2 撹乱
9 10YR4/6褐 色+25Y5/1黄 灰色粘質細砂混
4 25Y5/2暗 灰黄色■10YR5/6黄褐と格質細砂混
5 25Y6/2灰黄色～6/3に ぷい黄色粘質細砂

+25Y7/4浅 黄色粘質細砂混 御 n含 )

6 25Y5/1黄 灰色+10YR5/1褐灰色+25Y5/6黄 褐色粘質組砂混

北 壁

西 壁

第50図 4・ 5トレンチ断面図

西 壁

725Y4/1黄 灰色+7 5YR3/1黒 掲色粘質細砂プロック状混
8 10YR4/1褐灰色粘質細砂 (Mn含 )

925Y7/6明 黄褐色+25Y5/2暗 灰黄色粘質細砂混 lM n多 合)

1025Y7/6明黄褐色粘質ンルト lM n含 )

,125Y6/6明黄褐色+25Y7/2灰 黄色粘質上 (Mn合 )

1争 鋸学舒,語X鍵鋪露龍辞
田砂籠色粒p

14 25Y7/1灰 白色～6/1灰 黄色+25Y7/a浅 黄色粘質細砂混

4ト レンチ北壁 (0-2m)
1耕作土
2 10YR4/6掲色+″ 5Y5/1黄灰色粘質細砂混
3礫混25Y5/1責灰色+10YR4/6褐色粘質細砂わずか混

(01cm以 下小石 Mn含 )

425Y5/1黄 灰色+10VR5/4に六(い黄褐色粘質細砂混
525Y6/1黄 灰色～7/?灰 黄色粘質細砂
625Y7/2灰 黄色～7/6明 黄掲色粘質ンルト (Mn含 )

725Y7/6明 黄掲色粘質ンルト
8'5Y6/6明 黄掲色+25Y7/2灰 貢色粘質土混
0?5Y5/?暗 灰黄色+25Y6/1黄 灰色粘質細砂混 (褐色粒合)

1025Y7/1灰 白色～6/,黄 灰色+25Y7/3浅 貢色粘質細砂混

W
4ト レンチ

ＦＥ一的

５ｍ
‐
―
―
―

5ト レンテ西壁 (2-5m)
1 耕作土
2 10YR4/6褐 色+25Y5/1黄 灰色粘質細砂混
3 25Y7/2灰黄色+25Y7/4浅 黄色粘質細砂混 (Mn含 )

4 25Y6/2灰黄色+25Y7/3浅 黄色粘質細砂混
5 5Y5/,灰色粘質ンル ト
6 25Y7/3浅黄色～6た明黄掲色粘質組砂

N 7“
l紹鵜 部塞絨習詑少働

L95m 8 25Y7/2灰 黄色+25Y7/6明 黄褐色粘質細砂混 (Mn含 )

9 10YR5/2灰 黄褐色+25Y6/6明 黄褐色粘質細砂少混
(Mn 019m以 下多含)

(S‐ 1:401

S

5ト レンチ

2m

Ｎ
一叫

６ｍ
‐
‐
‐

S

6ト レンチ西壁
1 耕作土
2 7 5YR4/6掲色+25Y6/2灰 黄色粘質細砂混
3 25Y6/?灰黄色■25Y6/4にぶい黄色粘質

細砂混 (Mn少含)

4 25Y6/1貢灰色■25Y6/4にぶい黄色粘質
細砂わずか混

5 25Y7/1灰 白色+25Y6/6明 貢褐色粘質
細砂混 (Sb04埋■)

6 25Y6/1黄 灰色+26Y6/6明 黄褐色粘質
細砂混

7 ,OYR3/,黒 褐色■10YR4/31こ ぶい黄掲色粘質
組砂混■3層 プロック状混 (SD0 3埋■)

825Y7/1灰 白色+25Y6/6明 黄褐色粘質細砂混
925Y7/1灰 白色+25Y6/6明 黄褐色

+10YR4/1褐灰色粘質細砂混
i025Y6/2灰黄色～6/3に ぷい黄色十

25Y7/6明 黄掲色粘質細砂混
1125Y6/2灰黄色～6/3に ぷい黄色粘質細砂
,225Y7/3浅黄色～7/6明 黄褐色粘質土
1325Y6/2灰黄色～6/3に ぶい黄色粘質細砂
1425Y7/3浅黄色+25Y7/6明 黄褐色粘質細砂少混

15 10YR3/1黒 褐色～4/1褐 灰色粘質細砂粘質

強い (SD02埋土)

,6 10YR4/1～ 5/1掲 灰色粘質細砂 (SD02埋■ )

17 10YR6/2灰 黄掲色 +10YR4/1掲灰色粘質

細砂ブロック状混

1825Y7/3浅黄色+25Y7/6明 責掲色粘質

細砂少混 (Mn少 含)

1925Y7/6明黄掲色 +25Y7/3浅 黄色粘質

細砂混 (Mn含 )

2025Y7/2灰 黄色+25Y7/6明 黄掲色粘質土混
21 25Y7/3～ 7/4浅 黄色粘質細砂

(φ lcm以 下Mn含 )

0                   2m

(S‐ 1:50)

第51図 6トレンチ断面図
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第X章 田村町字橋の坪地区試掘調査
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第53図 6・ フトレンチ出土遺物実測図

トレンチ名 延 長 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1ト レンチ 1.lm× 25.6m 古代～中世 溝 1
サヌカイ ト、土師器片、土師質土器片、

須恵器片

2ト レンチ 1.lln× 19.Om 古代～中世 溝 1
土師器片、土師質土器片、須恵器片、

磁器片

3 トレンチ 1lm× 12.8m 不 明 土坑 1 弥生土器片、土師器片

4 トレンチ 1.lln× 172m 古代～中世 溝 2、 土坑 1
サヌカイ ト、土師器片、土師質土器片、

須恵器片

5 トレンチ 1.2m× 20.5m 古代～中世 溝 1
土師器片、土師質土器片、須恵器片、

磁器

6ト レンチ 1.3m× 20,4m 弥生～中世 溝 4 弥生土器片、サヌカイ ト、土師器片
土師質土器片、須恵器片、瓦器片

7ト レンチ 1,4m× 22.Om 弥生～中世 溝 2
弥生土器片、土師器片、須恵器片、陶

器片

第9表 田村町字橋の坪地区試掘調査 トレンチ概要

4。 まとめ

今回の調査で、計画区域内で遺構の分布が確認 された。確認 された遺構は、ほとんどが溝で遺物がほとん

ど遺物を包含 しないことから詳細は不明である。時代観は、他の遺跡から得 られる情報等から弥生時代から

中世に属するものと考えられる。

出土遺物も含めて希薄であることから、遺構の内容についても不明な点が多い。

これ らのことから検討すると、遺構の分布は見 られるもののひとつは条里区画内の溝でもうひ とつは旧河

道もしくは谷地形である可能性があり、他に住居址等の遺構が見つかつていないことからも計画区域全域に

ついて保護措置は不要であるとの結論に至つた。
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第X章 田村町字橋の坪地区試掘調査

|1苺
|ヽとil‐

>機:|ギ
ー
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lト レンチSDO司

4ト レンチSD01・ 02検 出状 況

図版 17田 村町字橋の坪地区試掘調査 (1)

調査前風景 :南東から 1ト レンチ全景 :北 から

2ト レンチ全景 :北 から

2トレンチSDO刊 3ト レンチ全景 :西 から 3ト レンチSKO¬ 確 認 状 況

4トレンチ全景 :東 から 4ト レンチSK01確 認状 況

5ト レンチSDO刊 検 出状 況 5ト レンチSD01埋 土5ト レンチ全景 :北 から
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第X章 田村町字橋の坪地区試掘調査

6トレンチ全景 :南から 6トレンチSD群 切り合い 6トレンチSD群切り合い

フトレンチ全景 :南東から フトレンチSD01土層 フトレンチSD02土層

図版 18田 村町字橋の坪地区試掘調査 (2)
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図版 19田 村町字橋の坪地区試掘調査 (3)
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第�章 飯野町東二宇中代地区試掘調査

飯野町東二字 中代 甲 258-1、  260-1、  261-1、  259-1
平成 20年 11月 25日 ～ 11月 27日

約 76.0♂ (調査対象地面積 2213.56r)

第�章 飯野町東二字中代地区試掘調査

259-4調査対象地

調査期間

調査面積

1.立地 と環境

計画区域は、九亀平野中央より東寄 りの飯野山西裾

部に位置する。周辺の遺跡分布状況は南 300m地 点

に『西坂元内板遺跡 (弥生・古墳・中世 :集落跡 )』 が

所在 している。また、北北東 500m付 近の飯野山の

麓には『飯野山西麓散布地 (弥生～古代 :散布地)』 が

広範囲に渡 り広がっている。この中には、数基の古墳

や箱式石棺も含まれている。古墳の所在が確認 されて

いることから、飯野山南西部に古墳時代の集落遺跡が

展開 していると考えられるが、未だ発見されていない。

対象地の東側は、周辺の土地よリー段高くなつてお

り、微高地であつたことが考えられる。西側の田と併

せて東面が曲線を描いてお り、東の田からレベルも下

がることから旧河道である事が考えられる。

2.調査に至る経緯 と調査の経過
第54図 調査地位置図

店舗建設事業に伴い、平成 20年 11月 14日 付け

で埋蔵文化財の有無に関する照会文書が提出された。それに伴い周辺の状況を考慮 し推察すると、古墳集落

の分布候補地のひ とつにあげることができる。このことを基に検討 した結果、試掘調査を実施することとし

た。 11月 19日 に踏査を行つた結果、耕作土中に土器の細片の散布を確認 した。 11月 25日 から3日 間

かけて調査を行つた。結果、弥生時代の上器片を含む包含層が見られるが、明確な遺構が伴わず遺構密度も

非常に薄いことから、県 と協議 し、計画区城全域について保護措置は不要 と考えられる事を 11月 23日 付

けで事業者に回答 した。

3.調査の概要

調査は、重機掘削による トレンチ調査 とした。以下、 トレンチ毎の概要を報告する。

【1ト レンチ】

計画地西端の一段低い田に東西軸で設定した。聞き取 り及び地形調査から旧河道域である可能性が非常に

高いことがわかつていたので、それを確認するための トレンチとした。田の東端で、聞き取 りで判明してい

た最近まで使用していた水路跡が確認され、水路の埋土から弥生土器片が出土した。水路の肩国のレベルに

合 うように旧水田の耕作上が認められる。旧耕作上の下面が現況から8 0cnほ ど下がつていることから、東

からの連続する微高地は存在 しないと考えられる。

【2ト レンチ】

南端付近で 3基の上坑を検出した。検出面は、耕作土下面より4 0 clllほ ど下層で、その間は砂質の強い層

が堆積する。床土直下の層は、整地上である可能性が高い。土坑の埋土は、灰黄色系で弥生土器や土師器を

少量包含する。ベース層の上層には、弥生土器片を多く包含する (遺物 1、 2)が遺構は伴わない。遺物 3

は SK0 2出土の弥生時代後期の壷である。
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第55図 トレンテ配置図
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第�章 飯野町東二字中代地区試掘調査
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ュ識歯      第56図 1トレンチ断面図
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第57図 出土遺物実測図

【3ト レンチ】

東端から0～ 7m付近にかけては、耕作上下面より2 5 clllほ ど下層で黒褐色の包含層が堆積 し、遺物 5～

8が出上 した。その上層でも弥生土器片は包含 されるが、耕作土直下付近では土師器土鍋片や鉢片が出土す

る。遺構は認められない。 7m地点から西は大きく掘削を受けているようで、溝状に下 リトレンチ西端まで

継続する。撹乱を受けているのか旧河道域の肩口であるのかの判断はできないが、 2ト レンチの遺構面 と比

べると検出レベルがかなり高いことから、撹乱である可能性が高い。ここから4の備前の灯明皿が出上 して

ヤ`る。

【4ト レンチ】

中央で溝 2条 を検出する。遺構面は、2ト レンチのものと対応するものと考えられる。遺構面の直上付近

の層からは弥生土器の鉢 9、 甕 10が出土した。形状から弥生時代中期に属するものと考えられる。溝から

は遺物の出土が無 く、詳細は不明である。 9層からは貼付け突帯文の口縁を持つ弥生中期の壷 11、 12が
出上 した。

【5ト レンチ】

東西軸の溝を検出した。検出面は、他の トレンチと対応すると思われる。埋土からの遺物は認められなか

ったが、上面の層から弥生土器甕片が出土した。

〔6ト レンチ】

4ト レンチで検出した溝の方向を探るために 4ト レンチの北側に並行するよう、東西軸で設定した。 トレ
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ンチ中央で南東から北西に斜行する溝を検出した。検出面は、他の トレンチより僅かに高い。溝から遺物は

検出されていない。

東 壁

西 壁

南 壁

S

2ト レンチ

N      N
い
“
5m 2ト レンチ

SK03

2ト レンチ西壁 (45-55m)
1 耕作土
2 床土
3 25Y6/4にぶい黄色+25Y5/1黄 灰色粘質細砂混
4 10YR3/1黒 褐色～4/1褐灰色粘質細砂砂質強い
5 10漁5/2灰 黄褐色～5/1掲 灰色粘質細砂砂質強い
6 10YR5/2灰 黄褐色～S/1掲 灰色

+25Y7/2灰 黄色粘質細砂砂質強い混
7 10YR4/2～ 5/2灰 黄褐色粘質細砂

十ρ5Y7/3浅黄色粘質細砂砂質強い+25Y4/1黄 灰色粘質土わずか混
8 25Y6/1黄灰色■2るY7/3浅 黄色粘質細砂砂質強い混

SK01

2ト レンテ東壁 (0-35m)
1 耕作土
2 床土
3 25Y6/4に ぶい黄色+25Y5/1黄 灰色粘質細砂混
4 10VR3/1黒褐色～4/1褐 灰色粘賓細砂砂質強い
5 10YR5/2灰 黄褐色～ツ1褐 灰色粘質細砂砂質強い
6 10YR5/2灰 黄掲色～5/1褐 灰色+25Y7/2灰 黄色粘質細砂砂質強い
7 25Y7/2～ 6/2灰黄色粘質細砂砂質強い (Mn 炭化物含)

3 25Y6/1黄灰色+25Y7/3浅 黄色粘質細砂砂質強い混

東 壁

S

８ｍ
‐
‐
‐
‐

チＥ一レ

南 壁

3ト レンチ南壁 (55-75m)     ~~~―――

1耕作土
2床土
325Y6/1黄灰色■10YR5/4に ぶい黄掲色粘質細砂わずか混
425Y6/1黄 灰色+25Y6/41こ ぷい黄色粘質細砂混
525Y5/1黄灰色粘質上十褐色粒混
625Y5/1黄灰色粘質上十褐色粒混

+25Y6/2灰 黄色～7/8浅 黄色粘質細砂ブロック状混
725Y6/2灰黄色～7ノ 3浅黄色粘質細砂
8 10YR3/1黒 掲色～4/1褐 灰色粘質細砂砂質強い
9 10YR5/2灰 黄掲色～5/1褐 灰色粘質細砂砂質強い
10 10YR5/2灰 黄掲色～5/1褐 灰色+26Yヤ/2灰資色粘質細砂砂質強い
1125Y6/1黄灰色+2うY7/3浅 黄色粘質細砂砂質強い混

W

E

3ト レンチ

第58図 2・ 3トレンチ断面図

3ト レンチ南壁 (1-2m)
1 耕作土
2 床土
3 25Y6/1黄灰色+10YR5/4にぶい黄褐色粘質細砂少量混
4 25Y6/1黄 灰色+25Y6/4に ぶい黄色粘質細砂混
5 26Y5/1黄灰色粘質土十褐色粒混
6 25Y5/1黄灰色～5/9黄 掲色粘質上 (Mnわ ずか含)

7 25Y5/1～ 4/1黄 灰色粘質土

W

3ト レンチ南壁 (11-12m)
1 耕作土
2 床土
3 25Y6/2灰 黄色～7/3浅黄色粘質細砂
4 10YR5/2灰黄褐色～5/1褐 灰色粘質細砂砂質強い
5 10YR5/2灰黄褐色～5/1褐 灰色+25Y7/2灰 黄色粘質細砂砂質強い
6 25Y6/1黄 灰色+25Y7/3浅 黄色粘質細砂砂質強い混

W

(S‐ 1:40)

2占チ垂垂垂垂垂垂垂士
=≡

≦三三ヨ島
2ト レンチ東壁 (14-18m)
, 耕作土
2 床土
3 25Y6/4にぷい責色+25Y5/1黄 灰色粘質組砂混
4 25Y4/2暗灰黄色粘質細砂粘質強い (Mn多 含)

5 10YR3/1黒 掲色～4/1褐 灰色粘質細砂砂質強い
6 10YR5/2灰 黄掲色～5/1褐 灰色粘質細砂砂質強い
7 10YR5/2灰 黄褐色～5/1褐 灰色+25Y7/2灰 黄色粘質細砂砂質強い
8 25Y6/1黄 灰色+25Y7/3浅 黄色粘質細砂砂質強い混

|

E

3ト レンチ

|

SK02
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ｍ
ｌ

第�章 飯野町東二字中代地区試掘調査

4ト レンテ南壁 (4-7m)
,耕作土
2床■
325Y6/1黄 灰色+10YR5/6黄褐色粘質細砂少量混
425Y6/1資 灰色+10YRS/6黄褐色粘質細砂少震混 (Mn少量含)

W   :|:学監升重髯ぴ埒舟指震督乾質細砂砂質強い
眸45m &稼罵堪堵繁司続

細砂

お

“

託老兌貢盪鬼融
砂砂質聾ヽ

罷褐予監妃浸豊描雹盤酵
砂貨強い

脩
町
R醒

再拝
色
嘉冒慾骨餐亀砂混

“篭
Y6繊

鵡謡謬例1霜斜
15E5Y6/3にぶい黄色～5/2暗 灰責色祖砂

4ト レンチ南壁 (11-135m)
1耕作土
2床土
3 2SY6/1黄 灰色+10YR5/6黄褐色粘質細砂少量混
425Y6/1黄 灰色+10YR5/6黄褐色粘質細砂少量混 (Mn少量含)

5 10YR4/1～ 5/1掲 灰色粘質細砂
625Y3/2黒 褐色粘質細砂

+10YR5/6貢褐色粘質細砂粘質強い混 (炭化物含)

7 10YR3/1～ 3/2黒 褐色粘質細砂粘質強い
8 10YR4/2灰黄褐色粗砂
9 10YR3/,黒褐色～4/1褐 灰色粘質細砂砂質強い
,0 10VR5/2灰 黄褐色～5/1褐 灰色粘質細砂砂質強い
,1 10YR72灰 黄褐色細砂
1225Y6/3にぶい貢色～5/2暗灰黄色粗砂

E

4ト レンチ

３ｍ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ南 壁

東 壁

チＮ一レ
N

5ト レンチ

南 壁

第59図 4～ 6トレンチ断面図

S

SD01

5ト レンチ東壁 (6-75m)
1 耕作土
2 床土
3 ,SY6/1黄 灰色十10YR5/6黄 掲色粘質細砂少量混
4 25Y6/1黄 灰色粘質土+10YR5/6黄褐色粘質細砂少二混 (Mn少 含)

5 '5Y5/1黄 灰色粘質細砂
6 10YR3/1黒褐色～5/1褐 灰色粘質細砂+10YR4/6褐色粘質細砂混
7 ρ5Y3/1黒 褐色～4/1黄灰色粘質粗砂
8 ?5Y2/1黒 色粘質粗砂
9 25Y4/1黄 灰色+25Y6/3に ぶい黄色粘質粗砂少畳混

W

6ト レンチ南壁 (45-6m)
1 耕作土
2 25Y6/1黄灰色+10VR5/6黄 掲色粘質細砂少量混
3 25Y6/1黄灰色粘質上+10YR5/6黄掲色粘質細砂少霊混 (Mn少 含)

4 25Y4/1黄 灰色+10YR4/4褐 色粘質細砂少霊混
5 25Y2/1黒 色粘質組砂
6 25Y4/1黄灰色+25Y6/3に ぶい黄色粘質粗砂少豊混
7 25Y6/3に ぶい黄色～5/2暗灰黄色粗砂

東 壁

S

5ト レンチ東壁 (0-lm)
1 耕作土
2 床土
3 25Y6/1黄灰色+10YR5/6黄掲色粘質細砂少量混
4 25Y6/1黄灰色粘質上十iOYR5/6黄褐色粘質細砂少量混 (Mn少合)

5 25Y4/1黄灰色+,OYR4/4掲色粘質細砂混
6 10YR3/1黒 褐色粘質細砂+砂粒 (ol―l混
7 25Y4/1黄灰色+25Y6/3に ぷい黄色粘質Ia砂少量混
8 25Y6/3に ぶい黄色～5/2暗 灰黄色粗砂

E

6ト レンチ

(S=1:40)
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トレンチ名 延 長 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1ト レンチ 1 1ln× 9,9m 弥 生 無 し 弥生土器片

2ト レンチ 0.8m× 20.Om 弥生～中世 土坑 3
弥生土器片、サヌカイ ト片、土師器片、

土師質土器片

3ト レンチ 0,9m× 12,9m 弥生～中世 無 し 弥生土器片、サヌカイ ト片、土師器片

4 トレンチ 0,9m× 15.6m 弥 生 イ毒2 弥生土器片

5 トレンチ 0.9m× 15.8m 弥 生 溝 1 弥生土器片

6ト レンチ 09m× 10.2m 弥 生 溝 1 弥生土器片

第10表 飯野町東二字中代地区試掘調査 トレンチ概要

以上調査区域内の東寄 りの数箇所で溝を検出することができた。南端付近では土坑群が検出されたが詳細

は不明である。ほぼ全域において、遺物包含層が認められるが、検出される遺構の同様の埋土から弥生土器

と土師器が出土することか ら、遺構 としては中世に属するものと思われる。今回の調査で得 られた資料が少

ないことから詳細な内容を掴み取ることは不可能であつた。

弥生土器の包含層には砂が多く混 じつていることから、飯野山の表土が降雨等によつて流れてきたものと

思われる。飯野山山塊には、弥生時代中期の遺跡が展開していることから、この遺物が土砂 と一緒に流れ込    |
んだものと見た方がいいと思われる。

確認できた遺構の種別は、溝 3条 と土坑 3基であ り、全てにおいてその詳細を掴み取れる内容ではなかつ

た。立地条件から考えると集落遺跡の一部であると思われる。

4.ま とめ

今回の調査で、計画区域東半部で遺構を検出することができた。遺構面の上層には弥生時代の上器片を含

む包含層が見 られるが、明確な遺構が伴わない。同一面の遺構から土師器の出土も見 られることから、後世

の影響を受けているものである可能性 も否定できない。

これ らのことから検討 した結果、計画区域の一部で遺構は検出されたがそれ らの詳細をつかめる資料を得

られるまでには至 らず、遺構密度 も非常に薄いことから、計画区域全域について保護措置は不要であるとの

結論に至つた。
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調査前風景 :北 西から 調査風景 1ト レンチ全景 :東 から

1トレンチ旧水路 2トレンチ全景 :南から 2トレンチSK01検 出状況

2トレンチSK02検 出状況 3トレンチ全景 :西 から 3トレンチ中央の段落ち部

4トレンチ全景 :東から 4トレンチS D01・ 02検 出状況 5トレンチ全景 :北 から

5トレンチSD01検 出状況 6トレンチ全景 :東から 6トレンチSD01検 出状況

図版20飯 野町東二字中代地区試掘調査 (1)
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10

図版21飯 野町東二字中代地区試掘調査 (2)
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綾歌町富熊字蔵ノ内地区

【蔵ノ内遺跡】





第�章 綾歌町富熊字蔵ノ内地区試掘調査

調査対象地

調査期間

調査面積

第�章 綾歌町富熊字蔵ノ内地区試掘調査

綾歌町富熊宇蔵ノ内 2500-1、 250
平成 20年 12月 16日 ～ 12月 18日

約 129だ (調査対象地面積 4039r)

0-2、 2500-3、 2501、 2502

1.立地とrn~境

計画区域は、丸亀平野南部の東端付近に位置する。

北には横山から西に派生する丘陵、南西には岡田台地

がそれぞれ迫つており、平野としては若干絞 り込まれ

ている。周辺には、富士見坂団地のある丘陵部に『地

神山古墳群 (古墳 :古墳)』 カミ所在し、平野部では北側

100m地 点に『庄遺跡 (弥生～中世 :集落跡)』、南

150m地 点に『塔寺遺跡 (不 明 :包含地)』 が所在

している。また、北の正人幡神社のある丘陵上には『官

前人幡神社古墳 (古墳 :古墳)』 が、更に西に延びる尾

根斜面部には『次見遺跡 (弥生 :集落跡)』 が所在する。

東方に答える横山丘陵には、『横山経塚古墳群 (古墳 :

古墳)』 をはじめとする積石塚前方後円墳が多く築かれ

ている。

これ らのことから、この付近は弥生時代から古墳時

代にかけて特に活発な地域であつたことが読み取れる。

計画区域は、南の塔寺遺跡のある付近から緩やかに

延びる微高地の先端部付近にあたる。

第60図 調査地位置図

2.調査に至る経緯と調査の経過

平成 20年 12月 1日 付けで、事業者より分譲住宅開発に伴 う埋蔵文化財の有無に関する照会が提出され

た。当該地は、立地としては非常に安定 してお り、北側の谷部を挟んだ北対岸部に庄遺跡が所在することか

らも同様の遺跡が所在する可能性は極めて高いと考えられる。このことを基に検討 した結果、試掘調査を実

施することとした。試掘調査は、重機掘削による トレンチ調査 とした。

調査の結果まとまつて遺構の分布が見られるエ リアが認められたことから保護措置が必要であると考えら

れた。その他の範囲については、遺物包含層は見られるものの旧河道域であり遺構の分布が考えられないこ

とから、今後の保護措置は不要であるとの結論に至つた。この旨を平成 21年 1月 19日 付けで回答 した。

3.調査の概要

【1ト レンチ】

耕作土下 2 5 clll程で須恵器密片等を包含する層が見られるが、遺構は認められない。

【2ト レンチ】

トレンチ北端付近で境乱を受ける箇所を確認する。包含層が認められ 9層からは、遺物 1が 出土した。十

瓶産の 12C後半期の担鉢である。遺構は検出されなかつた。境乱部と同じあたりでベース層が北に下る。

北の田が一段低く谷地形の肩部分と考えられる。 2、 3は 3層から出土した。陶器の鍋が出土している。

〔3ト レンチ】

西端付近で トレンチに対して斜行する溝を検出するが遺物の包含は認められない。包含層からは、 5土師

器の小皿、 6内側を炭化処理した黒色土器碗、 7、 8底部などが出土する。弥生土器の壺底部 4や、須恵質

アイ
一
´″れ
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の口縁片、端部に炭化処理が見える。他に陶器の壷 10な ども見られる。出土量は比較的多い

市道 庄油山線

K ttM
卜iOOm

市道
水掛庄線

第61図 トレンチ配置図
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第�章 綾歌町富熊字蔵ノ内地区試掘調査

西 壁 |

S

1ト レンテ

N

2ト レンチ

E

3ト レンチ

N

東 壁

―
―

~~

W

西 壁

1ト レンチ西壁 (0-lm)
1 耕作土
2 花高土
3 25Y5/2暗灰黄色+25Y5/3黄 掲色

粘質細砂マープル状混
4 ?5YS/2暗灰寅色+25Y5/3黄 褐色

粘質細砂マーブル状混 (Mn多合)

5 2る Y6/1黄灰色～25Y5/4黄褐色
粘質細砂砂質強い (Mn少 含)

6 25Y6/2灰黄色粘質細砂粘質強い
7 25Y6/2灰黄色～5/4黄 褐色

粘質土マーブル状混 (Mn含 )

N

1ト レンチ西壁 (9-10m)
1 耕作土
2 花高土
3 25Y5/2暗灰黄色～5/9黄 掲色粘質細砂
4 ?5ys/4資褐色～6/1黄灰色粘質細砂砂質強い
5 25Y6/2灰黄色～5/4黄 褐色粘質細砂
6 25Y6/Sに ぷい黄色+6/2灰黄色粘質細砂粘質強い

プロック状混 (Mn多 含)

7 25Y6/Sに ぷい黄色～6/6明 黄褐色粘質土 (Mn含 )

S

2ト レ ンチ 東 壁 (0-4m)
1耕作土
2撹苫し
3¢ 5Y5/2晴灰黄色砂 (φ l～St締粒含 速物合)

4 10YR6/1褐灰色+10YR5/3にぶい黄褐色粘資細砂混
5 10YR5/1掲灰色+5B4/1暗青灰色粘質上混
6584/1暗青灰色粘質土
725Y6/1黄 灰色+2るY5/6黄掲色粘質細砂混
826Y6/1黄 灰色～5/4黄 褐色粘質細砂砂質強い (Mn少 含)

925Y6/1貧 灰色～5/4黄 褐色粘質細砂砂質強い
+10YR4/4褐色粘質細砂混 lM n少 含)

10 10YR6/1賓 灰色+10YR4/4褐色粘質細砂 (Mn含 )

11 ,OYR6/1褐 灰色+,OYR3/3暗褐色粘質細砂少混砂質強い
12 10YR3μ 暗褐色+25Y6/,黄 灰色粘質細砂少混 (Mn多 含)

,325Y6/2灰黄色+,OYR5/6黄褐色粘質細砂混

第62図 1～ 3トレンチ断面図

E                     W
扇 チ

匡
三

軍 三 コ

艦

SD01

3ト レンチ南壁 (95-1lm)
1耕作土
225Y5/,黄 灰色～5/6黄 褐色粘質細砂砂質強い
925Y5/6黄 褐色～6/,灰黄色粘質細砂 lM n含 )

425Y5/,黄 灰色粘質級砂
525Y5/4黄 褐色～6/6明 黄褐色粘質細砂
625Y5/1～ 4/1黄灰色粘質細砂 lM n多 含)

7 25YO/1黒掲色～2/1黒 色粘質土
825Y4/,黄 灰色+25Y4/6オ リープ褐色

粘質細砂砂質強い+小 石まばら混
925Y5/9～ 5/4黄 褐色粘質土 (Mn多 含)

1025Y5/9～ 5/4黄 褐色粘質土 lM n多 含)

+2 5YO/1黄 灰色粘質細砂ブロック状混

南 壁南 壁

3ト レンテ南壁 (0-lm)
1 耕作土
2 25Y5/1黄灰色～5/6黄 掲色粘質細砂砂質強い
3 25Y5/6黄褐色～6/1灰 黄色粘質細砂 rM n含 )

4 25Y5/1黄灰色粘質細砂
5 2 5YS/3～ 5/4黄 掲色粘質土 (Mn多 含)

6 25Y5/3～ 5/4黄 掲色粘質土 (Mn多 含)

■25Y6/1黄 灰色粘質組砂プロック状混

(S-1:40)
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4ト レンチ東壁 (1-3m)
1 耕作上
2 25Y5/6貢褐色～6/1黄灰色粘質組砂砂質強い
3 25Y6/1黄灰色～5/6黄褐色粘質組砂砂質強い
4 25Y5/4黄褐色～6/6明 黄褐色粘質細砂
5 25Y5/1～ 6/1黄 灰色粘質細砂

+25V4/6オ リープ褐色粘質細砂ブロック状混

N

5ト レンチ

E

6ト レンチ

E

6ト レンチ

625Y3/1黒 褐色+25Y4/6オ リーブ褐色
粘質細砂フロック状混

lM n多 含)725Y3/1黒 褐色～2/1黒 色粘質土
825Y71黄灰色+3/1黒褐色

■25Y4/6オ リープ褐色粘質土ブロック状混
925Y6/1黄灰色粘質極細砂
,025Y5/3～ 5/4黄 掲色粘質土 (Mn多 合)

1125Y5/3～5/4黄 掲色格質土 (Mn多 含)

+25Y6/1黄 灰色粘質細砂ブElッ ク状混

西 壁

N

SK01

5ト レンチ西壁 (3-4m)
1 耕作土
2 床土
3 25Y5/1責灰色粘質細砂
4 10Y寂 5/6黄 褐色■25Y5/,黄 灰色粘質細砂混
S iOYR4/6褐 色+25Y5/y,黄 灰色

格質細砂少混 御 n合 )

6 26Y5/1黄灰色+10Y昭/6掲色粘質細砂 (Mn含)混
7 10YR4/1褐 灰色粘質細砂 (Mn合 )

8 10YR4/,～ 5/1褐 灰色粘質細砂 (Mn少含)

9 25Y7/2灰黄色～6/41こぷい黄色粘質細砂 (Mn合)

5ト レンチ西壁 (95-14m)
1 耕作土
2 床■
3 2 SY5/1黄灰色粘質細砂
4 10YRS/6責 褐色+25Y5/1黄 灰色粘質細砂混
5 10YR4/6褐 色+25Y5/1黄 灰色

粘質細砂少混 (Mn含 )

6 25Y5/1黄灰色粘質細砂砂質強い (Mn少 含)

7 ,OYR5/1褐 灰色粘質細砂 (Mn含 )

8 宏5Y7/2灰 黄色～6/4に ぶい黄色粘質細砂 (Mn含 )

S

5ト レンチ

W

南 壁

6ト レンチ南壁 (3-6m)
1耕作土
2床土
925Y6/1黄 灰色粘質細砂
425Y5/4～ 5/6黄 掲色粘質細砂
5 25YS/4～ 5/6黄 褐色格質細砂

+25Y6/1黄 灰色粘質細砂混
625Y6/2灰 黄色■25Y5/6黄掲色粘質細砂混
725Y5/1黄 灰色粘質細砂
825Y5/1黄 灰色粘質細砂 (Mn混 )

9ク 5Y5/1黄灰色+,OYR2/2黒褐色
粘質級砂ノロック状混

10 10YR3/1～ 3/2黒 掲色粘質細砂 (く さり礫含)

11 10YR2/1黒 色粘質■
12 iOVR4/1掲 灰色粘質細砂
19 10YR3/1黒 褐色粘質細砂

+25Y7/?灰 黄色～6μにぷい黄色粘質細砂混 (Mn合 )

1425Y7/2灰黄色～6/4に ぷい黄色粘質細砂 ω n含 )

6ト レンチ南壁 (125-16m)
1耕作■
2床上
325Y6/1黄 灰色粘質細砂

W   ζ::予:舟τ:疼憂福色穂岳鋼畝
口α師∩ 6熙耀 径写換繹響催 色粘質細砂混

ζ†i需識朧謎飾
:オ群 稀ち緞 堵にぶい黄色粘質細砂 御 n含 )

(S-1:40)

第63図 4～ 6トレンチ断面図
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WE

7ト レンチ

W

南 壁

7ト レンチ南壁 (9-10m)
耕作土
床土
25Y6/1黄 灰色+25Y6/4に ぶい黄色粘質細砂混
25Y6/4に ぶい黄色+25Y6/1黄 灰色粘質細砂混
25Y5/1黄 灰色+?5Y6/4に ぶい黄色粘質細砂混
25Y6/4に ぶい黄色+25Y5/1黄 灰色粘質細砂混
25Y5/1黄 灰色+25Y6/4に ぶい黄色
粘質細砂砂質強い混

8 10YR5/4に ぶい黄褐色+iOYR5/1褐灰色粘質組砂混
9 10VR5/1褐 灰色+10YR4/31こ ぷい黄掲色

粘質細砂砂質強い混
iO iOYR5/1～ 4/1褐灰色粘質土 (Mn多 含)

11 10YR5/1～ 4/1褐灰色粘質細砂 lM n多 含)

,2 10YR6/1掲 灰色+5/6黄褐色細砂 (Mn含 )

7ト レンチ南壁 (0-3m)
1 耕作土
2 床土
3 10YR5/4に ぶい黄掲色■25Y6/1黄灰色粘質細砂混
4 10YR5/6黄 褐色+25Y6/1黄 灰色

粘質細砂混 (Mn少 含)

5 25Y671黄 灰色+25Y6/4に ぷい黄色
粘質細砂少混 (Mn含 )

6 25Y6/1黄 灰色+10YR5/6黄 褐色
粘質細砂混 (Mn含 )

7 2 SY5/1黄灰色粘質細砂

825Y5/1貢 灰色粘質細砂+粗砂混
925Y5/1黄 灰色粘貨組砂砂質強い
1010Y部,ヽ褐色+25Y5/1黄 灰色

粘質細砂砂質強い混
1125Y4/1黄灰色准質細砂砂質強い

+10YR3/1黒褐色砂質土混
125Y7/2灰 白色+10YR5/4にぶい黄掲色砂質土混
1325Y5/1黄灰色粗砂+10YR4/2灰黄褐色粗砂混
145Y6/1灰 色～6/2灰 オリーブ色細砂

+10YR5/4にぶい黄掲色細砂混
155Y6/2灰 オリープ色細砂

S

8ト レンチ

西 壁

N

8ト レンチ西壁 (7-1lm)
1 耕作土
2 25Y6/1黄 灰色+25Y5/6黄 褐色

粘質細砂砂質強いまばら混
3 25Y6/1黄 灰色+25Y6/6明 黄掲色

粘質細砂粘質強い
4 25Y5/1～ 6/1黄 灰色

+25Y6/6明 黄掲色粘質細砂混
5 25Y5/6黄 褐色～6/6明 黄褐色粘質級砂

+25Y6/1黄 灰色粘質細砂まばら混
6 95Y6/6明 黄掲色粘質細砂

+25Y6/2灰 黄色細砂～粗砂ノロック状混

西 壁

9ト レンチ西壁 (9-10m)
1耕作主
2床■ 1(■器片含)

3床■ 2(■器片含)

426Y6/3に ぶい黄色
+2 Sys/6黄 褐色粘質細砂砂質強い混

525Y6/1黄 灰色粘質細砂 (炭化物少含)

6 10VR5/6黄褐色+25Y6/1黄 灰色粘質細砂まばら混
7 10YR6/2灰黄褐色組砂

■10YR3/3～ 3/1黒 褐色細砂混
8 illYR6/2灰黄褐色細砂
9 10YR6/2灰黄褐色粗砂
i05Y6/3オ リープ黄色粘質■+25Y6/,黄 灰色粘質細秒

■10YR4/6掲 色粘質細砂混

2m

725V6/1黄 灰色+10YR5/3に ぷい黄褐色
粘質細砂混 lM n含 )

825Y7/1灰 自色砂質土
+25Y6/4に 六ヽい黄色粘質4R砂わずかに混

925Y7/1灰 白色細砂
1025Y6/1黄灰色■10YR5/3に ぶい黄褐色

粘質細砂～粗砂 (Mn含 )

,125Y6/2灰黄色キiOWR5/6黄 褐色
粘質■プロック状わずか混 (Mn多 含)

1225Y6/6明黄褐色■25Y6/1黄灰色
粘質細砂砂質強いまばら混 (Mn多含)

i310YR6/6明 黄掲色～5/6糞 褐色粘質土
+25Y7/2灰 黄色粘質土混

西 壁

S

9ト レンチ

9ト レンチ西壁 (0-2m)
1耕作土
2床± 1(■器片含)

3床± 2

425V6/3に ぶい黄色
+2 5YS/6黄 掲色粘質細砂砂質強い混

5 10YR5/6黄褐色～V6褐色粘質細砂 (Mn含 )

6 ,OYR5/6黄褐色キ10YR6/1褐灰色粘質細砂まばら混
725Y6/2灰 黄色+10YR4/6掲色粘質細砂混
8 10YR6/2灰黄掲色粘質細砂砂質強い
9粗砂
10組 砂
11粗 砂
12細 砂
13粗砂
14 10YR5/2灰 黄褐色ンルト質細砂

キIOVR4/6褐 色粘質細砂プロック状少混

フ～9トレンチ断面図
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第�章 綾歌町富熊字蔵ノ内地区試掘調査

【4ト レンチ】

南端付近で トレンチ軸に対して斜行する溝を検出したが、遺物の包含は認められない。 3ト レンチの溝と

同一の溝と考えられる。包含層からは、少量の土器片が出土する。トレンチ北部で北に下る落ちを検出する。

2ト レンチの谷地形肩部分と対応すると考えられる。

【5ト レンチ】

包含層から遺物 11～ 13の 上師器の皿・小皿などが出土する。 トレンチ中央部付近から南端部にかけて

土坑を検出した。SK0 2か らは、14小皿、15郷が出土した。この不は 13～ 14Cの所産と考えられる。

トレンチ北部では、東西軸の砂層の堆積部が認められるが、遺構であるかどうかは不明である。

【6ト レンチ】

西部で トレンチに対して斜行する溝を検出した。 3・ 4ト レンチの溝と同一であると考えられる。包含層

からは、遺物 16、 17の 上師質の碗が、 9層 からは 18の黒色土器底部が出土した。 18は 12C代のも

のと考えられる。

【7ト レンチ】

東端付近で北東に下る落ち部分を検出した。2・ 4ト レンチの谷地形肩部分に対応するものと考えられる。

包含層 9層 は東にいくと10層 に変わり、土師質の甕 19、 小皿 20、 底部 21な どが出上した。遺構は認

められない。

【8ト レンチ】

中央部で北東に下る落ち部分を検出。 2・ 4・ 7ト レンチの谷地形肩部分に対応するものと考えられる。

包含層からは、土器片が多く出土した。遺物 22は須恵器の碗、 23は土師質の底部である。

19ト レンチ】

4層からは、 24須恵器の台付壺の底部、 25瓦器碗片が出上した。ほぼ全体に砂堆積が見られる。砂層

中から鉄刀と思われる鉄製品が出上したが保存状態が悪く崩壊 した。

他に遺物 26、 12C前 半と考えられる黒色土器碗や 27の 白磁の口縁片が出土した。

【10ト レンチ】

トレンチ東端で東に落ちる地形を確認した。 トレンチ中央では、南西に落ちる地形が認められ、 2・ 4・

7・ 8ト レンチで確認 した谷地形の肩の対岸にあたるものと考えられる。包含層から遺物 28～ 34の上器

が出土した。 28、 29は土師質の碗である。摩滅が著しく調整は不明であつた。 30、 35は土師質の小

皿、 31、 32は底部である。 33は瓦質の碗の胴部である。外側に屈曲して開いていく。 34は須恵器の

胴部片、内外に自然釉が残る。 36は陶器の底部である。外側は無釉で、内側にはオリーブ灰色の釉薬がか

かり、見込みには砂目が残る。

トレンチ名 延長 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1 トレンチ 0.9m× 11.Om 不 明 無 し 土師質土器片、陶器片、須恵器片

2ト レンチ 0.8m× 11.6m 不 明 旧河道
土師器片、土師質土器片
サヌカイ ト片、陶器片

3ト レンチ 1.Om× 121m 不 明 辛毒 1
土師質土器片、須恵器片
土師器片、陶器片、弥生土器片

4ト レンチ 0,9m× 13.4m 不 明 溝 1、 旧河道 土師質土器片、陶器片

5ト レンチ 0,9m× 160m 13～ 14世紀 土坑 4 土師質土器片、土師器片

6ト レンチ 0,8m× 173m 12世紀 イ毒 1
須恵器片、黒色土器片
土師器片、土師質土器片

7ト レンチ 1,Om× 140m 不 明 旧河道 土師器片、土師質土器片、サヌカイ ト片

8ト レンチ 0.8m× 129m 不 明 旧河道
須恵器片、瓦器片、黒色土器片

土師器片、土師質土器片、磁器片

9ト レンチ 10m× 11.9m 不 明 旧河道 土師質土器片、瓦器片、陶器片、鉄製品

10ト レンチ 10m× 21.2m 不 明 旧河道
土師質土器片、須恵器片、サヌカイ ト片
磁器片、黒色土器片、土師器片、瓦器片

第 11表 綾歌町富熊字蔵ノ内地区試掘調査 トレンチ概要
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12ト レンテ
22ト レンチ
32ト レンチ
4息 トレンテ
53ト レンチ
03ト レンテ
73ト レンテ
81ト レンテ
9,ト レンチ
100ト レンチ

1l Sト レンチ
12.5ト レ|ンチ
13`ト レシチ
14Sト レンチy02
15Sト レンチ SIk02

lC● トレンチ
17dト レンチ
186ト レンチ
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2910ト レンチ
3010ト レンチ
31,0ト レンチ
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“

10ト レンチ
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第65.図 出土遺物実測図
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南 壁

２ｍ
‐
‐
十
１

10ト レンチ南壁 (0-2m)
1耕作土

2床 土

325Y6/2灰 黄色十10YR5/6黄掲色粘質細砂混

425Y6/3に ぶい黄色粘質細砂砂質強い (Mn多 含 )

5 ,OY魚6/3～ 6/4に ぶい黄種色粗砂
625Y6/0に ぶい黄色細砂～粗砂
725Y6/2灰 黄色～5/2暗 灰黄色粘質細砂砂質強い

■10YR5/6粘質細砂ブロック状混
825Y6/3に ぶい黄色粗砂+10YR4/6粘質細砂混 (Mn合 )

925Y6/6明 黄掲色+25Y7/2灰 黄色継質土混 (Mn含 )

i025Y6/2灰黄色粘質土+10YR4/6褐色粘質細砂混 (Mn含 )

W

W

(S-1:40)

10ト レンチ南壁 (9-19m)
1 耕作土

2 25V4/3～ 4/6オ リープ褐色粘質細砂

3 ,OYR5/1掲 灰色～5/6責 掲色粘質細砂 (Mn少 含)

4 25Y6/2灰 黄色～5/6黄 掲色粘質細砂

5 '5Y6/2灰 黄色粘質細砂 (Mn含 )

6 25Y5/2暗 灰黄色粘質細砂

7 10YR5/1掲 灰色細砂十iOYR亨 4掲色粘質細砂少混

第66図 10ト レンチ断面図

8 10YR4/3にぶい責掲色～4/6褐色組砂やや粗砂

9?5Y5/2暗 灰黄色粗砂やや細かい

+10YR4海 褐色粗砂やや細かい混

iO 10YM/4掲 色～6/1掲 灰色砂

11 10YR6/1掲 灰色～ 10YRγ 6掲色砂

■10YR3/4黒 掲色砂少混

1225Y6/3に ぶい黄色

十iOYR6/6明 黄掲色粘質極細砂混 lNl nブ ロック状多含 )

以上、計画区域内に 10箇所の試掘 トレンチを設定して調査を行った。

結果、調査区域内の中央部からやや西寄 りにかけて密度は薄いが遺構の分布を確認することができた。確

認できた遺構は、南西から北東に延びる溝 1条 と溝の東側に展開する土坑群である。土坑群については、一

部遺物を包含 し、 13～ 14世紀に比定できるものの柱穴であるかどうかの確認はとれなかつた。

調査区域の南東端から北西にかけては、現在の地形から想像できるが谷地形が延びていることが確認でき

た。旧河道 として機能 していたものと考えられる。地形の落ちは、計画区域の東端部でも確認できたことか

ら計画区域南東端付近で分岐する旧河道が北方にも延びていたものと考えられる。

遺構の分布は、旧河道の南側で確認することができる。

遺構が認められない部分でも、包含層は認められるので、現地形から考えると、計画区域の南部にはもう

少 し密度の濃い遺跡が展開していることが考えられる。

調査後、 トレンチは埋め戻 し原状に復 した

4.ま とめ

今回の調査で、計画区域内において一部で遺構の分布が見られることがわかつた。遺物を包含する層はほ

ぼ全域で認められるが、遺構を伴 う区域は一部に限定される。

計画区域の南東端から北西方向にかけては、旧河道が延びてお り遺構の分布は見 られない。計画区域の西

部は、一部野菜の作付けにより未調査の部分があるが 1・ 2ト レンチの結果からは遺構の展開は考え難い。

これ らのことか ら、別図に示した範囲についてはまとまつて遺構の分布が見られることから保護措置が必

要であるとの結論に至つた。その他の範囲については、遺物包含層は見られるものの旧河道域であり遺構の

分布が考えられないことから今後の保護措置は不要とした。

保護措置を必要 とした範囲については、『蔵ノ内遺跡』として新たに周知の埋蔵文化財包蔵地として登録 さ

れることとなつた。
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2トレンチ東壁土層

静
 鞠

図版22綾 歌町富熊字蔵ノ内地区試掘調査 (1)

北端の一段落ちた土地

1ト レンチ西壁上層 2トレンチ全景 :北 から

鰺||

3トレンチSD01完 掘状況3トレンチ全景 :西 から

I喜 鷹菅
`Ir●

1・ ■k

4トレンチ全景 :南 から 4ドレンチSDO刊 断ち割り状況 4トレンチ砂層堆積状況

5ト レンチ全景 :北 から 5ト レンチSK02完 掘状況 5トレンチSK04完 掘状況
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5トレンチ西壁土層 5トレンチ西壁土層 6トレンチ全景 :西 から

6トレンチSD01断ち割り状況 6トレンチ南壁土層 7トレンチ全景 :西 から

7トレンチ南壁土層 7トレンチ南壁土層 8トレンチ全景 :南から

8トレンチ土層 9トレンチ全景 :南から 9トレンチ西壁土層

9トレンチ砂層部鉄製品出土状況 10ト レンチ全景 :西 から 10ト レンチ南壁土層

図版23綾歌町富熊字蔵ノ内地区試掘調査 (2)
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９

〓10

|

16                       17

図版24綾 歌町富熊字蔵ノ内地区試掘調査 (3)
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図版25綾 歌町富熊字蔵ノ内地区試掘調査 (4)
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【行末西遺跡】





第�章 綾歌町富熊字沖地区試掘調査

第� 章 綾歌町富熊字沖地区試掘調査

調査対象地

調査期間

調査面積

綾歌町富熊字沖 858-1
平成 21年 1月 19日 ～ 1月 21日

約 105.5だ (調査対象地面積 2825ポ )

1.立地と環境

計画区域は、丸亀平野南東部に位置する。対象地の

南西部は岡田台地 (洪積台地)と なつている。東の羽

床盆地から続 く平野の絞 り込まれた地域である。

周辺の遺跡分布状況をみると、対象地南東には『行

末西遺跡 (弥生・古墳 :集落跡 )』 、『行末遺跡 (弥生 :

集落跡 )』 が所在する。これ らは遺構の密度も濃く、拠

点集落 として栄えていたものと考えられる。

遺跡の分布区域 としては、中大束川の右岸地域 と考

えられている。

2.調査に至る経緯 と調査の経過

平成 21年 1月 7日 付けで、宅地分譲建設に伴い埋

蔵文化財に関する有無の照会が提出された。

計画地は、行末西遺跡の隣地でもあることから遺跡

の分布可能性が相当高いと考えられる。このことを基

に検討 した結果、試掘調査を実施することとした。
第67図 調査地位置図

1月 9日 立入 り申請がなされ、 1月 19日 ～ 21日 で重機掘削による調査を実施 した。

調査の結果、計画地全域において遺跡が発見された。これにより、保護措置が必要である旨の回答を 2月

5日 付けで提出した。

3.調査の概要

【1ト レンチ】

トレンチ東端付近で溝状落ち SD0 1を 検出した。下層部から大量の水が湧き出すことにより底部までの

確認は不可能であつた。溝か旧河道の判定はできなかつた。SD0 1の 西側で南北軸の溝 SD0 2を 検出し、

トレンチの西半部では土坑群を検出するが詳細は不明。遺物 1～ 4は包含層から出土した。弥生時代後期の

上器 と考えられる。 1は弥生の甕、 2、 3は鉢である。内面にハケロ後叩きの調整がみられる。 4は摩滅が

著 しいが、段を持つ高杯 口縁と思われる。 5は SK0 1か ら出土 した古代の須恵器質の平瓦である。凸面は

格子叩き、凹面は布 目の後ナデ消 しているのがわかる。 6は SK0 2よ り出土した口径約 35,4 cmを測る

土師質の上鍋である。焙烙タイプのもので薄い器壁を有 し、中世の所産と推定される。SD0 1か らは 7の弥

生高郭脚部が出上 した。

(2ト レンチ】

耕作土直下で土坑群を検出した。埋上の違いから中世及び古墳～古代頃に分類できる。一部の土坑か らは

土師器片が出土した。全体を深 く掘 り下げると、多くの溝が検出された。断面観察から9条以上になると考

えられる。 トレンチ西端部付近は大きく下がつてお り、旧河道である可能性がある。溝群のベース層か ら縄

文土器片が出土した。遺物 8は 10層 より出土した。弥生土器の底部である。包含層からは土師質の 9平高

台の底部 と10碗が出土 した。SK0 1か らは 11軟質の須恵器椀が出上 した。SD0 5の 下層から12弥生
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市道 西行末本村線
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,::二

SD06′ ′
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4ト レンチ
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2ト レンテ

3ト レンチ x砂層

囲
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及
範

囲
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範
指
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調
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0                                    20m

6=1:4001

第 68図 トレンチ配置図
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1ト レンチ南壁
,耕作土
2 10YR6/,掲 灰色～6/3に ぶい黄橙色猫質細砂
325Y6/2に ぶい黄色～5/2暗 灰黄色粘質細砂
4 10YR4/1褐灰色粘質細砂
5ク 5Y5/2暗灰黄色+,OYR6/3にぶい黄橙色粘質細砂 (Mn含)

6 10YR4/6褐色+5/2灰黄褐色粘賓細砂混
7 10YR73にぶい黄褐色+4/6褐色少量混粘質細砂
a10韓■2灰黄褐色+4/4褐色粘質細砂
9 10YR5/2～4/2灰 黄褐色粘質細砂 (粗砂少量混)

10 10YR4/3に ぶい黄褐色～5/2灰 黄褐色シル ト質細砂
11 10YRS/2～ 4/2灰 黄掲色粘質細砂 (粗砂少量混)

12 10NR4/1褐 灰色粘質細砂砂質強い
13,0派3/1黒 褐色粘質細砂粘質強い (炭含)

1410W負3/1黒 褐色+7 5YR7/1明 褐灰色少量混粘質細砂
15 10hR5/1掲 灰色粘質細砂 (粗砂少霊混)

16 10YR4/4掲 色+5/1掲灰色粘質細砂砂質強い混
17 10YRS/1褐 灰色粘質細砂 (ベースプロック混)

lS iOYR5/1掲 灰色粘質細砂 (粗砂少選混)

19 10YR5/1褐 灰色+5/4にぶい黄褐色粘質細砂
20 10YM力掲灰色粘質細砂
21 10YM狛掲灰色粘質細砂+7 5YR7/1明 掲灰色フロック状に混
22 10YR5/3に ぶい黄掲色+25Y6/2に ぶい黄色

～5/2暗 灰黄色粘質細砂 (砂粒多く含)

23,OYR5/3に ぶい黄褐色粘質細砂 (ゅ 1～ 3rrrn砂 粒多く混)

24 111YR7/3に ぷい黄橙色細～粗砂
25 10YR7/2に ぶい黄橙色細～粗砂
26 iOYR47/2灰 黄褐色～4/31こぶい黄褐色粘質組砂 (ol～ 5rr r小 石混)

27 10YR2/1黒 色粘質ンル ト
2a iOYR2/1黒 色～3/1黒 褐色粘質紺砂 (粗砂少量混)

29 10VR4/1褐 灰色～4/2灰 黄褐色粘質シツレト (■器含)

30 10YR4/1褐 灰色～4/2灰 黄褐色粘質ンフレト (01～ 5rrn」 石ヽ混)

第�章 綾歌町富熊字沖地区試掘調査

W

0                                     4m

(S-1:80)

31 10YR4/1褐 灰色粘質細砂 (粗砂混)

3225Y4/1黄灰色粘質細砂 (粗砂混)

33 10YR4/1褐 灰色+5G4/1晴緑灰色猶質ンル ト (01～ 5mm小石混)

345G71暗 緑灰色粘質ンル ト
35 10YRク 2灰黄褐色キ5/2灰 黄褐色粘質細砂
36 10YR3/1黒 褐色粘質級砂
37 10YR4/3に ぶい黄掲色粘質細砂
38 10YR4/2灰 黄掲色粘質細砂+48層 ブロック状混
39 25Yν 2暗灰黄色+6/4にぶい黄色粘質■
4025Y5/2暗灰黄色粘質ンルト砂質強い
41 10YR72灰 黄褐色+75Y瑚 6楊色粘質細砂少量混
42 10YR4/2灰 黄掲色粘質細砂
43 10YR4/2灰 黄褐色～5/3に らくい黄掲色粘質細砂
44 10YR74掲 色粘質細砂粘質強い
45 75YR7/1明褐灰色+10YR5/6黄褐色ンルト質細砂
4d75YR7/1明褐灰色細砂
47 75YR7/1明掲灰色細～狙砂

ｍ
ｌ1 南 壁

第69図 1トレンチ断面図

韓 :とす
Iト レンチ
Iト レンチ
Iト レンテ
Iト レンチ

5 1ト レンチ SK01
6 1ト レンチ SK02
7 1ド レンチ SD01

重 :

5 1il螂鞘 0                  10cm

lS=■ 4)

第70図 1トレンチ出土遺物実測図

土器壺の底部が出土 した。底部底に板 目痕が残る。 13は SD1 2か ら出上した土師質の底部である。 14
は粘板岩製の石斧、刃部は使用痕が見える。柄の部分に砥面を持つことから砥石からの転用である可能性が

考えられる。
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南 壁

南 壁

E

2ト レンチ

E

2ト レン

2ト レンチ南壁
1耕作土
2 iCIYR3/1黒掲色～2/1黒 色粘質細砂
3 10YRS/3に ぶい黄褐色十ツ 1褐 灰色粘質細砂
4 10YR3/1黒褐色+4/6褐色粘質細砂少曇混
S25Y6/2に ぶい黄色十,OYR5/3に ぶい黄掲色組～粗砂
6 10YR4μ褐色粗砂+25Y7/1灰 白色+10YR5/6黄掲色粘質組砂混
7 10YR5/3に ぶい黄褐色粗砂 (炭含)

825Y6/1灰 黄色～4/1黄 灰色極細砂～粗砂
9 10YR5/1褐 灰色+25Y6/1灰 黄色細砂
10 10YRS/4に ぶい黄掲色+25Y6/2灰 黄色粘質細砂 (Mn含 )

11定 SY6/2灰黄色粘質細砂
1225Y6/1黄灰色細砂
1910Y代3/1黒 褐色+5/2灰黄褐色粘質細砂粗砂混
1425Y6/1黄灰色～5/1黄 灰色細砂
15 10YR5/2灰 黄褐色組砂～粗砂 (φ 5mm以 下小石混)

16 10YR4/2灰 貢褐色粗砂
1710Y負5/6黄 掲色+25Y6/1黄 灰色シルト質細砂
18 10YR4/2灰 黄褐色粘質細砂
19 10YR4/4褐 色～4/2灰 黄掲色粘質細砂
20 10YRρ/1黒色粘質細砂 (狙砂混)

21 10YR4/2灰 黄据色～4/6褐 色粘質細砂
22 10YR5/3に ぶい黄掲色細～粗砂
23 10YR5/1福 灰色+6/3にぶい黄橙色

+5YR4/6赤褐色粘質細砂 (ラ ミナ層)

24,OYR6/1褐 灰色～6/2灰 黄褐色粘質細砂砂質強い

2525Y4/1黄灰色～7/3浅 黄色粗砂 (ラ ミナ層)

W

(S-1:80)

2625Y5/2暗 灰黄色粘質細砂砂質強い
27 10YR4/1褐 灰色～4/2灰 黄掲色細～粗砂
28 10YR4/1褐 灰色～4/2灰 黄掲色粘質細砂 (M痢 合)

2925Yツ 2暗灰黄色■10YM/6掲色粘質細砂
3025Y6/2灰黄色+6/4にぶい黄色粘質細砂砂質強い
3125Y6/2灰黄色～5/2暗 灰黄色粘質細砂
92 10YR4/1褐 灰色～4/2灰 黄掲色粘質細砂
3325Y5/2暗灰黄色～5/1黄 灰色粘質細砂
3425Y5/4黄褐色～5/2暗 灰黄色粘質細砂
3525Y6/1黄 灰0+10VR5/6責褐色粘質細砂
3625Y5/3黄 褐色+4/1黄灰色粘質細砂
3725Y5/2暗 灰黄色～5/1黄 灰色糧砂 (縄文土器含)

3825V5/ρ 暗灰黄色～5/1黄灰色細砂
3925Y6/2灰黄色細砂
4025Y5/2暗 灰黄色～5/1黄 灰色極細砂
41 iOYR4/4掲 色粘質細砂
4225Y5/1黄 灰色格質細砂 (Mnわずか含)

4325Y5/1黄 灰色粘質細砂 (Mn多合)

4425Y5/2暗灰黄色粘質細砂砂質強い
4525Y6/2灰 黄色粘質組砂
4625Y5/2暗 灰黄色+4/1責灰色

+10YR4/2灰黄褐色粘質細砂
47 10YR4/1褐 灰色+3/2黒掲色粘質細砂 (Mη 含)

4825Y6/3に ぷい黄色～5/1黄 灰色細～粗砂
4025Y7/1灰 自色～6/4に ぷい黄色粘質細砂

5025Y6/2灰 黄色+5/1黄灰色粘質細砂
5125Y6/2灰 黄色細砂
5225Y6/2灰 黄色～5/1黄 灰色粘質細砂～粗砂
5325Y7/1灰 白色～6/3に ぶい黄色細砂
54 10YR4/6掲 色+5/1掲灰色粘質細砂
55 10YR4/1褐 灰色～3/1黒 掲色粘質細砂 lM n合 )

5625Y5/3黄 掲Ol+10VR5/4にぶい黄掲色粘質細砂
57 10VR5/2灰 黄掲色+4/6褐色粘質細砂少量混
5825Y5/2暗 灰黄色粘質細砂+10YR5/4にぶい黄褐色糧砂
5925Y7/1灰 自色+iOYR5/6黄褐色粘貨土混
6025Y7/1灰 白色+iOYR5/6黄褐色粘質細砂混
61 10YR4/2灰黄褐色～76褐色粘質細砂
6210W寂 5/4に ぶい黄掲色粘質細砂
63 10YR5/2～4/2灰 責褐色細砂
64 10YR5/6黄 掲色+25Y6/1黄 灰色細砂～粗砂混
65 10VR5/6黄 褐色■25Y6/1黄 灰色ンルト質細砂
6626Y6/1黄 灰色+10YR6海 にぷい黄橙色細砂混
6725Y7/1灰 白色+6/4にぶい黄色細砂
6S26Y7/1灰 白色極細砂
6925Y5/2暗 灰黄色粘質細砂
イ025Y6/2灰 黄色+10YR5/4にぶい黄掲色細砂
7125Y6/2灰 黄色極細砂
イ225Y5/1黄 灰色～5/2暗 灰黄色細砂～粗砂

Stt U脇

25Y3/1黒掲色粘質細砂粗砂混
25Y4/2暗灰黄色～3/2黒 褐色粘質粗砂十小石混

U山
25Y4/1黄 灰色粘質細砂
+25V3/1黒 褐色～2/1黒 色粘質細砂混
25Y5/2～ ″2暗灰黄色粘質細砂
25Y4/2暗灰責色～3/2黒 掲色粘質粗砂十小石混

E

SK03 ‥
くこフー い94m

25Y3/1黒 掲色粘質細砂砂粗混

全ΞY9イrl挙攣凄皇l    o
25Y4/1黄 灰色粘質■

Ｗ

一

Ｅ

一
Ｋ０

第71図 2トレンチ SK01～03断面図
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3ト レンチ

S

3ト レン

3ト レンチ西壁
1耕作土
2花高土
3旧耕作土
4翅 5Y5/2晴灰黄色粘質上 (Mn少畳含)

525Y6/1黄 灰色粘質組砂
625Y4/1黄 灰色粘質細砂 (粗砂混)

725Y5/2暗 灰黄色細砂
825Y6/1黄 灰色+4/1黄灰色粘質細砂ブロック状混
9 10YR5/3に ぶい黄掲色粘質細砂
,025Y6/1黄灰色+10YR5/3にぶい黄掲色細砂～糧砂
11 ,OYR5/2灰 黄掲色細砂～組砂
,225Y5/1黄灰色粘質上
1325Y4/1黄灰色粘質細砂
1425Y6/3にぷい黄色細砂+5/1黄灰色粘質土ブロック状混
1525Y5/1黄灰色～5/2暗 灰黄色ンルト質細砂～細砂
16 10YR4/6掲 色+5/6黄褐色細砂
1725Y6/2灰黄色粘質細砂
18 10YR5/4に ぶい黄掲色+5/2灰黄褐色細砂～糧砂
19 10YR5/4に ぶい黄掲色+5/2灰黄褐色粗砂
20 10YR5/1掲 灰色～5/3に ぶい養掲色細砂～粗砂
21 10YR5/3に ぷい黄掲色細砂
22?5Y5/2暗灰黄色+10YR5/2灰黄褐色細砂混
2325Y5/2暗灰黄色細砂
24?5Y4/1黄灰色粘質組砂 (糧砂混)

2525Y4/1黄灰色粘質組砂

|

26 iOYR6/9に ぷい黄橙色細砂
27,OYR6/3に ぶい黄橙色粗砂 (φ 5mm以 下)

2825Y4/1黄 灰色粗砂
29 10YR6/2灰黄褐色～5/1褐灰色粗砂
30 10YR6ノ 2灰黄褐色細砂
3125Y6/1黄 灰色シル ト質細砂
32 10YR5/3にぶい黄掲色+5Y5/1灰色粘質細砂混
335Y5/1灰色粘質細砂砂質強い
34 10YR71掲灰色粗砂
35 10YR4/1褐 灰色細砂～粗砂
365Y5/1灰色ンルト
37 10YR4/1掲 灰色+5/0にぶい黄褐色粘質細砂混
38 iOYR4/1褐 灰色粘質細砂
3925Y7/1灰 自色ンル ト
4025Y6/3に ぶい黄色粘質細砂
41 10YM/2灰黄褐色粘質細砂 (糧砂混)

4225Y5/1黄 灰色粘質細砂+10YR5/4にぶい黄掲色粗砂ブロック状混
43 10YR4/1掲灰色粘質細砂粗砂少豊混 (土器含)

44 10YR3/1黒掲色粘質土
45 10YR5/1掲灰色～5/2灰 黄掲色粘質細砂
46 10YR5/2灰黄褐色+4/1掲灰色粘質細砂 (粗砂混)ブロック状混
47 iOYR5/1～4/:褐 灰色粘質土
4825Y6/2灰 黄色～5/2暗 灰黄色粘質細砂
4925Y6/1黄 灰色+7 5YR4/1褐 灰色粘質ンルト
5025Y5/2暗 灰黄色～5/3黄 掲色粘質細砂

西 壁

西 壁

第72図 3・ 4トレンチ断面図

51 10YR3/2黒掲色粘貨細砂 (φ 5～ 10rm小礫多混 )

5225Y6/2灰 黄色～0/3に ぶい黄色粘質細砂

5325Y6/2灰 黄色粘質細砂

54 10YR3/2黒掲色 +5/1掲灰色粘質細砂

55 10YR5/3に ぶい黄掲色粘質上 (粗砂混)

56?5Y5/2暗 灰黄色粘質細砂

57 10YR4/2灰黄掲色 +25Y5/1黄 灰色粘質土

58 10YR5/2灰黄掲色 +3/2黒褐色格質細砂フロック状混

59 10YR5/2灰黄揚色 +5/6黄褐色粘質細砂混

60 10YR73～ 5/3に ぷい黄掲色粘質細砂粘質強い
61 10YR6/6明 黄掲色+25Y6/4に ぷい黄色粘質土混
62 10YR5/1掲 灰色～5/2灰 黄褐色細砂
635Y6/4にぶい黄色～6/2灰 黄色粘質ンルト
64 iOYR4/6掲 色粘質細砂
6510ヽR5/2灰黄掲色～4/2灰 黄掲色粘質細砂 (礫混)

6625Y6/3に ぶい黄色+5/1黄灰色粘質細砂
6725Y6/2灰 黄色～4/,黄 灰色細砂～粗砂 (01～ 3cm小石少量混)

6825Y6/2灰 黄色～5/2暗 灰黄色細砂
6925V5/3責 褐色粗砂
70 75YR7/1明 掲灰色細砂
7125Y4/1責 灰色～4/2暗灰黄色粘質土
72 10YR5/4に ぷい黄掲色+25Y6/21音 灰責色粘質細砂
7325Y5/1黄 灰色粗砂
7■ 25Y6/4にぷい黄色+5/2暗灰黄色粘質細砂
7525Y7/1灰 白色ンルト (細砂混)

76 10YR5/2灰黄褐色細砂～粗砂
7725Y6/1黄 灰色■10YR4μ褐色粘質細砂

Ｓ

一

N

西 壁

Ｏｍ
ｌ

Ｓ

一
4ト レン

4ト レンチ====28

4ト レンテ西壁
1 耕作土
? 床上
3 10Y魚 71掲灰色粘質細砂 (ゅ 5mmの 小石わずかに混)

4 ,OYR4/1掲 灰e粘質粗砂
5 10VR5/1掲 灰色粘質シルト
6 ,OY魚 6/1～ 5/1掲 灰色細～粗砂
7 ,OYR5/3に ぶい黄褐色～4/1褐 灰色粘質細砂
8 25Y5/1黄灰色細砂～粗砂
9 1①YR4/2灰 黄褐色粘質細砂
10 10YR5/2灰 黄掲色粘質細砂細質強い
11 10YR4/2灰 黄掲色粘質細砂+?5Y5/1養 灰色

+6/0にぶい責色細IE砂混
12 10YR5/1褐 灰色～5/2灰 貨掲色粘質細砂
1325Y5/1黄灰色+6/3にぶい黄色細砂～粗砂
14 10YR4/1褐 灰色粘質細砂
15 10YR6/1褐 灰色細砂～糧砂
1625Y3/1黒掲色粘質土
1725Y3/1黒掲色+6/2灰黄色粘質土混
1825Y5/2暗灰黄色ンル ト～粗砂
19,OYR5/3に ぶい黄掲色+7 5RY3/1黒 掲色粘質細砂

ブロック状混
20 75YR3/,黒褐色粘質細砂
2125Y7/6明黄褐色+6ノ 1責灰色粘質細砂

2225Y6/1黄 灰色+10YR6/2灰黄褐色粘質細砂混
23,OYR4/2灰黄褐色粘質細砂
24 10YR4/1褐 灰色+4/3にぶい黄掲色粘質細砂混
2525Y6/1黄 灰色+5/2暗灰黄色粘質細砂混
2625Y6/3に ぶい黄色～5/2晴 灰黄色粘質細砂 (Mn多合)

2725Y6/3に ぷい黄色～5/2暗 灰責色粘質細砂 (Mn合 )

2825Y6/3に ぶい黄色～5/2暗 灰黄色粘質細砂
2925Y6/3に ぶい黄色～5/2暗 灰黄色粘質細砂
3025V6/3に ぶい黄色～5/2暗 灰責色粘質極細砂
3, 10Y勲4/1掲 灰色+73にぶい黄掲色粘質細砂混
3225Y5/1黄 灰色■10VR3/2黒掲色粘質細砂 (狙砂混)

33 10YR4/1掲 灰色粘質土 (粗砂混)

3425Y5/1黄 灰色+,OWR4/6褐色+25Y5/4黄 掲色粘質細砂
3525Y5/1黄 灰色～5/2暗 灰黄色粘質細砂
3625Y5/1黄 灰色～6/1黄 灰色粗砂
3725Y5/1黄 灰色～6/1黄 灰色細砂
38 10YR5/1褐 灰色粗砂
3925Y5/2暗 灰黄色+5/4黄褐色細砂
4025Y5/2暗 灰黄色+5/4黄褐色極細砂
4125Y5/1黄 灰色+5μ黄掲色細砂～粗砂
42 10YR4/1～6/1褐 灰色粗砂

43,OYR″ 1～ 6/1褐 灰色細砂～粗砂
4■ 7 5YR3/3暗 褐色粗砂 (曰 くしまる)

4525Y6/1黄 灰色～6/3に ぶい黄色粘質細砂+10YR5/4にぶい黄掲色混
4625Y6/1黄 灰色細砂～極細砂 (ゅ 1～ 2cm小 石混)

47 10YR6/1掲 灰色+5/1掲灰色細砂～粗砂
4&10YR5/1+6/1褐 灰色粗砂
49 10YR5/4にぶい黄掲色粘質細砂
5025Y6/1黄 灰色粗砂+iOYRS/4に ぶい黄掲色粘質細砂混
51 10YR5/3に ぷい黄褐色+5/1掲灰色粘質細砂砂質強い
52 10YR4/1～ 6/1掲 灰色粗砂
5325Y5/3黄 褐色～5/1黄灰色細砂
5425Y5/1黄 灰色細砂～粗砂
5525Y5/1黄 灰色組砂～極細砂
5625Y5/1黄 灰色～5/2暗灰黄色粘質細砂
5725Y5/1黄灰色細砂
5825Y7/2灰 黄色ンル ト質細砂
5925Y5/2暗 灰責色■10YR5/4に ぶい黄掲色粘質細砂混
6025Y3/1黒 褐色+5/2暗灰黄色粘質細砂混
6125Y5/2暗 灰責色粘質細砂
6225Y5/2暗 灰黄色粗砂

N
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第73図 2～ 4トレンチ出土遺物実測図
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【3ト レンチ】

南半部で溝を検出するが、蛇行 しているようである。 トレンチ中央部から北端までは旧河道 と見られる。

遺物 15は耕作土直下から出上 した須恵器の壺 口縁である。 16、 17は包含層出上の弥生土器甕の口縁

片である。 16の 口縁端部には刻み 目が施 される。

【4ト レンチ】

北端付近で 2条、中央部で 1条、南端部で 1条の溝を検出した。埋土からは弥生時代後期の上器片が出土

する。遺物 18～ 23は包含層出上の土器である。 18～ 20は弥生土器の壺、甕、底部である。甕は頸部

から緩やかに屈曲する。 21は須恵器の郭身、受け部はほぼ水平に胴部はやや内湾する。 22は土師質の底

部である。摩滅が著 しいがヘラ切 りされていることがわかる。 23は 31層 から出上 した弥生土器の鉢であ

る。胴部は内湾 し、端部に至る。ベース層上層では弥生時代前期、下層部では縄文時代晩期の深鉢 31、 3
2が 出土する。内外面の調整は条痕が施 されている。縄文土器の出土地点のひ とつは土坑状の落ちが認めら

れたことから、付近に遺構が展開する可能性が高い。

トレンチ外の北端西側に土器溜 りを検出した。上層と下層に堆積 し26～ 28は上層の土器である。

26、 27は弥生土器の底部である。 23は底径 7.6 cmを 測 り、卵型の体部を持つ。摩滅のため詳細は

不明であるが外面にハケロが残る。 28は高郭の脚部である。端部は残ってお らず内面は稜線を持つて裾に

広がっていく。

29～ 31は菱である。 29は 口縁部の外面まで叩き痕が残る。 30は ハケロ、すデ調整が見られ、日縁

端部は摘み上げている。雲母を多く含む特徴的な胎土である。 31は 緩やかに外反 し口縁端部内面をナデ調

整する。 32は器台か壺の頸部 と思われる。

トレンチ名 延 長 主な時代 主な遺構 出土遺物等

1 トレンチ 1,31■ ×23.l IIl 弥 生 土坑、溝
弥生土器片、土師器片、土師質土器片
サヌカイ ト、瓦片

2ト レンチ 12m× 26.9m
縄文晩期

～中世
土坑、溝

縄文土器片、石斧、弥生土器片
土師器片、土師質土器片、陶器片

3ト レンチ 1 lln× 153m 弥 生 溝 弥生土器片、土師質土器片、須恵器片

4ト レンチ 1.2m× 22,Om
縄文晩期

～弥生後期
溝、土坑

縄文土器片、弥生土器片
土師質土器片、土師器片、須恵器片

第 12表 綾歌町富熊字沖地区試掘調査 トレンチ概要

調査の結果、全域で遺構を確認することができた。確認できた遺跡の時代区分は、縄文時代晩期から中

に属するものと考えられる。確認できた遺構の種別は、大半が溝であ り、部分的に土坑が確認 された。

遺跡の種別 としては、住居址等の建物は確認 されていないが、周辺の遺跡分布状況等から検討すると集

跡であると考えられる。遺構は、計画区域内に留まらず、周辺にも広 く展開していることが予想 される

4。 まとめ

今回の調査で、計画区域内全体で遺構の分布を確認することができた。遺物も多く出上してお り、縄文時

代晩期から中世にかけての複合遺跡であることが確認 された。特に弥生時代後期に関しては非常に密度が濃

く、弥生時代前期に少 し上手の台地上で行末遺跡を中心とした集落が展開していたものが、後期にな り行末

西遺跡や今回の対象地付近の少 し低いエ リアに集落拠点が変化 したことを表す。これ らのことから、計画区

域全域について保護措置が必要であると考えられる。

今回の調査区域は、『行末西遺跡』の一部として追加登録 されることとなつた。

世

落
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調査前風景 :東から 調査風景

||!!!|,II.く

1ト レンチ全景 :西 から

1トレンチ東半分 旧河道 1トレンチSD01遺物出土状況 1ト レンチSD01完 掘状況

1トレンチ上坑群検出状況 1ト レンチ土坑群完掘状況 2トレンチ全景 :東から

2トレンチSD確 認状況 2トレンチSD確 認状況 2トレンチSD確 認状況

2トレンチ南壁 2トレンチ南壁 2トレンチ南壁

綾歌町富熊字沖地区試掘調査 (1)図版 26
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3トレンチ全景 :北から 3トレンチ南端溝検出状況 3ト レンチ西壁

3トレンチ西壁 4トレンチ全景 :南から 4トレンチ南端溝確認状況

4ドレンチ中央溝確認状況 4トレンチ北端溝確認状況 4トレンチSDO?確 認状況

綾歌町富熊字沖地区試掘調査 (2)図版27
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12

1514

16                      17

図版28綾 歌町富熊字沖地区試掘調査
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2119
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3231

図版29綾 歌町富熊字沖地区試掘調査 (4)
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